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　　　　　プロローグ







『ご覧らんください！　平均身長が一六メートルという少女たちを乗せた艦かんが、いままさに港を離れようとしております！』

　モニターの隅のウィンドウに映し出された、演出した興こう奮ふんで喋しやべる女性レポーターをヘルガ・アデナウワーは冷ややかに見つめていた。

『《ヴァルキュリア国連騎き兵へい隊》の旗艦・衛星オービツト・軌道輸送艦トランスポーター《スレイプニル》です！　北欧神話の神、オーディンの八本足の愛馬からとった名の通り、木馬に似たシルエットの左右には、少女たちを戦場へと運ぶためのポッドが八つ見えます！　あの中で、少女たちはいま、何を思っているのでしょうか!?　少女たちを率いるのは、弱冠二二歳の新任の騎兵隊長、天あま宮みや竜りゆう一いち郎ろう中尉です！　日本の航宙自じ衛えい隊からの突然の抜ばつ擢てきには、さまざまな意見が──あ！　いま、分離しました！　《スレイプニル》が《ヴァルハラ》を離れます！』

　ＷＷⅡ第二次世界大戦時代のドイツの上級将校を思わせる軍服に身を包んだ少女の膝ひざには、ラピスラズリという青い宝石の飾りのついた元帥杖じようがある。

「なぜ、マスコミを招いたのですか？　ヘルガお嬢じよう様」

　音もなく紅茶のカップが置かれ、ヘルガは衛星オービツト・軌道要塞フオートレス《ヴァルハラ》の司令長官席で執事を振り返ることなく紅茶を一口飲むと、元帥杖じようの飾りで、剝むき出しにしている自分のおでこをコツと叩たたいた。

「宣伝のためだ、カリウス」

「宣伝、でございますか？」

　ヘルガは不敵に微笑ほほえんだ。

「そうだ。世間の奴やつらに、Ｇジー・Ｏオーと戦っているのは若い娘だということを認識させ、自分たちがそうさせている、と見せつけるのだ。『罪悪感』が言論を封じる。なあ、カリウス……少女というのはそれ自体が免罪符だとは思わないか？　あれが、むさくるしい体育会系の男どもだったら、国連の連中がやらなくても私がとっくにボタンを押していた」

　そう言って、自分もまた少女であるヘルガは笑った。

　アルベルト・カリウスは、一二になったばかりの自分の主人の軽口には答えず、無言で巨大なスクリーンに目をやった。

《スレイプニル》のあちこちで、姿勢制御用のノズルが発火する青い輝かがやきが見え、艦かんはゆっくりと回頭している。

『現在、Ｇ・Ｏは太平洋上を蛇だ行こうしながら、北上を続けているとのことです』

　ヘルガの手元でレポーターがそう喋しやべっている。

『このままの進路で行けば、五時間でＧ・Ｏは東京湾に入ります。もしも湾内でＧ・Ｏが爆ばく死しした場合、神奈川県、東京都、千葉県、静岡県東部、山梨・埼玉県の一部は消失し、ロサンゼルスや香港ホンコンと同じく巨大な海底クレーターに変わり果ててしまうでしょう。もはやそれを止めることができるのは、あの少女たち──北欧神話の《戦いくさ乙女おとめ》の名前を冠した《ヴァルキュリア騎兵隊》しかいないのです。わたしたちにできることは、もはや祈ることだけではないでしょうか？　皆さん、祈りましょう！　少女たちの──いえ、わたしたち自身のために！』

「あのレポーターには、いくらお渡しになられましたので？」

　モニターを見上げたままカリウスは訊きいたが、ヘルガは、微笑ほほえむばかりでそれには答えなかった。




　衛星オービツト・軌道輸送艦トランスポーター《スレイプニル》の艦橋で、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の特殊な形の軍服に身を包んだ天あま宮みや竜りゆう一いち郎ろう中尉は、左手で腰の軍刀の柄つかに触れながら、眼前のメインスクリーンを見ていた。

　普段は穏おだやかな顔も、いまは厳きびしく引き締しまっている。

　クルーカットの頭には、制帽は載っていない。帽子をかぶらないのは、上司であるヘルガの趣しゆ味みだ。どうにも落ち着かないが、命令とあれば仕方がなかった。どうしても譲ゆずれない、というほどのことではない。

　宇宙と艦かん内なんを隔てる《スレイプニル》の分厚い窓のすぐ上にあるスクリーンには、太平洋が映し出されていた。

　中央に、黒い影がある。

　一見、静止しているように見えるが、それはカメラが正確に影を追いかけているからであって、実際は四〇ノット（時速約七四キロ）で北上している。

　接触予定時刻は一五：三〇──約三〇分後だった。

　手元のモニターには、《クレイドル（ゆりかご）》と呼ばれる降下・回収が可能な強きよう襲しゆう揚よう陸りくポッドの中で待機している四人の部下と格納庫にいる一人の、表情と各人の心拍数、血圧、ホルモンの分泌量などが表示されている。多少、緊張が見られるが、作戦に支障をきたすほどではない。

「《ベルザンディ》、現状報告」

　竜りゆう一いち郎ろうが言うと、すぐにスピーカーから女性の電子音声で返事があった。

「《Ｇ・Ｏの移動速度・進路に変化なし。周囲の海水温にも変化はありません。ただし、大おお島しまの沖合いに、積乱雲の発生を確認しました》」

「《スクルド》、そのことによる戦況予測に変化は？」

「《気象条件の影えい響きようは、ゆらぎのうちだよー》」

《ベルザンディ》よりも若干幼い感じの電子音声に、竜一郎は相手に見えるわけでもないのに頷うなずいた。

「《ウルズ》、一五分後に戦せん闘とう記き録ろくを開始しろ」

「《はい、中尉。一五分後に『記録』を開始いたしますわ》」

「頼む」

　言ってから、竜一郎は苦笑した。自分はどうも『命令をする』ということに、相変わらず慣れないようだ。

（しかし、だからこそ俺おれが、彼女たちの隊長に選ばれたのかもしれない）

　ふっと、口元が緩ゆるむ。

「色々あったな……」

　ポツリと呟つぶやいた竜一郎に、《スレイプニル》のパイロットのマリア少尉が、振り返って首を傾かしげた。竜一郎は手を振って、なんでもない、ということを示すと、表情を引き締しめて再びメインスクリーンに向き直った。

　そこに映る青さは、あの日と少しも変わらなかった。

　──そう、彼女たちと初めて出で逢あった、あの海と……。













　　　　　Ⅰ．ファースト・コンタクト







　その日、オーストラリアのシドニーに近い海岸に、天あま宮みや竜りゆう一いち郎ろう二等海尉は航宙自じ衛えい隊の軍服姿で立っていた。

　ほかに、人の姿はない。

　周りには、ビーチパラソルやビーチチェア、ランチを広げたままのレジャーシートが散乱している。何もかも置き去りにして、人だけが消えてしまったようだ。

　竜一郎は、『＄２』と看板の下がった、バーベキューのコンロの上で少しこげていた大きなフランクフルトをひとつ取った。

『──一帯に、避ひ難なん警けい報ほうが発令されています。シドニー市から半径五〇キロは、第一級危険地域となりました。ただちに避難してください。なお、その際には電車か、臨りん時じバスを使用し、自家用は使用しないでください。一般車両の通行は現在──』

　ポケットから、換金したばかりの二ドルを出して、大きな空き缶かんに入れるとフランクフルトにかぶりついた。歯を立てると、ぷりっとした皮が破れて、熱々の肉汁があふれた。

（おっと）

　危うく制服に垂れるところを、腰を引いてかわした。汁は、砂浜に落ちて制服の代わりに染みを作ったが、一二月の太陽の熱に暖まった砂では長くは保もたずにすぐに乾いた。

　制服だったらこうはいかない。染みのある服で顔を出したりしたら、航宙自じ衛えい隊の品位を疑われるところだ。

　だが、空腹にはかなわない。それに、食える時に食っておくのが兵士の心得だ。その一食を逃したために、その後、何日も食事を摂とれないこともあるのだ。

　竜りゆう一いち郎ろうはフランクフルトを齧かじりながら、何ど処こまでも青い海を見た。

　宇宙で見る海は、宝石のように美しいが、どこか冷たい印象がある。だが、地上で見る海は、なぜか優しげだ。それはこの香り、音、そしてこの気温に関係があるのかもしれない。宇宙ではそうしたものは望むべくもない。

　ステーションでは、望めばＶＲ（ヴァーチャル・リアリティ）の海を体験することもできるが、所しよ詮せんはフェイクだ。それはこうして本物の砂浜に立ってみるとよくわかる。

　スピーカーから流れるガイダンスが中断され、けたたましいサイレンが鳴った。それがやんだ時、ガイダンスの内容は変わっていた。

『ただいまより、当地域は対Ｇジー・Ｏオー殲せん滅めつ作戦のため関係者以外の立ち入りが禁止されます。無断で立ち入った場合は、逮捕・拘束の後、機密保持違反で特別国際軍事法により裁かれます。最高刑は銃殺で──』

　だが、竜一郎は聞いていなかった。

　水平線に、白い半円状の物体が、海面を割って出現したのだ。

（まるで、巨大な《クラゲ》だな）

　Ｇ・Ｏ──ジャイアント・オーガニック、つまり、巨大生物──を直接この目で見たのは、今日が初めてだったが、相手との距離、正確な大きさはつかめなかった。ずいぶんと遠くにあるようにも、すぐ近くのようにも見える。

　空気のない宇宙空間では、相手との相対距離を肉眼で測れないのは通常のことだが、比べるものがない場所であること、すでにクラゲの大きさを知っていることが、この場合邪じや魔まをしている。

　ただひとつわかるのは、その《クラゲ》がかなりの勢いでこちらに向かっているということだ。初めはバスケットボールくらいの大きさだったが、見る間に小山ぐらいまでになって、その頃ころには頭頂部ある模様も見分けられた。脇わきで飛沫しぶきを上げているのは触手だろう。

　腕時計が、アラームを鳴らした。

（作戦開始だ）

　竜一郎は文字盤ばんを見、それから空を見上げた。落ちてくる五つの赤い光が見えた。

　流れ星ではない。

　強きよう襲しゆう揚よう陸りくポッド《コフィン》──中には、対Ｇジー・Ｏオー用の兵器が搭載されている。

　五つのカプセルは、見る見る近づいてくると、地上から数百キロの時点でカプセルの上部からパラシュートを出して開いた。それにより落下速度はがくんと落ちる。それでも、搭載兵器を含め、数トンの重量があるポッドは、轟ごう音おんと巨大な水柱を上げて、Ｇ・Ｏと海岸の間に着水した。中の衝しよう撃げきは相当なものだろう。

　巻き上がった海水がスコールとなって、竜りゆう一いち郎ろうを濡ぬらした。後ろでバーベキューのコンロの火が、じゅう、と音を立てて消えた。

　真っ黒い円筒形のポッドの周りで海水が蒸発し、もうもうと白煙が上がって、塩がカプセルの周りに白くこびりついた。軋きしんだ音を立てて、ポッドの蓋ふたがゆっくりと開くと、その塩の膜はバラバラと剝はがれ落ち、下から《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の刻印と、国連のマークが現れた。

　Ｇ・Ｏは、気にした様子もなく近づいてくる。

　蓋が完全に開くと、中から直立不動の巨大な人型兵器がジャッキアップされてきた。深海探査用の潜水服のようにも見える。人型兵器は、海へと放り出されると、四つん這ばいになって、うなだれた。

　ヘルメットの奥は遮光性のバイザーによって遮られて見ることができないが、まるで、着陸のショックに酔ったかのようだ。

　対Ｇ・Ｏ殲せん滅めつ兵器《ヴァルキュリア》──国連軍が、Ｇ・Ｏを唯一倒すことのできる《発掘兵器》を効率よく使うために造り上げたといわれている人型万能戦車。全高一六メートル弱～強。あらゆる地形、あらゆる天候下での運用が可能。

　しかし詳細は一切が謎なぞに包まれており、民間レベルではその姿さえ、まともに捉とらえたニュースソースは存在しない。

《ヴァルキュリア》の後ろで、ポッドからそれぞれの専用武器が飛び出した。ポッドナンバー『Ｖ─01』と『Ｖ─04』が突撃銃アサルトライフル、『Ｖ─05』が短機関銃サブマシンガン、『Ｖ─02』が擲弾発射銃グレネードランチヤー、『Ｖ─03』が狙撃銃スナイバーライフル……いずれも人間が使うそれを、そのまま一〇倍近く大きくしただけのように見える。

　あまりに普通なそれを見ていると、こっちが小さくなってしまったのではないか、という錯さつ覚かくに陥る。

　そして、もうひとつ──黄金に輝かがやく《槍ランス》が一振りあった。

「……あれが《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》か」

　竜一郎は、髪から垂れる滴を気にする様子もなく、感嘆として呟つぶやいた。

　Ｇ・Ｏを唯一、完全に殺すことのできる武器であり、火星にまで手を伸ばした人類が、いまだに複製することのできない金属。

　ノルウェー中南部のヨートゥンハイメンで発掘された《槍》は全部で七本。内の五本が、所有者から対Ｇ・Ｏ用兵器として《ＵＮＣＯＶ》に貸与されている。

　五体の《ヴァルキュリア》は、不意に体をびくっと震ふるわせると緩かん慢まんな動作で立ち上がり、《槍ランス》を手にした。柄つかの部分から伸びた特殊鋼こうのワイヤーを右腕に装着して肩のホルダーに収め、それぞれの火器を取って、散開する。

　突撃銃アサルトライフルを構えた『Ｖ─01』『Ｖ─04』二体は、着地点にほぼそのまま留とどまる。

　短機関銃サブマシンガンを構えた、少しばかり小型の規格の『Ｖ─05』は、それよりも少し下がった場所で《ポッド》に隠れるようにして、海面に膝ひざをついた。

　パワータイプと見える、擲弾発射銃グレネードランチヤーを肩にかけた『Ｖ─02』は、『Ｖ─01』と『Ｖ─04』のほぼ中心の少し下がった場所に陣取り、腰を落として《槍》を構えた。その姿はどことなく、古い《鯨くじら取り》の漁師を連想させる。

　震しん動どうとともに、『Ｖ─03』が狙撃銃を手に海岸の少し離れた場所に上陸して、水のように砂を蹴け立たてた。竜りゆう一いち郎ろうはフランクフルト売りの旗を摑つかんで体を支えなければならなかった。向こうがこちらに気づいた様子はない。『Ｖ─03』は、少し小高くなった場所に腹はら這ばいに寝そべると、二脚架を開いて銃を固定した。

（あまり意味があるとは思えないな）

　布陣を見て、竜一郎は正直にそう感想を持った。

（特に『Ｖ─03』のこの運用は謎なぞだな。一万メートル先から目標を撃うち抜ける狙撃手スナイバーを、相手から丸見えの位置に置くことに、どんな利点があるというんだろう？）

　だが、竜一郎の疑問に関係なく、戦せん闘とうは突然始まった。

　轟ごう音おんを撒まき散らして、『Ｖ─01』と『Ｖ─04』が《クラゲ》に向かって射しや撃げきを開始した！

　赤く焼けた、五五・六ミリ×四五〇ミリ弾の、卒業式に貰もらう証書を入れる筒のケースのような空薬やつ莢きようが、次々と排出されては海に落ちて蒸気を上げる。

　竜一郎は、あらかじめ耳みみ栓せんをしていたが、それでもその音は脳に響ひびいた。空気の震えが実際に感覚として肌に感じられる。

（すごいな、これは）

　中戦車の主砲並みの弾は、次々と《クラゲ》の体に穴を穿うがち、半透明の組織を破は壊かいして撒き散らしていく。使われている弾は、命中後に相手の体内で爆ばく発はつ的に茸きのこ状に膨ふくれ上がる、ホローポイント弾の一種だ。しかし、足を止めることすらできていない。穴は開いた傍そばから再生していく。

　竜一郎は、『Ｖ─05』を見た。

　小型機はポッドの陰から時折、顔を出しては短機関銃を撃っているが、相手をほとんど視認していないためか、命中率が非常に悪い。Ｇジー・Ｏオーにダメージを与えるどころか、むしろ味方の邪じや魔まになりかねなかった。

『Ｖ─01』と『Ｖ─04』が射撃を加えつつ後退しながら、互いに距離をとって後方中央にいた『Ｖ─02』の視界をクリアーにした。『Ｖ─02』は肩を大きく開くと、《槍》の投とう擲てき準備に入る。

（まだ、早い）

　竜りゆう一いち郎ろうは、機を見誤っていることを瞬しゆん時じに看破した。《クラゲ》の触手はずっと海に中にあって、まったく損傷を受けていない。その状態で《槍ランス》を使ったとしても──

　鞭むちのように腕がしなり、『Ｖ─02』の腕から《槍》が放たれた。《槍》は歌うような音を立てながら、一直線に飛ぶ。『Ｖ─05』の撃うった弾が幾つか周囲を掠かすめたが悉ことごとく破裂した。

　突き刺さる！──そう見えた瞬間、海中から触手が持ち上がり、《槍》を弾はじいた！

《槍》は回転して海岸の方へと飛ばされ、柄つかと、腕をワイヤーで繫つないでいた『Ｖ─02』はそれに引きずられて仰あお向むけに倒れた。ほとんど津波に近い水すい壁へきが立って、飛沫しぶきは竜一郎のところまで届いた。

　だが、触手も無傷ではなかった。《槍》を弾いたと思われる場所が、ぐずぐずに崩れている。

　しかも、そこは再生をしなかった。

　まるでひどい痛みを感じているかのように、《クラゲ》は触手を天に掲げ、ゼラチン状の体を震ふるわせた。

　発声器官をもっていないのに痛みの《声》が聞こえるような気がした。

　それを搔かき消すように、竜一郎の左手で『Ｖ─03』の狙撃銃スナイバーライフルが火を噴ふいた。

　ボルトアクション式のこの銃は、一発毎にコッキング・レバーを引いて弾を装そう塡てんする必要がある。一二七ミリ劣化ウラン弾の巨大な空薬やつ莢きようが、砂浜に転がる。

　持ち上げられていた触手の一本が、海面すれすれのところで断裂した。

　通常弾よりも破は壊かい力に優れるこの高速徹てつ甲こう焼しよう夷い弾は、命中と同時に高熱を発する。《クラゲ》型のＧジー・Ｏオーは見かけと同じで、体のほとんどが水分だった。『Ｖ─03』の撃った弾は、命中箇所の水分を一瞬にして蒸発させ、乾いた寒天を折るように触手をへし折ったのだった。

　もう一発。

　残った方の大型触手が、同じように折れ飛ぶ。

《クラゲ》の動きが鈍った。

　機と見たか、『Ｖ─04』が突撃銃を離すと、肩のラックから《槍》を外して投とう擲てきの動作に入った。

（悪くない判断だ）

　おそらくは主触手である二本の腕を破壊されたいま、あの《槍》を効果的に防ぐ手段は持ち合わせてはいないはずだ。

　この布陣を命じた人間のセンスはひどいものだが、個々人の──特に『Ｖ─04』の判断能力は悪くない。布陣を見る限り《槍》を投げるのは『Ｖ─02』の役目のようだが、臆おくするところなく、それを引き継ぐなど、機を見るに敏なようだ。

　その時、倒れていた『Ｖ─02』が上半身を起こした。その手にあるものを見て、竜一郎は、はっとした──擲弾発射銃グレネードランチヤー！

「まずい!!」

　竜りゆう一いち郎ろうは叫んだが、もちろん届くはずもなかった。

　ドン、と腹に響ひびくような音がしたと同時に、爆ばく薬やくの塊のような弾が、ほぼ水平に発射された。

　──擲弾グレネードは、この距離で撃うつには威力がありすぎる！

　弾は僅わずかに弧を描いて《クラゲ》の上部に命中すると同時に爆発した。

　ポッドの陰にいた『Ｖ─05』は爆風をまともに食らうことはなかったが、僅かに傾いたポッドに怯おびえるように倒れた。

『Ｖ─01』は、飛び散ったＧジー・Ｏオーの肉片を顔にまともに受けてひっくり返る。擲弾を発射した当の『Ｖ─02』も、爆風と反動で再度、仰あお向むけに海に沈んだ。

　だが、一番まともに被害を受けたのは、『Ｖ─04』だった。

《槍》の投とう擲てき体勢に入っていた『Ｖ─04』は、一番近くでまともに爆風を受け、海岸にまで吹き飛ばされた。衝しよう撃げきで《槍》は手から離れて空中へと飛び、ワイヤーも腕からはずれていた。

　竜一郎の立つ海岸の少し離れた場所に、『Ｖ─04』は背中から斜めに落下した。大量の砂が舞い上がり、パラソルやバーベキューコンロが次々と倒れる。竜一郎は、何とか立っていたが、それでもずいぶんと砂をかぶった。

　Ｇ・Ｏの体内の水分が気化したことで発生した水蒸気によって、辺りは靄もやに覆おおわれたようになった。海岸で『Ｖ─03』は戸惑ったように引き金を引きかけては止めるという動作を繰くり返した。ここは引かないのが正解だ。下手に撃てば、仲間にあたる可能性がある。

　と、その靄を突き破るようにして、細い触手が伸びてきて、狙撃銃スナイバーライフルもろとも『Ｖ─03』の腕に絡みつき、一気に海へと引きずり込んだ。

　水柱が上がる。

《ヴァルキュリア》の中で真っ先に立ち直ったのは、擲弾を撃った『Ｖ─02』だった。

『Ｖ─02』は、至近距離での射撃が完全なミスだったと気づいたのか、擲弾発射銃を、ストラップを引きちぎるようにして投棄すると、腰に差した大型の、《ヴァルキュリア》のサイズからすれば、ナイフと言える武器を引き抜いて、《クラゲ》に躍おどりかかった。

　Ｇ・Ｏもそれをただ待ってはいない。海の中から無数の触手が伸びてきて『Ｖ─02』に絡みつき、これを阻止しようとする。

『Ｖ─02』はそれを切り払って、近づこうとする。が──

「つっ！」

　竜一郎の肌に、冬場に、ドアのノブで静電気にやられたような痛みが走る。

　──直後、《クラゲ》が光った！

　目の前でフラッシュを焚たかれた気分だった。

　一いつ瞬しゆん、視界が奪われ、ジジジ、という耳障りな音と、バシャバシャと、浅瀬に上がってしまった魚がもがいているような水音だけが聞こえていた。

　反射的に、竜りゆう一いち郎ろうは目を閉じていたが、僅わずかに間に合わなかった。瞼まぶたの裏がチカチカする。まるでカレイドスコープだ。

　その時、何か水袋を破るような音がして、光は唐突に消えた。次いで、何かが沸ふつ騰とうしているようなゴボゴボという音がして、それがしばらくの間、聞こえていた。竜一郎は、目を瞬しばたたいたり、軽く擦こすったりして、視力の回復に努めた。

　努力の甲か斐いはあった。

　だが、視力が戻った時、竜一郎の目に飛び込んできたのは、倒れて動かない五体の《ヴァルキュリア》と『棺かん桶おけ』と呼ばれるポッド、そして、海に突き立った一本の《槍ランス》だけだった。

　Ｇジー・Ｏオーの姿はない。

「……ひどいもんだな」

　ため息をついて、竜一郎は砂だらけになってしまったフランクフルトを捨て、髪を搔かき上げた。指の間から、こっちもぱらぱらと砂が落ちる。

　なにが起きたのかは、推測できた。

　あのＧ・Ｏは、ただの《クラゲ》ではなく、《電気クラゲ》だったのだ。《ヴァルキュリア》のうち、海にいた四体は、その電でん撃げきを受けて行動不能になったと考えられる。

　Ｇ・Ｏの姿がないのは、逃げたのではなく、『Ｖ─04』が、爆ばく風ふうで吹き飛ばされた際に空に向かって放った《槍》に、刺し貫かれて消滅したのだろう。海に墓標のように突き立った《槍》がそれを示している。

　しかし、狙ねらってやったことではないだろう。苦し紛れに投げたものが、たまたま運良く、刺さったに過ぎない。

（やはり個々人の能力は悪くないように見えるが……運用が最低だ）

　それが、竜一郎の感想だった。

　彼のほとんどすぐ横で、『Ｖ─04』がゆっくりとボディを起こして、竜一郎はそちらを振り向いた。これほど傍そばにいるのに、機械音は何もしない。見上げていると、竜一郎に気がついたのか、黒いヘルメット状の頭部がゆっくりとこちらを向いた。

　パキ、と乾いた音がして、頭部に亀き裂れつが走った。

　と、それは綺き麗れいに二つに割れて、大きな音を立て、竜一郎のすぐ脇わきに左右に分かれて落ちた。

　ざあっ……

　長い黒髪が、滝のように流れ落ちて竜一郎を包んだ。

　見上げた先には、巨大な、しかしまだあどけない少女の顔があった。その顔は東洋的──というよりも日本人の顔だった。すっきりとしていて、美しい。肌の色は、地球から見る月の白さ──天空のパールのようだった。

「…………」

「…………」

　竜りゆう一いち郎ろうは、真っ直すぐに見つめてくる少女の黒い瞳ひとみをたじろぐことなく受け止めた。

　驚おどろきはしなかった。

　彼は、これが《ヴァルキュリア》の正体だということをとっくに知っていた──人型機械などではなく、防ぼう護ご服を着た巨人の少女たちであるということを。

　むしろ、うろたえたのは少女の方だった。

　彼女は、綺き麗れいな声で、

「……このことは誰だれにも言わないで」

　と囁ささやくと、

「早く逃げて」

　と付け加えて、立ち上がった。

　潮しお風かぜがその動きに合わせて巻く。踵きびすを返し、『Ｖ─04』の少女は、二二〇センチはある巨大な足跡を砂浜に残して、海へと戻っていく。

　髪のカーテンから解放された竜一郎は、その後姿を見つめた。彼女は自分のポッドに入っても、海岸を振り向くことはしなかった。

　他ほかの《ヴァルキュリア》たちも、何か刺激を受けたのか、突然、体が跳ねたかと思うと、死者が復活したかのような緩かん慢まんな動作で起き上がり、うなだれ、それぞれの《コフィン》へと戻った。
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《ヴァルキュリア》の収容を終えたポッドは、蓋ふたを閉じ、装甲の一部を落とすと、剝むき出しになったノズルから炎を噴ふん射しやさせて、白い煙の尾を引きながら、轟ごう音おんと共に再び空へと上がっていった。

　竜りゆう一いち郎ろうは目を細め、遠くなるポッドを見上げ、

「あれが《ヴァルキュリア騎き兵へい隊》か……」

　と呟つぶやいた。

「そうです」

　背後でそう声がして振り返ると、サングラスをかけたグレースーツの男が、細い微笑ほほえみを浮かべていた。

　同時に、防波堤を越えて、二〇人ほどの兵隊が人間サイズの突撃銃アサルトライフルを構えて現れ、隙すきのない動きで竜一郎を囲んだ。

　全員、引き金に指がかかっている。

　だが、多数の銃口に囲まれながら、竜一郎は顔色ひとつ変えなかった。

　グレースーツはすぐ傍まで来ると、空を見上げた。

「あれが対Ｇジー・Ｏオー用・殲せん滅めつ兵器《ヴァルキュリア》。国連軍の最重要機密です。……あなたでなければ、この場で射殺しているところですよ──天あま宮みや竜一郎二等海尉」

「すみません。戦っているところをこの目で見たくて……ところで、あなたは？」

「ニル・ライアー。《ガルド》から派遣されているアレの特別顧問です。もっとも、あなた方が来たおかげで、それもあと少しですが」

「解雇ですか？」

「まさか。元の職場に復帰するだけですよ」

　ライアーは兵士たちに頷うなずきかけ、銃を収めさせた。

「Ｇ・Ｏのせいで、《ＵアＮンＭムＳツＳス》に上がる今日のシャトルはあと一便しかありません。乗り遅れたら、明日になってしまう。彼女はそれを許さないでしょう」

　背を向けて歩き出したライアーに、竜一郎はついていった。

　防波堤の向こうには、装甲車が数台止まって、明らかに竜一郎たちを待っていた。うちの一台に乗り込むと、竜一郎はライアーに向かって、

「新しい司令は、厳きびしい人ですか？」

　と訊きいた。すると彼はサングラスを直しながら、

「厳しい？　そんな言葉では足りませんよ。苛か烈れつといってもいい。私が、あなたを気の毒に思うとすれば、唯一、その点だ。私なら、絶対に引き受けない──命は惜しいですからね」

　と言った。













　　　　　Ⅱ．《霊柩車》と《棺桶》と







　人が、大地に住むべき生物だということを、宇宙に上がる時にほど、思い知らされる瞬しゆん間かんはない。

　地球は、子供を逃がすまいと、重力という手を伸ばして引き止めようとする。人は地球にとっては悪童だが、それでも子供には違いない。母親は、逃げる子供の体を押しつぶし、内臓を口からはみ出させることになっても、決して手を放すことをしない。

　なくすくらいなら、いっそ殺してしまおう──

　そんな声が聞こえるようだ、と昔のある宇宙飛行士は言った。

　竜りゆう一いち郎ろうはその宇宙飛行士ほど感傷的ではないが、地球を脱出する時に感じる重力は、確かに地上へ引き戻そうとしていると感じないではない。

　それゆえか、母なる地球の手を振り切って宇宙へ出た時の開放感には、格別なものがある。

　いまも、竜一郎はそれを味わっていた。

　それは単に、重力解放された血がいつもよりも多く頭に回っているだけなのかもしれなかったが、楽しく思えるのは事実だった。

　しかしそれは自分だけなのか、隣となりの席のグレースーツは、少しも面白くなさそうな顔をしていた。

「どうしました？」

「…………」

　ライアーは答えない。代わりに座席の脇わきのポケットから、酸素吸入用のと同じ形をしたマスクを引き出すと、無言で胃の中のものを吐いた。吐と瀉しや物はたちまちバキュームされて滴も残らない。

「なんだ、気持ち悪かったんですか」

　竜りゆう一いち郎ろうは、悪いことをしたと思った。この男は軍人ではない。軍用シャトルの乱暴な大気圏の離脱には慣れていないのだろう。

　座席に背中を預けて正面の窓の外を見ると、シャトルはメインブースターの噴ふん射しやを停止して、姿勢制御ノズルを点火し、機首を回しているところだった。

　やがて小さな窓の向こうに、銀色をした翼よく竜りゆうの骨の標本のような形をした建造物が現れた。

　機首はその方角に定まった。

　国連軍用宇宙the United Nations ステーションMilitary Space Station──『ＵアＮンＭムＳツＳス』である。

　ここからでは大きさが把は握あくできないが、全長一・五キロの巨大宇宙ステーションだ。各国の宇宙軍が共用で使用している宇宙軍事基地で、日本の航宙自じ衛えい隊の駐ちゆう屯とん地ちもある。竜一郎も三ヶ月前まではあそこで、日本のために宇宙を守る任務についていた。

「懐なつかしいなあ……」

　竜一郎は呟つぶやいた。

　その時、機内灯が赤く変じて、警けい戒かい警報がけたたましく鳴り響ひびいた。

「な、何事だ！」

　隣となりでライアーが叫ぶやいなや、下層から副操そう縦じゆう士がやってきて、

「ニアミスです！」

　と報告した。

　強烈な太陽の光が遮られて影が落ち、竜一郎は右手の窓を振り向いた。

　巨大な、どこか黒水牛を思わせる艦かんが、ゆっくりと横を通過していくところだった。シャトルとの距離は一〇〇メートルもないだろう。シャトルは、その真っ黒な艦から逃れようと、姿勢制御ノズルを全開にした。機体は傾き、左手の窓には、地球が映った。

　ライアーが息を吞のんだのがわかった。

　あまり噴射を続ければ、せっかく逃れた地球の腕にまた捕まることになる。この姿勢でそんなことになれば、シャトルはたちまち丸焼けだ。

　ライアーが、竜一郎には理解できない言葉で何事かを叫んだ。意味はわからなくても、罵ののしりだとはわかった。

　それを嘲あざ笑わらうかのように、黒い艦かんはシャトルを追い越していった。その船体には、はっきりと《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の文字が白抜きで描かれていた。

　メインノズルの輝かがやきを受けて、全すべての窓が限界一杯まで遮光変化を起こしたが、それでも目を眇すがめるほどにまぶしかった。

　艦は、シャトルと同じく《ＵアＮンＭムＳツＳス》を目指している。

「ジェイコブスンめ！」

　唾つばを飛ばして、グレースーツが喚わめいた。

「知っているんですか？」

「ああ!?　──あ、いや、失礼……」

　ライアーは、乱れたスーツの衿えりを正して背を伸ばすと、懐ふところから櫛くしを取り出して乱れた髪を直し、それから不自然な笑みを浮かべた。

「……ジェイコブスン少佐は、《ハース》の艦長ですよ。そして《ＵＮＣＯＶ》の司令長官であり騎き兵へい隊長でもある。古いタイプの軍人ですよ」

　竜りゆう一いち郎ろうは、遠ざかっていく艦をもう一度見た。

　漆黒の衛星オービツト・軌道輸送艦トランスポーターは、箱型の船体の左右にそれぞれ三つ──合計六つの円筒形のポッドを横向きに備えていて、まるで宇宙を走る六輪車のようだった。あの船の名は《ハース》──つまり《霊れい柩きゆう車》という意味だが、色といい、強きよう襲しゆう揚よう陸りくポッドの名称が《コフィン》──《棺かん桶おけ》であることといい、なるほどな船名だが、竜一郎はどこか命名者の悪意を感じた。

　航宙自じ衛えい隊と同じ《ＵＮＭＳＳ》の中に本部がある《ＵＮＣＯＶ》だが、これほど間近に旗艦を見たのは初めてだった。《ＵＮＣＯＶ》は秘匿部隊のため、《ヴァルキュリア》の正体はもちろん、その兵力も公おおやけにはされていない。

「ふん、しかし、あの男もおしまいだ」

　とライアーは鼻を鳴らした。

「中尉、あなたが来たのですからね。奴やつは、司令の座を奪われても、騎兵隊長には留とどまれると思っていたようですが……いい気味です」

　あえて訊きくまでもなく、この男はジェイコブスン大尉を嫌っているようだ。

　機内灯が赤から通常の白色に戻り、警けい報ほうも止やんだ。

　先ほどの副操そう縦じゆう士が、床のハッチから再び顔を出し、

「何とか衝しよう突とつは避さけられました。これより当機は再び《ＵＮＭＳＳ》への着艦コースに戻ります。到着は十分遅れとなります」

「よろしくお願いします」

　竜一郎が言うと、副操縦士は敬礼をして下層へと戻っていった。

　前を見ると、《ハース》の姿は宇宙の闇やみにまぎれてしまっていて、メインノズルの輝かがやきも、もはや星の輝きと区別がつかなかった。




　シャトルは《ＵアＮンＭムＳツＳス》の各軍が自由に利用できる共用港へと入った。

　港には、さまざまな国の宇宙艦かんが係留されていたが、いずれの武装にも黄色の封印テープが張られていて、ここが中立地帯であることを証明している。

「《あまてらす》だ！」

　竜りゆう一いち郎ろうは、航宙自じ衛えい隊の最さい新しん鋭えい防衛艦を見つけて、嬉き々きとした。

「自分はこの間まで、あの船に乗っていたんですよ。……ちょっと、挨あい拶さつに行ってもいいですか？」

　ライアーは肩を竦すくめた。

「無理ですね。あなたはすでに《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の人間だ。他ほかの軍機関の人間と接触するには、上の許可が要ります。申しん請せいが通るには一ヶ月はかかる」

「そうですか……残念です」

　竜一郎は乗り出していた体を座席に戻した。

《ＵＮＭＳＳ》に現在駐留しているのは、米国宇宙軍ＵＮＳＮ、欧州連合宇宙軍ＥＵＳＮ、英国宇宙軍ＲＳＮ、航宙自衛隊ＳＳＤＦ、アジア大陸宇宙軍ＡＣＳＮの五つである。

　宇宙軍などと大仰な名前がついてはいるが、それぞれの部隊の規模はそれほど大きくはない。各軍の戦力はせいぜいが戦せん闘とう宇宙艦が数隻と、艦載の小型戦闘機が十数機といったところだった。

　欧州連合宇宙軍には、フランス・ドイツ・イタリアが参加しており、アジア大陸宇宙軍は中国・ロシア・インドの連合軍である。来年にはこれにオーストラリアを中心とした太平洋宇宙軍ＰＳＮが加わる予定になっている。

　シャトルは、巨大な赤い星のマークをつけたずんぐりとした艦の下を抜け、航宙機専用滑走路へと滑るように向かった。

　港に《ハース》の姿はない。

　専用滑走路のある格納庫から延びた誘ゆう導どうレーザービーコンに乗るべく、シャトルは位置を修正した。ビーコンは肉眼では確認できないが、機はある位置でぴたりと制止した。そのまま、まったく動かなくなる。

　数分は我慢していたライアーの指が、膝ひざの上でせわしなく動き出した。イラついているのが、傍はたから見ていてもはっきりとわかる。宇宙に慣れない人に、よく見られる症状だ。壁かべ一つ隔てた向こうは死の世界。機が動いていないと、このまま動かないのでは、と不安になるのだ。

　ライアーは、宇宙に上がってそれなりの時間を過ごしているようだが、巨大な艦の中にいると宙そらを体感することは難しく、なかなか慣れないということがある。

「入港許可が下りるまでに時間がかかるんですよね、ここは」

　竜りゆう一いち郎ろうは、そう話しかけた。

「各国の艦かんがこれほど近くにいるわけですから、当然ですが、チェックが何重にもなっているんですよ。『ハース』は専用港でしょう？　いいですね」

「ええ、まあ」

　素っ気ない返事だったが、ライアーの声には明らかに、理由がわかってほっとしたような響ひびきがあった。

　さらに数分待って、シャトルはようやく滑走路へ向かって動き出した。

　着陸には何の問題もなかった。すぐに完全密閉された通路が延びてきて、シャトルのドアに密着する。その振動を感じながら、竜一郎はボストンバッグがひとつという少ない全財産を肩に負って席を立った。

「幸運を！」

　副操そう縦じゆう士が顔を出して、そう見送ってくれたのに対して、竜一郎は敬礼で返した。ライアーは無言だった。

　二人で機を出て、通路の先の小部屋に入ると、扉はすぐにロックされ、部屋の中は徐々に加重されていき、数分で地球上と同じ重力になった。

「私はどうも、これが慣れない」

　とライアーはこめかみを揉もんだ。血が足元に引き寄せられるようで、貧血を起こす者もいるのだ。

「とはいえ、無重力のあのなんともいえない感じよりはよほどマシですがね。──さあ、参りましょうか」

　彼の荷物は小さなアタッシュケースひとつである。

　竜一郎とライアーは加減重力室を出ると、すぐ脇わきの扉を開けて中に入った。ステーション内を縦横に走る、『トロッコ』と皆が呼んでいる軌道電動車両の駅である。

　そのひとつに乗り込むと、ライアーはポケットから出した《ＵＮＣＯＶアンコヴ》と描かれたカードを差し込んだ。『トロッコ』はほとんど振動もなく、薄うす暗い通路を走り出した。

　ライアーは、やっと安心した、というように息をつくと、竜一郎を横目で見た。

「ところで海尉。あなたは《ＵＮＣＯＶ》についてどの程度知っていますか？」

「まあ、一通りは。この三ヶ月で、徹底的にレクチャーを受けましたから。そう、たとえば……《ＵＮＣＯＶ》とはtheザ Unitedユナイテツド Nationsネイシヨンズ Calvalryキヤルバリー Ofオブ Valkyrieヴアルキユリアの略で、《ヴァルキュリア国連騎き兵へい隊》を意味する。《ＵＮＣＯＶ》は《ＧゴＯツＣク》に対処するために、二〇五〇年に立案された秘匿部隊で、巨大人型万能戦車《ヴァルキュリア》を擁ようし、Ｇジー・Ｏオーの殲せん滅めつを任務とする。《ＧＯＣ》とはGiantジヤイアント Organicオーガニツク Calamityカラミテイ──巨大生物惨事のことで、Ｇ・ＯはGiantジヤイアント Organicオーガニツク──巨大生物のことである」

　すらすらと、竜りゆう一いち郎ろうは言った。

　Ｇジー・Ｏオーと呼ばれる巨大生物が最初に現れたのは、二〇三五年──いまから二〇年前のことだ。

　場所は地中海。近くで操業中だった漁船から、海に半透明な巨大なゼリー状のおかしなものが浮いている、と通報があり、ただちに調査団が派遣された。

　回収してみると、それは巨大な単細胞生物──つまりアメーバだった。

　体長は一〇メートルほど。船の上でできる限りの調査が行われ、あとは陸路パリへ運ばれることとなり、船はマルセイユへ向かった。

　数時間後、マルセイユは謎なぞの爆ばく発はつにより消滅した。

　避ひ難なんも何もできなかったこの最初のＧゴＯツＣクは、一五〇万人が犠ぎ牲せいになるという最悪の結果となった。

　同時期に、日本の根ね室むろ、チリのコンセプシオンでも同様の爆発現象が起こり、多くの命が犠牲となった。

　威力から推察される使用された兵器は核爆弾しかなかったが、現場からは一切の放射能は検出されず、新型爆弾による同時テロとの見方がなされ、国連が調査をしたがどの組織もそうした兵器を開発・所持してはいなかった。

　その原因がわかったのは、二〇三七年のことである。

　十月八日、日本時間の午後三時頃ごろ──ヒューストンに近い、テキサス州南部の港湾都市ガルベストンに、巨大なアメーバと思われる生物が上陸した。

　このアメーバは体長が一五メートルほどで、のろのろと町の中心部まで進むとそこで停止し、動かなくなった。

　町の人々は、突然海から現れた闖ちん入にゆう者を表面上は迷惑がりながらも、知らせを受けて続々と集まってくる報道陣に気を良くしていた。いつもはがらがらのモーテルは満杯となって、地元の人間しか来ない食堂も満員御礼で、ビールもハンバーガーも飛ぶように売れた。

　アメリカ政府は直ちにテキサス州の州軍を派遣し、この生物の確保に動いた。多くの国から共同調査の申し入れがあったが、アメリカはこれを拒否している。

　軍はビニールシートをかけてマスコミの目からこれを隠すと、二十四時間の監視体制に入った。

　そして、この生物の上陸から二日後の十日の現地時間午前二時三十四分。

　アメーバは、突如、白熱化して爆発した。

　ヒューストンで、リアルタイムで観察を続けていたＮＡＳＡの職員たちが、全すべてを見ていた。ガルベストンは消滅し、ヒューストンでも窓ガラスが割れるなどの被害があった。

　アメリカ政府は、これは新型のバイオテロの可能性がある、と発表し、続く半年でまったく無差別に同様の事件が起こるにいたっても、その考えを変えることはなかった。

　大国による新兵器の実験説が流布し、各国は疑心暗鬼に陥り、このままでは世界大戦になりかねない、というまでに緊張が高まった時、ある機関が『これは自然災害である』という説を発表し、世界を驚おどろかせた。

　それを発表したのは《ワイズリー》という、バイオテクノロジー研究では世界で群を抜く、巨大トレメンダス複合企業コングロマリツト《ガルド》の抱える研究機関のひとつだった。

　根拠は『いかなる技術をもってしても同様の効果をもつ生物を作り上げるのは不可能である』という結論からだった。

　世界最高峰のＢＴバイオテクノロジー機関がさじを投げたことで、『生物兵器説』は急速に萎しぼみ、世界は再び国連の下に対策を講じるべく集結した。

　彼らは年に数回海から現れ、人の多い都市を目指しては、そこで爆ばく発はつを起こす。しかし目的──そもそも何か知能があってしていることなのかは、わからなかった。

　爆発の被害は甚大なため、彼らが上陸、または発見の報があると、各国は国連軍とともに、あらゆる手段を用いてこれを排除しようとした。

　通常の爆弾はもちろん、ナパーム弾、燃料気化爆弾、レーザー兵器、果ては核爆弾まで使う国も現れたが、いずれも退治するには至らなかった。

　唯一、核爆弾はＧジー・Ｏオーを一いつ旦たん退けることができたが、それによる周辺への被害は、素直にＧ・Ｏを爆発させてしまった方がまし、という有様で、その上、海に戻って再生したＧ・Ｏには同規模の核では効果なかったことから、国連決議によって、Ｇ・Ｏへの核攻こう撃げきは、全面的に禁止されている。

　その後、長らく世界はＧ・Ｏの脅威に為なすがままであったが、二〇五〇年、国連Ｇ・Ｏ対策委員会の席上で、突如、ひとつの案が持ち上がった。

　それが《COV・Projectコヴ・ブロジエクト》──《ヴァルキュリア騎兵隊計画》である。

　Ｇ・Ｏの研究を続けていた《ワイズリー》が、ある金属にＧ・Ｏの生命活動を停止させ、細胞の崩ほう壊かいを起こさせる作用があることを突き止めたのである。

　それこそが、ヨートゥンハイメンで発掘された七本の《槍ランス》だった。

《COV・Project》とは、その《槍》を最も効率良く使うことのできる特殊部隊を作る、というものだった。

「計画は承認され、四年後、人型マンタイブ万能戦車オールマイテイタンク《ヴァルキュリア》の完成と同時に、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》は活動を開始した──どうです？」

「その程度のことは、ちょっとした軍事マニアなら知っていることですよ」

　ライアーは言った。

　竜りゆう一いち郎ろうは頷うなずくと、

「──だが、《ヴァルキュリア》の正体は機械などではなく、実は巨人の少女たちだった──これは最高機密ですね？」

　と続けた。すると、ライアーの瞳ひとみが、僅わずかに細められた。

「そのことは無論──」

「誰だれにも話していませんよ。話そうにも、話し相手がいなかったですし」

「これからもそうすることを勧めます。あなたはともかく、話を聞いた相手がこの世からいなくなることになる」

「怖いな。──さすがは《ガルド》だ。世界最大のコングロマリットとはいえ、国連の秘匿組織にそれほどの影えい響きよう力を持つんですか。──聞くところによると例の《槍ランス》の所有者は、総帥のロイヤル・アデナウワー卿きようだとか」

「……海尉。こんなことわざを知ってますか？」

「ことわざですか？」

「ええ。──好奇心が猫ねこを殺す」

　竜りゆう一いち郎ろうは、笑った。

「なるほど、確かに先人の言葉は大事にした方がいい。自分は、与えられた任務を全まつとうするだけです」

「それが賢けん明めいですよ──ああ、もう直に到着します」

　ライアーの言葉通り、『トロッコ』はそれから一分もたたないうちに停車した。しかしそこは駅ではなく、通路の行き止まりだった。行く手はシャッターが遮り、赤い文字で《ＵＮＣＯＶアンコヴ》と書かれている。

　グレースーツは『トロッコ』を降りると、シャッターに近づき壁かべの一部を叩たたいた。すると、声紋・指紋・網膜・ＤＮＡの総合照合装置が現れて、照合を要求した。

　ライアーがその全すべてにクリアーするのを、竜一郎は車内で見ていた。

『オールクリアー』

　電子音声がそう告げると、シャッターがゆっくりと開いていった。

　ＤＮＡ検査の採血のために針で突かれた指を、ハンカチで拭ぬぐいながら中に戻ったライアーは、「破傷風にならないか、心配ですよ」

　と、ぶつぶつ言った。




《ＵＮＣＯＶ》の司令長官席に座るビクター・ジェイコブスン少佐は、不機嫌を隠そうともしなかった。

　部屋の中には巨大な執務机がひとつと、その前に応接用のソファーセットがひとつ置いてあった。壁には彼の趣しゆ味みか、釣りをしている写真が多く飾られているばかりか、巨大なブラックバスの剝はく製せいも飾られていた。

　机の上には《ハース》の模型と、向こうを向いていてわからないが、おそらくは家族の写真を入れてあるのであろう写真立てが置いてある。

　その向こうで、太りぎみの体を革張りの椅い子すに押し込んで、竜一郎とライアーの二人を見る目は険悪だった。

　無理もない。

　ライアーとの仲は知らないが、竜りゆう一いち郎ろうは彼の職を奪うためにここへ来たのだ。歓迎しろという方が無理だろう。

　竜一郎は、ボストンバッグを床に置くと、踵かかとを合わせて敬礼した。

「天あま宮みや竜一郎二等海尉、本日付けで《ＵＮＣＯＶアンコヴ》機動騎き兵へい部隊に着任いたしました！」

　しかし、

「それを私に言ってどうするんだ？」

　ジェイコブスン少佐は、眉まゆを顰ひそめた。

「おまえの上官は私ではない」

　机を叩たたく指に、竜一郎は手を下ろした。

「──ライアー顧こ問もん。私が、時間にルーズなのは嫌いだということは知っているな？　約束の時間は、すでに三分過ぎている。ところがどうだ？　貴様は堂々と遅れてこの部屋に入って悪びれる様子もない！」

　ライアーは眼鏡めがねを外すとレンズを拭ふいた。わざとゆっくりと行っているように竜一郎には見えた。

「途中、不ふ慮りよの事態がありましてね。──危うく宙難事故になるところでした」

　彼は、ちら、と机上の模型を見た。

　だが、ジェイコブスンは鼻を鳴らしただけで、それは無視した──か、気がつかなかった。

「では訊きこう。新しい司令長官殿はどうしたのだ？　そっちも事故か？」

「さあ？　私の仕事は、天宮海尉をお連れすることだけですから。あの御方がどこでどうされているかは存じ上げませんよ」

「知らないで済むと思っているのか！」

　少佐は岩のような拳こぶしで机を叩たたいた。

　拍子に、写真立てが倒れた。彼は何気ないふりを装いながら、慌ててそれを立て直すと、おまえたちのせいだ、と言わんばかりに竜一郎とライアーを睨にらみつけた。

「このことは委員会に報告する！」

「なんと？」

「決まっている！　『資質に懸け念ねんあり』だ！　対Ｇジー・Ｏオー戦は、何十万の命を背に負う重大な任務だ！　そこの若造や、あのような怪物に任せられるものではない！」

「……言葉には気をつけた方がいいんじゃありませんか？　あの方の階級は、あなたよりも上ですよ」

　それを聞くと、ジェイコブスンは鼻はな白じろんだ。嚙かんだ唇は変色し、こめかみにはいまにも切れそうなくらいに血管が太く浮いた。

　ライアーが実に嬉うれしそうな顔をした。

（そうとうなもんだな、これは）

　二人の仲の悪さを目まの当たりにして、竜りゆう一いち郎ろうは、なんにしてもこの二人が離れられるのはお互いのためにいいことではないか、と思った。

　その時、背中でシュッと扉が開く音がした。

「まったく、むさくるしいところだな、ここは！　なにやら臭におうぞ！」

「お嬢じよう様、宇宙では水は貴重品ですから」

　そんな台詞せりふが聞こえて振り向くと、クラシカルな軍服姿の少女と、タキシードの執事然とした老人の二人が、遠えん慮りよ会釈もなしに部屋の中に入り込んできて、少女の方はソファーに傲ごう慢まんな様子で座ると、あっけに取られた一同を見回して、形のいい細い眉まゆを片方上げた。

「何をしている？　挨あい拶さつもなしか？」

　少女の衿えりには、国連宇宙軍の大佐を現す階級章が燦さん々さんと輝かがやいていて、竜一郎は反射的に背筋を伸ばして踵かかとを合わせ、敬礼していた。

　ジェイコブスン少佐も、膝ひざを机の引き出しにぶつけながらも何とか立ち上がり、同じように敬礼をしたが、口の端はこれ以上ないくらいに嫌悪に下がっていた。

「よし、休め」

　とはいえ、それは座っていいということではない。竜一郎とジェイコブスンは、軽く足を開いて両手を腰の後ろに回した。
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　そうしながら竜りゆう一いち郎ろうは、ちらちらと少女を見た。

（大佐？）

　何かの冗談に思えた。大佐といえば、その上は少将である。こんな少女がなれる階級ではない。歳としは一二、三といったところに見える。日本人の感覚であるから、実際はもっと幼いのかもしれない。それに、少女の格好は、どう見ても正規の軍服ではなかった。確かＷＷⅡ第二次世界大戦の頃ころのドイツにこれに似た軍服があったような気がする。

（しかし、階級章は本物だ）

　それは間違いない。諜ちよう報ほう部による喧けん伝でん作戦の一いつ環かんだろうか？　それならばわからなくもない。少しきつめのゲルマン系の整った顔立ちは十分に目を引く。黒い髪を後ろに流して剝むき出しにしたおでこも愛らしい。

「で、どっちが、アマミヤ・リューイチローだ？」

　少女にしてはハスキーな声で問われ、竜一郎は、

「自分であります！」

　と声を張った。

「だろうな。そっちのくたびれた男が相手ではただのセクハラだ」

　ジェイコブスンは、白かった顔を今度は真っ赤にさせたが、何も言わなかった。

　少女は、指を細い顎あごに当て、下から竜一郎を観察するように見た。

「ふむ……顔は、まあ、好みだからな。こんなものだろう。どう思う、カリウス？」

「よろしいのでは」

「少し、凡ぼん庸ようではないか？」

「そこが肝心なのではないかと」

「そんなものか」

　竜一郎は、全すべてを聞きながら、

（なんか、ひどい言われようだな……）

　と考えたが、この会話が何を意味するのかはわからなかった。

　少女は、視線を竜一郎から外すと、

「久しぶりだな、ライアー」

　と言った。

「はい。お目にかかれて光栄に存じます」

「心にもない世辞はいい。──書類を」

　ライアーは、手にしていたアタッシュケースを開けると、中からＡ４サイズの封筒を取り出して、少女にカリウスと呼ばれていた老人に渡した。彼は、その場で開封し、入念にチェックを行ってから、書類を少女に渡しながら、

「こちらが辞令、こちらが移送命令書、そしてこれが納品書です」

　と言った。

　少女は、全すべての書類を読み直すと、満足げに頷うなずき、それをテーブルの上にバサリと置いて、不敵に微笑ほほえんだ。

「諸しよ君くん──」

　少し吊つり気味のエメラルドの瞳ひとみが、可お笑かしそうに輝かがやいていた。

「私が、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の新しい司令官──ヘルガ・アデナウワーだ」




「これで私も家族のもとに帰れますよ」

　紙コップに入ったコーヒーをすすりながら、ライアーは嬉うれしそうに竜りゆう一いち郎ろうにそう言った。

「あと二週間我慢すれば、それで、この宇宙とはおさらばです。さらば宇宙！　ただいま地球！」

　カラカラと笑う彼に、竜一郎は温ぬるくなったコーヒーを手に、苦笑するしかなかった。

　ここは、ライアーの私室である。

　あれから竜一郎はヘルガ司令に、

「最後のレクチャーを受けておけ」

　と命じられて、彼の部屋へと招かれたのだ。このステーションに竜一郎の部屋はない。夕刻には別の場所へ出発する手て筈はずになっている、と聞いていた。

　今回の人事異動は、司令に限ったことではなく、全てのスタッフが入れ替わるという大掛かりな異動だということだった。二週間、というのは引継ぎに必要な時間であり、指揮権が移るのはその日の零時ということになる。

「まったく、この一年は耐えがたかった。特にあのジェイコブスンはひどい。あの男には指揮能力などない。それは、海尉──おっと今日からは中尉でしたな。中尉、あなたにもわかったでしょう？」

「まあ、あまりうまい闘たたかい方とはいえなかったですね」

　竜一郎は昼間の戦せん闘とうを思い出して、正直に言った。

「どうも《ヴァルキュリア》同士の意思の疎通ができていないような気がしました。あの場面では、グレネードを使うべきじゃなかった」

「実際、できていないんですよ」

　コーヒーを一口飲んで、竜一郎は僅わずかに首を傾かしげた。

「アレの装着しているスーツは、《ハース》から一方的に命令を伝えるようにしかできていない。完全防音で、各人が会話をすることはおろか、顔を見ることもできないようになっているんです」

「どうして、そんな風に？　不便じゃないですか」

　ライアーは、少し引きつったような笑顔を浮かべた。

「怖いんですよ」

「……怖い？」

「そう。あんなのに、ここで暴れられたらどうなります？　こんなおんぼろステーションは簡単にスクラップだ。だから、共きよう謀ぼうできないように各個を完全に隔離しているんです」

「それじゃあ、彼女たちとの作戦会議などは──」

「そんなものはありませんよ。中尉は、自分の銃に話し合いを求めますか？」

　竜りゆう一いち郎ろうは、腰のホルスターに収まっているオートマチックを思った。

　そんなことはしない。しないが──

「つまり、いまの《ＵＮＣＯＶアンコヴ》は、アレを完全に兵器として見ているわけです。対Ｇジー・Ｏオー用の生物兵器。個人的には、それでいいと思うんですがね、しかし《ガルド》はそれをよしとしなかった」

「それじゃあ、今度の異動は《ガルド》の意向で？」

「そんなところです。詳しい理由は知らなくていいことですし、知ろうとしないのが身のためですよ」

「ならば、なぜ、こんな話を？」

「あなたに《ガルド》が望む、騎き兵へい隊長としての心構えをお伝えするためです。《ガルド》の意向はただひとつ──アレを『女の子として扱え』だそうです」

「え……？」

「どういうことか、などとは聞かないでくださいよ。私は、言われたままを伝えているに過ぎないのですからね。ま、正直、正気の沙さ汰たではないとは思いますがね。身長一六メートルの巨人を人間と同様に扱え、というのは……」

　ライアーは、嘲ちよう笑しようするように笑った。

「銃に──」

「は？」

「銃に作戦を訊たずねることなど、確かにしません。しかし──」

　竜一郎は、ライアーの目を真っ直すぐに見、

「自分は、自分の銃を、精一杯、慈しんでいます」

　ライアーは、一いつ瞬しゆんあっけにとられた顔をし、それから薄うすい笑みを浮かべて立ち上がった。

「……行きましょう。アレのところへ案内しますよ。見ておきたいんじゃないですか？」

「それは、ぜひ。──いいんですか？」

　肩を竦すくめてライアーは残ったコーヒーを飲み干すと、空になったカップを握りつぶした。




「こんな命令は受け入れられん！」

　ジェイコブスン少佐は、『移送命令書』を拳こぶしとともに机に叩たたきつけた。

　この手のタイプの男がすることはわかっている。少し脅せば、何でも思い通りになると思っているのだ。

　ヘルガはしかし、ソファーに尊大に寄りかかったまま、怯おびえるどころかせせら笑いさえ浮かべて、彼の言葉を聞いていた。

「あの《ヴァルキュリア》は対Ｇジー・Ｏオー戦の切り札だ！　ここに置いておかなければ、いざという時に迅速に対処ができん！　私はこの一年、アレを使いこなしてきた！　被害も最小限に食い止めている！」

「ニューカレドニアは消滅したぞ？」

「！　それは……」

「その前はマイアミ──少佐の認識では、一〇万人の人間の命をむざむざ奪われた結果を、最小限の被害、というのか？」

「私のミスではない！　あの木で偶くどもが、きちんと命令通りに働かないからだ！」

「それを、使いこなせていない、というのだよ、少佐」

　ジェイコブスンは歯は嚙がみして、ヘルガを睨にらみつけた。

「少佐。我が《ガルド》は、アレを無能な指揮官にいつまでも預けておくほどバカではない。この命令はすでに、常任理事会で承認済みだ。貴官がどうこういう資格はないのだよ」

「……二週間」

　唸うなるように、ジェイコブスンは言った。

「もしも、二週間以内に再びＧジー・Ｏオーが現れた時はどうする。《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の戦せん闘とう指揮権はまだ私にある」

　ヘルガは、勝利の笑みを浮かべた。

　周期からいえば、新たなＧ・Ｏが出現する確率はゼロに近い。

「《ＣＯＶ運用委員会》の意向は尊重しよう。その時は、我が《宮殿》まで受け取りに来い。いつでも貸してやるぞ」




「アデナウワー大佐というのは、どういう人物なんですか？」

《ＵＮＣＯＶ》専用港へと向かう狭い廊下を歩きながら竜りゆう一いち郎ろうがそう訊たずねると、ライアーは薄うすく笑った。

「変人ですよ──天才でもある。彼女は一二歳ですが、元はＥＵＳＮで中佐の地位にありました。姓を聞いてわかったとは思いますが、彼女は《ガルド》を支配するアデナウワー一族の一人です。それゆえ、階級を金で買ったのだろう、と言われもしましたが、事実は彼女が優秀だったからこその地位です。《ガルド》はそんなことに金を使いはしない」

「戦闘経験は？」

「去年、月で起きた暴動を覚えていますか？」

　竜りゆう一いち郎ろうは頷うなずいた。月に駐留していた各国の軍が国を捨てて団結し、自治権を求めて反乱を起こしたのだ。

　国連は直ちに反乱の制圧を決めた。

《ＵアＮンＭムＳツＳス》に駐留していた各国の宇宙軍には、国連の名の下に出しゆつ撃げき命令が下った。

　航宙自じ衛えい隊も、後方支援という形で航宙護ご衛えい艦かん《いずも》を派遣し、竜一郎はこれの副艦長として参加していた。

　結局この反乱は僅わずか一日で終結したのだが、その背景にはＥＵＳＮによる、容赦のない攻撃があった。

　反乱軍は、迫りくる国連宇宙軍に対して、月にいた民間人を人間の盾として使ったのだが、ＥＵＳＮ艦隊は、この脅しを完全に無視して人質もろともその背後に隠れていた主力部隊を灼やき払ったのである。

　結果的には、一見非情極まりないその作戦が、被害を最小限に抑えるための最も有効な手段であったとされた。

「じゃあ……」

「ええ。その時ＥＵＳＮを指揮していたのが、ヘルガ・アデナウワー中佐です。ＥＵＳＮは世間の非難を避さけるために、大佐を昇進させることで現場の任を解き、無理やり休暇を与えて地球に下ろした。──しかし彼女は、どういう手を使ったのか、見事に返り咲いたというわけです。しかも今度は《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の司令長官として、ね──ああ、着きましたよ」

　ドアが開くと、そこには深宇宙が広がっていた。

　一いつ瞬しゆん、竜一郎は息を吞のんだが、そこは外ではなく、分厚い合成樹じゆ脂し硝子ガラスに囲まれた展望台だった。目の前に、宇宙港がある。ステーションの外がい壁へきからは巨大なアームが枝のように幾本も伸びていた。その先には、果実よろしく、様々な用途の艦かんが吊つり下がるようにして係留されている。その向こうには星が満ちていて、空気がないため瞬またたくことはないが、それでも心躍おどる光景には違いなかった。

　竜一郎は、吸い寄せられるように、展望台に出ていた──足元にも宇宙がある。

　航宙自衛隊の駐屯区域にも外を見られる場所はあったが、このように全身を宇宙に晒さらしているような感覚を味わえる場所はなかった。

「……すごい」

　そう呟つぶやくと、ライアーが信じられない、という顔をしたのが窓に映った。彼は、決して通路から出ようとはしなかった。

　竜一郎は笑って、再び港をよく見た。すると、共用港との違いがいろいろと見つかった。

　最も大きく違うのは、封印されていない固定兵装が多数あることだった。八連装ミサイル砲台をメインに、他ほかにも連装速射レーザー砲台や、単装重レーザー砲なども見える。ちょっとした要よう塞さいだった。

　この区域の航行は完全に禁止されているため、外から見る機会もなかった。

　以前に、ちょっとした事故で進入禁止区域に入った航宙護ご衛えい艦かん《あまみ》が、ミサイルのロックを受けたという話を聞いたが、冗談だろうと思っていた。しかしそうではなかったようだ。警けい告こくを無視していたら、間違いなく撃げき沈ちんされていただろう。

　また、この港はずいぶんと暗かった。

　夜のオフィス街と、繁はん華か街ほどの違いがある。

　共用港では、威容を誇るようにライトアップされた他の国の航宙艦を眺めながら、同僚とあれこれ言い合ったりしたものだが、ここではそんな気も起こらない。

「ほら、あそこですよ」

　ライアーが手を伸ばして、展望室の左手下方を指した。

「見えますか？　《ハース》が係留されているのが」

　竜りゆう一いち郎ろうは頷うなずいた。

　黒い船体は宇宙にいる時には見えにくいが、いまはステーションの外壁を背にしているため、雪の中の鴉からすのようにはっきりとその姿を見ることができた。

《ハース》は箱型の船体の下の《コフィン》を展開し、車輪ではなく、六つの筒をぶら下げるような状態で待機し、整備を受けていた。周辺を、水牛にたかる蠅はえのように、小型艇が飛び回っている。《コフィン》に取りついた艇の傍そばで青い光が散っているのは、大気圏突入時に破損した装甲の補修をしているのだろう。

　一見、《ハース》本体にこれといった固定武装は見つけられないが、これは《ハース》が緊急時には大気圏突入をも考こう慮りよに入れて設計された艦だからで、速射レーザー砲を中心にした全武装は、船体に収納されているのだ。

　書類上の性能では、あれ一艦で、最さい新しん鋭えいの戦せん闘とう航宙艦と互角に渡り合えることになっている。

（……あれに乗るのか）

　そう思うと胸が躍おどった。特に、飾り気のない無骨な感じがいい。

　竜一郎は、笑顔でライアーを振り返った。

「ありがとうございます、ライアーさん。なかなかいい艦ですね。こう、闘志がふつふつと湧わいてきますよ」

「そうですか？　私はこの一年、乗り心地がいいと思ったことは一度もありません」

　竜一郎は苦笑した。

「それは、戦闘艦ですから──それじゃあ、行きましょうか」

「行く？　どこへです？」

「どこって……《ヴァルキュリア》のところですよ」

　ライアーは、僅わずかに片眉まゆを上げた。

「来ているじゃないですか。──ここが一番よく見えるんですよ」

「え……？」

「わかりませんか？　アレは《コフィン》の中ですよ。《ＵＮＣＯＶアンコヴ》に実戦配備されてからこの一年、アレは、ほとんどの時間、あの中で強制的に眠らされている。アレが目を覚ますのは、外に出ることができるのは、Ｇ・Ｏの目前に投下されて、戦う時だけ。目が覚めたら戦い、それが済めば、また眠らされる。怪け我がの治ち療りようも栄えい養ようの補給も眠っている間に全すべて自動で行われる。各個の特性に合わせて特別にブレンドされた精神安定剤を大量に投与し、働きの悪かった個体にはそれを修正するための《教育》が施される──精神的拷ごう問もん、といった方がしっくりくるような内容ですがね」

　ライアーは、眼鏡めがねを外した目で竜りゆう一いち郎ろうを見た。彼は、この時初めてライアーの眼鏡が伊だ達てであることに気がついた。

　竜一郎は、もう一度《ハース》を見た。先ほど感じた好ましさは微み塵じんと消え、それは、なにやら酷ひどくおぞましいものに見えた。

「ひどい、と思いますか？」

　答える代わりに、竜一郎は歯を軋きしらせ、握った拳こぶしを合成樹じゆ脂し製の硝子ガラスに叩たたきつけた。彼女たちがどう育てられたかを知っている竜一郎には、いまの扱いはとうてい信じられなかった。

「……少佐を、一発、殴っておけばよかったですよ」

　ライアーは、無言で眼鏡をかけ直した。

「──そう思うことができる男だから、選ばれたというわけだな」

　靴くつ音おととともにそう声がして振り返ると、通路の向こうからヘルガ大佐が執事とともにやってくるのが見え、竜一郎は敬礼した。

　彼女はすぐ傍そばまで来ると、不透明の青い宝石を塡うめ込んだ元帥杖じようで、竜一郎の肩を軽く叩いて、皮肉めいた微笑ほほえみを浮かべた。

「そう硬くなるな。やりにくい」

「はっ」

　竜一郎は手を下ろした。それでもまだしゃんと背を伸ばしたままの彼の様子に、ヘルガはカリウスに向かって肩を竦すくめてみせると、自らも展望台に出て《ハース》を眺めた。

「少佐は快く、アレの引渡しに同意してくれた。リューイチロー中尉、あとは貴様次第だ。次にＧジー・Ｏオーが現れるまでに、使えるようにしておけよ」

「全力を尽くします」

「期待しているぞ。《ヨトゥンヘイム》は、貴様の意見を取り入れて改装してやったのだ。成果を出せなければ改装費は貴様の薄はつ給きゆうから差っ引くからな」

「えっ!?」

「──そうなったら、一生ただ働きだな？」

「が、頑張ります！」

　あくまで真ま面じ目めに答える竜りゆう一いち郎ろうに、ヘルガはカリウスと顔を見合わせて、喉のどの奥で小さく笑った。

　その時、窓の向こうが不意に明るくなって振り向くと、港のあちこちで次々とライトが点灯し、急に周囲が慌しくなった。《ハース》の周りで作業をしていた小型艇も、続々とステーションの中へと引き上げていく。

「なんだ……？」

「やっと来たか」

　そう答えたのは、ヘルガだった。彼女は杖つえの先で宇宙の一点を指し、竜一郎は目を凝こらしてその方角を見た。

「見ろ、あれが《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の新しい主力艦かん──」

　ゆっくりとした速度で、脚のない木馬のような形をした白銀の艦が入港してくる。船体には燃えるような赤い色で《ＵＮＣＯＶ》の文字と国連のマークが描かれており、全長は《ハース》の倍はあった。船体は、直線よりも曲線で多くが構成されていて、全体的になめらかな印象を受けた。

　ヘルガは元帥杖じようで、再び竜一郎の肩を軽く叩たたいた。

「衛星オービツト・軌道輸送艦トランスポーター《スレイプニル》……貴様の艦だぞ？」

「！」

　ざっ、と肌が粟あわ立だち、竜一郎は喉のどから喜びが込み上げるのを、いまはぐっと堪こらえた。













　　　　　Ⅲ．新たな朝とカレーライス







　首の後ろが、チリチリと焼けつくように痛む。皮ひ膚ふが引き剝はがされていくような、そんな痛みが、繰くり返し襲おそいくる。

　それは、次第に耐えがたいものになりつつある。

　逃れるのは簡単だ──目を覚ませばいい。

　瞼まぶたを開き、真っ直すぐに目の前の赤い光を見ればいい。そうすれば痛みは消え、代わりに全身は特殊鋼こうの鎧よろいに覆おおわれる。

　だが、それは地獄の扉を開くことだ。

　目の前には、自分の何倍もある、正体もわからない怪物が待ち構えている。

　これに、銃を持って立ち向かい、ただひたすらその体に槍やりを突き立てることを要求される。

　奴やつらは手て強ごわい。

　これまでに二度骨折し、三度脱だつ臼きゆうした。裂傷は数知れない。

　痛みに泣き喚わめいて攻こう撃げきを中断すると、それを上回る苦痛を与えられて黙だまらされた。即効性の鎮ちん静せい剤を注射されて、上がらない腕を無理やりに動かして、泣きながら槍やりを突き立てた。

　岩場に叩たたきつけられて気を失った時は、目の奥を殴られたような強い薬を注射されて、無理やり喉のどに流し込まれる『餌えさ』のペーストを吐きながら、いつまで経たっても慣れない銃を撃うちまくった。

　そうして全すべてが終わると《コフィン》へと戻る。

　だがそこも安息の場ではない。

　疲労と薬の副作用でふらふらになりながら《コフィン》に戻ると、拘束され、鎧よろいを剝はぎ取られて裸にされ、働きが悪ければ《教育》という名目の《虐待》が待っている。

　何度、許してください、と泣きながら頼んだだろう。

　何度、次はもっとちゃんと戦います、と誓わされただろう。

　何度、ごめんなさい、と謝あやまっただろう。

　だが、決して途中では許してはもらえなかった。きっちりと決まった時間だけ、苦痛を与えられ、悲鳴を上げさせられた。

　──まるで、儀ぎ式しきのように。

　それが済めば強制的に眠らされる。睡眠導どう入にゆう剤を大量に注射され、夢も見ない眠りに落とされる。

　眠っている間に、何をされているのはか知らない。知らないでいられるのが嬉うれしい。

　痛みに始まり、痛みに終わる日々。

（もう、いっそ──）

　いま、何か答えが出そうな気がした。だが、痛みは、もう限界だった。

　また、敗北だった。

　少女は今度も膝ひざを屈し、諦あきらめて瞼まぶたを開けた。

　赤い光が飛び込んでくると同時に、首の後ろの焼けつくような痛みも急速に遠のいていった。《コフィン》の開くいつもの音を聞きながら、少女は違和感を覚え、それがなんであるかすぐに気がついた。

　アーマーが装着されない。

　それ以前に、アンダーウエア代わりとなる特殊ポリマーアロイの塗布もなかった。

（オートドレッサーの故障……？）

　それはつまり、敵の前に裸で放り出されるということだ。だが少女は、不安よりも喜びのほうを強く感じた。なぜならそれは、

（今日は、直接、風を感じられる）

　ということだったからだ。

　蓋ふたの隙すき間まから射し込む光に、少女は目を眇すがめた。いつもならバイザーを通して見る光が、今日は直接顔に届いてまぶしい。

（まぶしい、なんていうのも久しぶり──）

　そう考えて、前回の出しゆつ撃げきの際にも、直接太陽の光を浴びたことを思い出した。ヘルメットを破損したことで、酷ひどい苦痛を味わわされることを覚悟したのだが、不思議なことにその日は何の《教育》もなかった。

（あの人、どうしたかな……）

　少女は、自分と同じ黒い髪と瞳ひとみをした若い男性を想おもった。兵隊に見つからないで逃げられたらいい、と思う。以前、彼と同じようにして自分たちを見ていた男性が、その場で射殺されるのを少女は見ていた。

　光がさらに強くなり、目の奥が痛んだので、少女はしばらく目を閉じていることにした。どうせ、ジャッキアップが始まればここから嫌でも放り出されることになるのだ。

（それにしても、何でこんなに静かなんだろう……）

　いつもはヘルメットで周囲の音が選択されているとはいえ、たいていは波の音や怪物の立てる水音や何かが聞こえてくる。

　だが、いま聞こえるのは、何かが低く唸うなるような音だけだった。他ほかには特にない。不安になるくらい静かだ。

　瞼まぶたの裏は、血管が透けて真っ赤だったが、痛みはずいぶんと和らいだ。

　蓋ふたが開くモーター音もしないから、開閉は終了したのだろう。

（ジャッキアップもなし……？）

　ようやく少女の頭に《コフィン》自体の故障、という考えが浮かんだ。だとすれば、自分はいま、真空にさられているのだろうか？　これほどまぶしいのは、大気のフィルターなしに太陽に直接さらされているからなのだろうか？

　廃棄処分──そんな言葉が浮かんで、少女は肌を粟あわ立だたせ、慌てて目を開いた。

　瞳どう孔こうがぎゅっと収しゆう縮しゆくして、眼がん窩かの奥がまたしても痛んだが我慢した。状況を素早く把は握あくして、背中から外に押される前に何とかしなければ。

　しかし、間に合わなかった。

「あっ！」

　それまで沈ちん黙もくしていた、昇ジ降ヤ装ツ置キが不意に動いて、少し体を浮かしていた少女はそのまま前のめりになって《コフィン》から放り出された。

　踏み出した足は虚こ空くうを踏み抜いて何ど処こまでも落ちていくに違いない、と思ったが、足裏にはしっかりとした、そしてひんやりとした固い感触があって、少女はホッとした。

　しかし、辺りを見回した彼女は、またしても混乱した。

　そこは、ほぼ正方形の空間だった。部屋、といってもいい。隅の方にはベッドがあり、その反対側の隅には机と椅い子すが置いてある。窓はなかったが、ノブのついた扉がひとつあって、こちらから掛けることのできる鍵かぎがついていた。

　部屋だ──まったくの。

　だが、サイズがおかしい。ベッドも、机も、椅い子すも、扉も、全すべてが自分が使えるサイズになっている。こんなものは、いままで一度も見たことがない。これらは全て『人』のものだ。

《コフィン》から離れると、忌まわしい棺かん桶おけは自動的に蓋ふたを閉じて床に吸い込まれ、その穴も幻のように消えうせた。

　少女はベッドに近づくと、そこに何かが畳んでおいてあるのに気づいて手にとった。

　広げてみると、それは一枚布の簡単な服だとわかった。

　研究所にいた頃ころ、年に一度、体を調べる時に、みんなが着ていたものに近い。もっともそれよりもふわふわと柔らかかったが。

　おそるおそる袖そでを通し、前がはだけないように紐ひもを結んだ。ベッドの下で、足の指に何かが触れて覗のぞき込むと、つっかけるだけの簡単な履はき物ものがあって──これも自分のサイズ！──少女はそれを履はいて、ドアへと向かった。

　自分のサイズに合わせたドアを見るのは初めてだった。

（もしかして、わたし、『人』と同じ大きさになったのかな……？）

　開閉スイッチに触れながら、少女はドキドキした。

　それは、何度も繰くり返し想おもった夢。そんなことはありえないと諦あきらめ、胸の奥底にしまい込んでいた願いだった。

　しかし、ボタンを押し、ドアがスライドして開いた途端に流れ込んできた空気に、ひやりとした感触を喉のどに感じて、夢はやはり夢だと思い知らされた。

　そろそろと手をやると、やっぱりそこにはまだ《首輪》があった。

　少女はため息をついた。希望を打ち砕かれることには、慣れている。

　しかし、そうだとしても、状況が不可解であることには変わりはなかった。

　ドアの向こうは廊下だったが、緩ゆるやかにカーブした壁かべには、いま、自分が出てきたのと同じサイズのドアが、幾つも並んでいる。

　何のために、こんなものを造ったのだろうか？

　左手の通路の先の方から、なにか音が聞こえて、少女はそちらに向かって歩いていった。

　音が大きくなるとともに、何かひどく食欲を刺激する香りを嗅かいで、途端、おなかが鳴った。

（や、やだ）

　その音は大きく廊下に響ひびいて、少女は顔を赤らめた。空腹──長らく感じたことのない感覚だった。

　先へ進むうちに、この建物はどうやら円筒型をしていて、外側に個室が、内側にまた別の部屋があるらしいことがわかった。途中で通り過ぎた内側の部屋には、ドアはなく、大人数で利用できる長いソファーと、大型のモニターがあった。

　座ってみたかったが、それよりも匂においの方が気になって、先へと進んだ。

　やがて少女は、匂においの発生場所であると思われる部屋に辿たどり着いた。その部屋は、中央に、八人は座れるラウンドテーブルが置かれ、入り口の反対側の壁かべ沿いには、昔、研究所のＴＶで見たことのあるのと同じ、立派な調理場があって、そこではコンロの上に載った底の深そうな寸ずん胴どうの鍋なべが、湯気を立てていた。

　空腹がさらに刺激され、少女は思わず駆け寄ろうとした。が──

（えっ……）

　思わず足を止め、素早く壁に隠れた。そうして、気づかれぬようにそっと、キッチンを覗のぞいた。

　見間違いではなかった。

　コンロの上に台を載せ、いま、一人の小人が、巨大な玉たま杓しやく子しを手にゆっくりと鍋の中身をかき混ぜていた──




　脚きや立たつの上に立って自分の背と同じくらいある玉杓子を回しながら、竜りゆう一いち郎ろうは鍋から立ち上る香りに、これは絶対に美う味まい、と確信した。

　腕に力を込めて玉杓子を引き上げ、柄のところについているルーを指ですくって舐なめる。

　初めに玉たま葱ねぎと果物の甘さがあって、それからじんわりと辛さが舌の上に広がっていく。辛いことは辛いのだが、刺すような辛味ではなく、どこか丸みのある辛さになった。

「よし」

　抱えるようにしていた玉杓子を放し、竜一郎は脚立の上に腰を下ろしてひと休みした。後は焦げつかないように気をつけてときどきかき回しながら、もうしばらく煮込めばいい。

　海上自衛隊に伝わる秘伝のレシピに改良を加えた航宙自衛隊特製のカレーだ。

　出来上がりに自信はあったが、不安があるとすれば、体の大きさの違う彼女たちと自分の味覚が果たして同じなのか、という点だった。

　自分にとっては丁度良くても、彼女たちの舌には甘すぎたり味が物足りなかったりするかもしれない。

（まあ、それは意見を聞いて、おいおい覚えていくさ）

　竜一郎は、エプロンのポケットからタオルを出して汗を拭ぬぐった。

（大事なのは、同じ釜かまの飯を食うことだ）

　食事が重要であるということは、どの国の兵士にも共通する認識だろう。

　だからこそ、自分が《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の騎き兵へい隊長に選ばれた時、ここに彼女たちが使うことのできるキッチン及び、彼女たちのサイズに合わせた巨大な食材を作ってくれるように嘆願したのだ。

　それを聞いた担当者は、

「食事？　アレの栄えい養ようはいまのパックで十分足りていますよ」

　と笑った。

　どんなものを食べているのか見せてほしいと頼むと、出てきたのは半固形状の、とうてい『食事』とはいえない代物だった。

　こんなものじゃだめだ、と竜りゆう一いち郎ろうは食事の重要性をとつとつとつづった新たな嘆願書を作り、ダメ元でこれを直接、ヘルガへ送った。

　数日後、彼の元に届けられた書類には一言、

『くいしいんぼうめ！』

　と書かれてあって、さらに数日後、申しん請せいが認可されたことを聞かされた。

　ステーションで実際に会って、ひどく驚おどろいたが、その一件で、竜一郎はヘルガを、信頼できる上官だと考えたのだった。

（でも、女の子として扱えっていうのは、むずかしい）

　心底、そう思う。

《ヴァルキュリア》たちを女の子と思えない、というのではない。そもそも竜一郎は、女の子を女の子として扱うというのが、どうすればいいのかがわからないのだ。

　自慢できることではないが、竜一郎は生まれてこの方、女性とお付き合いなるものをしたことはもちろんのこと、二人でどこかへ出かけたという経験すらなかった。

　公立中学の頃ころは、男友達とバカをやっていることの方が楽しかったし、高校は全ぜん寮りよう制の航宙自じ衛えい隊付属高専男子部で、男ばかりに囲まれて四年を過ごした。航宙自衛官になるために憶おぼえることは山とあり、外出もままならない状況では、そもそも出会いがなかった。

　卒業後、無事に入隊して、宇宙に上がってからは、それなりに隊内や他ほかの国の女性兵との合コンなどもやったが、いずれもその場限りだった。

　そんな自分に、《ガルド》は『ヴァルキュリアを女の子扱いせよ』と命じるのだから、彼の企業の情報収集能力もたいしたことはないのではないか、と思う。

　そもそも、そんな意向は聞く必要がないのではないか、とも考えたが、《COV・Projectコヴ・ブロジエクト》のほとんどを支えているのは《ガルド》なのだ、とあの後、竜一郎は大佐に教えられた。今の国連は、彼の企業の協力なしでは、何事も成り立たぬらしい。

　情報を漏らしたことについて、ライアーは嫌な顔をしていたが、大佐が意に介した様子はなかった。彼女は続けて、

「だからこそ、巨人用のシステムキッチンなどという、貴様の破天荒な要求も私の裁量ひとつで通すことができたのだぞ。どうしてもいやだというのなら、上官として命令する。《ガルド》の意向を尊重せよ」

　そう言われては返す言葉もない。

　仕方がないので、《スレイプニル》に乗り込む前に、竜一郎は許可を貰もらって航宙自衛隊の売店に行き、一ヶ月遅れで届く日本の若者向けの雑誌を買った。表紙には大きな文字で、

《女の子はいつだってプレゼントが好き》

　という特集が載っていることが書かれていた。

　初めて任された艦かんを詳しく見て回る時間もなく、竜りゆう一いち郎ろうは《スレイプニル》の自分の部屋で雑誌を読んで、とりあえず基本だけは頭に叩たたき込んだ。

　しかしそれも、人間関係を築きずいてからだ。

　見知らね相手にいきなりプレゼントなどするのはストーカーである、とその雑誌にも書いてあった。

　互いを知るには、まず飯である。

　このキッチンは、彼女たちに使わせるために頼んだものだが、最初に自分が作るのも悪くない考えだ、と竜一郎は思った。

　料理の腕には、それなりに自信がある。

　航宙自じ衛えい隊では、新人は訓練の一いつ環かんとして必ず厨ちゆう房ぼうに立つことになっている。

　宇宙という特殊な環境において、食事は隊員のストレス解消のレクリエーションとして重要視されており、またチームワームの乱れが艦の全員の命を左右する環境にあって、団結心を高めるために全員で同じ釜かまの飯を食べることは必要不可欠と考えられていた。

　竜一郎も入隊した最初の一ヶ月で、航宙自衛隊名物の『航宙カレー』の作り方を骨の髄ずいまで憶おぼえ込まされた。

　ゆえに、メニューを考えた時に最初に浮かんだのがこのカレーだったのは、ある意味当然のことだった。

　調理道具は揃そろっている。あとは材料だけだったが、竜一郎は、前もって発注しておいた特注食材から、カレーに必要な材料だけを先に届けてもらえるように手配をして、その到着を待って、今け朝さから調理にかかった。

　実は、《スレイプニル》が《ヴァルハラ》に到着して、既に数日が経過している。

　到着後、《ヴァルキュリア》たちをすぐに目覚めさせず、数日待ったのは、カプセルの中で体調が万全になるのを待ったという他ほかに、食材の到着を待ったという理由もあった。何より最初が肝心──そう考えてのことだった。

　調理を始めて五時間。ようやくここまでできた。

　竜一郎は、タオルをポケットに戻すと再び立ち上がり、沈みかけていた巨大杓しやく子しを引き上げようと力を込めた。

　日本式のカレーの伝統を受け継いでいる『航宙カレー』は、ルーがどろりとしているために、攪かく拌はんの最初のひと回しが非常に重い。

　杓しやく子しの柄を抱えるようにして、足を踏ん張ったその時。

　跳ねたカレーが靴くつの裏についていたのを気づかず、竜一郎は脚きや立たつの上でバランスを崩してしまった。

「うわっ！」

　靴くつが脱げて飛んでいくのを、竜りゆう一いち郎ろうは回転する中ではっきりと見た。

　どぼん、という音が聞こえて、自分がカレー鍋なべの中に落ちたのだということがわかった。とっさに目を閉じたが、溶岩の中に突き落とされたら、こんな気分なのだろうか、とまず最初に思った。

　ぬるり、としたルーに包まれて、思うように手足を動かすこともできず、皮ひ膚ふが膨ふくれていくのがわかる。

　まさか、自分の最期がカレーに煮込まれてだとは、考えたこともなかった。なぜか不意に、新聞の見出しが浮かんだ──『航宙自じ衛えい隊員、出向先でカレー鍋に落ちて死亡。辛い二階級特進』

（冗談じゃない！）

　竜一郎は、腕を動かした。すると、せっかく閉じていた袖そでからルーが入り込んできて肌を焼かれ、声にならない悲鳴を上げた。

　その時、世界が突然ぐらりと揺れたかと思うと、次の瞬しゆん間かんには、竜一郎はナイアガラの滝の下に放り出されたらこんな気分だろう、と思えるような目にあっていた。

　遥はるか高みから大量の水を浴びせられ、水圧に為なす術すべもなく潰つぶれた蛙かえるのようになって身動きもとれず、溺おぼれかけた。

「うぶっ！　もぶっ！」

　もがいたが無駄だった。何とかカレーに煮込まれて死ぬのは避さけられたようだったが、今度は溺でき死しという運命が待っていたらしい。

　だが、水責めは唐突に終わった。ふっと体が軽くなり、

「──ぷあっ！」

　竜一郎は、両手をついて顔を上げた。

　辺りは一面銀色の壁かべだった。手元を見れば、安定性の悪い底の丸まった金属板の上。手首まで水につかり、周囲を薄うすくなったカレーが流れていく。

「あの……大丈夫ですか……？」

　頭の上から聞こえた大きな声に空を仰ぐと、大きな少女の顔が自分を見下ろしていた。

（ヴァルキュリアの──！）

　思わず、驚おどろいてしまったのが顔に出てしまったらしい。

　少女は、少し複雑な表情を浮かべると、僅わずかに顔を遠ざけた。

　なにが起きたのかは、辺りを見回せば簡単にわかった。自分がいま手をついているのはさっきまでカレーをかき回していた玉杓しやく子しの上で、ここはコンロの隣となりのシンクの中である。

　つまり、彼女がカレーの中から素早く救い出し、水をかけてくれたのだ。

（この……馬ば鹿か野郎！）

　竜りゆう一いち郎ろうは、自分をなじった。不意を衝つかれて驚おどろくなど、常に平静を心掛けるべき士官にあるまじき行為だ。

　女の子扱い云うん々ぬん以前の問題だった。傷つけてしまったかもしれない。

　だが、謝あやまるのもおかしな気がした。この場合は──

「あ、ありがとう」

　立ち上がり、竜一郎は少女の大きな目を真っ直すぐに見て言った。彼女の表情は再び変わったが、今度のそれは驚きだった。

「助けてくれたんだね──ええと……真しん珠じゆ、君」

　竜一郎は、少女をそう呼んだ。すると、彼女の大きな瞳ひとみは一段と大きく見開かれた。

「……わたしの名前、知ってるんですか……？」

「もちろん知っている。海かい津づ院いん真珠──《ワイズリー》日本支部出身の《ヴァルキュリア》──そうだろ？」

「あの、あなたは……」

「俺おれは天あま宮みや竜一郎。中尉だ。今度《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の騎き兵へい隊長を任された。正式な就任はまだ先だが、とりあえずおたがいに馴なれる意味もあって、君たちには一足先にこっちで生活してもらうことになった」

「こっち……？　生活……？」

　竜一郎は頷うなずいた。

「《ＵＮＣＯＶ》の新しい本部──衛星オービツク・軌道要塞フオートレス《ヴァルハラ》だ」




　衛星軌道要塞《ヴァルハラ》──宇宙に浮かぶ、葉の茂る巨大な樹きを逆さにしたような姿をしたこの巨大ステーションは、《COV・Projectコヴ・プロジエクト》立案と同時に《ガルド》の主しゆ導どうで建造が開始された巨大な宇宙要塞スペースレオートレスである。

《ＵアＮンＭムＳツＳス》からは、地球の約四分の一の距離──だいたい一万キロほど離れているため、互いにその姿を視認することはできない。

　この要よう塞さいは、単独での完全自給自足が可能で、不測の事態によって地上が滅んだ場合は、初の恒星間航宙艦かんとして使用することも可能なスペックを備えるべく設計されている。

　内部は大まかに、設計上の上部から、統括司令区《ニブルヘイム》、人間用居住区《ミドガルド》、宇宙港《ノーアトゥーン》、作戦司令室《ビフレスト》、ヴァルキュリア専用居住区《ヨトゥンヘイム》、動力・人工重力発生区《ムスペルスヘイム》に分かれており、部屋の総数は五四〇に及ぶ。

　この五四〇という数は、名前の由来となった屋敷の部屋の数と同じなっている。どうやら設計者の趣しゆ味みらしいが、少なすぎるということはなく、むしろ余っているのが現状だった。

《ＵＮＣＯＶ》の職員は司令以下、一二八名で、この数で最さい新しん鋭えいの巨大要塞の運用は事足りた。むしろ、多いくらいである。日々の整備点検から清掃に至るまでが《ヴァルハラ》では完全自動化されており、ほとんどの職員は緊急事態のための待機職員である。

　各区域間の移動は、中心を貫く高速エレベーターを使用する。このエレベーターには人間用と巨人用の二種類があるが、人間の巨人用エレベーターの使用は、耐久Ｇの違いなど、安全性の面から禁止されている。

　事故や他者からの攻こう撃げきによって災害が発生した場合にも、自動消火、隔かく壁へき自動遮断、特殊ポリマーによる自立修復などの手段が講じられているが、対処不能と判断された場合は、各区域毎に切り離して、廃棄することも可能になっている。

　外壁には、自立型自動オートノミツクフアイア射撃管制装置コントロールシステム搭載の重レーザー連装砲と、用途に応じた同システムの対艦かん・対宙ミサイルを多数備えている。

　この他ほかにも、地上で建造され、後に打ち上げられて加わった封印区画が存在するが、これがなんであるかは、国連でも実態は把は握あくしていない。

　竣しゆん工こうは来年を予定していたが、こうした工事には珍しく、先月、早々と落成し、使用が可能となった。

《ヴァルハラ》とは北欧神話の主神オーディンの居所の意味だが、同時に、戦死した勇者がヴァルキュリアに運ばれて住まう楽園でもある。世界樹じゆユグドラシルの上に存在するといわれるこの宮殿は、戦士たちの魂の安らぎの場所なのだ。

　命名者が誰だれかは知らないが、なかなか心得た名前だ、とヘルガは気に入っている。

「何か、楽しいことがありましたか？」

　言葉とともに、そっと目の前に紅茶が出される。こちらの趣しゆ味みを心得た完かん璧ぺきな一品だ。ソーサーには、チョコレートチップのクッキーがひとつ載っている。

《ニブルヘイム》の司令長官室の椅い子すに背を預け、ヘルガは僅わずかに首を反らせて、これを淹いれてくれた背の高い老人の胸を小さな拳こぶしの甲で軽く叩たたいた。

「相変わらずいい仕事だな、カリウス」

「恐れ入ります」

　アルベルト・カリウスは、目を伏せて軽く会釈をした。その口元には皺しわが刻まれてわかりにくいが、誇りに満ちた微笑ほほえみが浮かんでいる。彼は、数代にわたってアデナウワー一族の本家に仕えてきた、筋金入りの執事の家系の男だ。本来ならば、こんな場所にいる人物ではなかった。（だが、カリウスは、私の傍そばにいることを選んでくれた）

　それは、ヘルガの誇りでもある。

　香りを楽しみ、ひと口口に含んで、喉のどの奥でもう一度、今度は熱とともに味わう。

　こちらも一切の音を立てずに、ヘルガはカップをソーサーに戻した。

「何をご覧らんになっておいででしたのですか？」

「ん？　カレーがな」

「カレー……というと、あの料理のカレーでございますか？」

「そうだ。リューイチロー中尉が、何を思ったのかアレのキッチンでカレーを作り始めてな、巨大なスプーンでかき混ぜていたんだが──ぷっ」

　先ほどの映像を思い出し、ヘルガは思わず吹き出してしまった。

「くっ……くくっ……やつめ、足を滑らせて、鍋なべの中に落ちたのだ！」

「それは、すぐに救きゆう護ご班を向かわせた方がよろしいのでは？」

「ん？　ああ、それなら大丈夫だ。すぐに《Ｖ─04》に助け出された。……しかし、その時の姿、おかしかったぞ！　スプーンの上で茶色いドロドロにまみれてバタバタ手足を動かしてな！　やつめ、そのまま今度はあのバカでかい水道で水洗いされて、そこでも溺おぼれかけたんだぞ？　惜しかった。もし、あのまま煮込まれて死んだら、殉職扱いにして、カレーに溺れて死んだ男として長くこの《ヴァルハラ》にその名を刻んでやったのに」

　頰ほお杖づえをついて、ヘルガは目を眇すがめてモニターを眺めた。

　竜一郎は、玉杓しやく子しの上に乗ったままシンクから上げてもらい、傍にあったタオルを引き寄せると、濡ぬれた服を脱ごうとして手を止めた。

『……あの』

　彼の低い声がモニター脇わきのスピーカーから流れてくる。

『着替えたいから、向こう向いててもらえるかな』

『あっ！　ご、ごめんなさいっ！』

　竜りゆう一いち郎ろうの言葉に、ヘルガが《Ｖ─04》と呼んだ巨人の少女は顔を赤らめて後ろを向いた。

　それを見て、ヘルガはまた喉のどの奥で笑った。

「聞いたかカリウス？　普通、ああいう台詞せりふは、女が言うんじゃないのか？　構図が逆転しているぞ？　しかし、なぜカレーなんだ？　《ガルド》はアレを女の子として扱えと命じたはずだが、それとカレーに何の関係がある？　日本の男は女をエスコートする時に、まずカレーを出すという習慣でもあるのか？」

「さあ……存じ上げませんが」

「おまけにその鍋の中に落ちて、アレに助けられるとは……全すべて計算ずくだとしたら、あの男、とんでもない策士かもしれんな。見ろ、難なく打ち解けたぞ」

　モニターの中では、タオルをマントのように体に巻きつけた竜一郎が、《Ｖ─04》に頼み、袖そでや裾すそに棒を通した服を巨大なガスコンロの上にかざして、乾かしてもらっていた。

「人畜無害な顔をしているが、意外とこういう男が危険なのかもしれんな」

「私には、とてもそんな風には思えませんが」

　真ま面じ目めに答えた執事にヘルガは、他ほかの人間がいるところでは決して見せない笑顔になった。

「冗談だよ、カリウス──やつの身元は、《ガルド》がとっくに洗ってある。境遇、思想、犯罪歴、遺い伝でん子し疾患、あらゆる点で問題はなかった──というより、この男以上の適任者はいない。アレと直接対たい峙じして生理的に恐怖しない人間というのは、そうは見つからん」

「こうしてモニター越しでなら、どうということもないのですが……不可思議なことです」

「不思議なことなどないさ、カリウス。モニターの向こうにいるということは、檻おりの中にいるのと同じだ。動物園にいる獣けものを、誰だれが怖がる？　だが、餌えさをやり、世話をすることは誰にでもできるというものではない。ましてや相手は身長一六メートルの怪物だ──半分は人とはいえ、な。ジェイコブスン少佐のやり方を見ればわかるだろう？」

　カリウスは静かに頷うなずいた。

「自然にアレを名前で呼べる……そんな男は珍しい」

　ヘルガは目を細めて、ふふふ、と笑った。

「しかし、コレはこんな声をしていたのか。初めて聞くが、我らと変わらんな。もっと心臓も止まるような恐ろしい声をしているのだとばかり思っていたぞ。生意気に、特注のバスローブも似合っているじゃないか。──連中は、研究所では何を着ていたのだ？」

「特注の丈の長いシャツを、一枚きりだったかと。着飾らせるほどの予算は承認されてはおりませんでしたから」

　ヘルガは、モニターの横に置いていた、竜りゆう一いち郎ろうが作成したリストをプリントアウトしたものを手にとって眺め、苦笑いした。

「リューイチロー中尉は、そのことを知っていたのか？　このリストを見る限りでは、そうとも思えるのだがな」

「Ｖシリーズの生い立ちについての資料は受け取っているはずですが、着衣に関してまでは言及してはおりません」

「ならば、自分で考えたのか。ふむ……だとすると、なかなか女心のツボを心得ていると思えるのだが。交際歴はゼロか。わからぬものだ」

　ヘルガは膝ひざの上に放り出してあった、天あま宮みや竜一郎に関する報告書にクリップで留められている、少し難しい顔をした写真を弾はじいた。

　その時、カリウスの胸元で携帯が鳴った。といっても、外からかかってきているわけではない。ここは宇宙だ。彼が持ち歩いているのは、内線用の携帯だ。

　折り畳み式の、手の中にすっぽりと隠れてしまう携帯を取り出して開き、カリウスは耳にあてた。

「はい」

　と言ったあとすぐに、ほんの僅わずかだが眉まゆが曇くもったのを、ヘルガは見逃さなかった。ポーカーフェイスのカリウスが、些さ少しようでも顔色を変えたことで相手が知れる。ペーパーをまとめ、彼女は隅へと押しやった。

「どの兄だ？」

「ヴィクトル様です。──いかがいたしますか？」

　ヘルガは鼻を鳴らした。

「出ないわけにはいかないだろうな」

　カリウスは頷うなずき、携帯に向かって繫つなぐように伝えた。

　大きな椅い子すに背中を預けて、ヘルガは目の前のスクリーンと向かい合った。

　いままでは宇宙を映していたそこに、明らかに不機嫌な男の姿が映った。数いる兄の中で最も出来が悪い上に自尊心だけは強い三男のヴィクトル・アデナウワーだ。確か、二四歳のはずだが、少なくとも一〇は老けて見えた。その上、また太ったようだ。

（自己管理もできないのか）

　このブタと血が繫がっているのかと思うと、気分が悪くなる。

「いい身分だな、ヘルガ」

　ヘルガは答えず、ただ目を細めた。ヴィクトルは、笑顔を作ろうとしているらしいが、どう見ても成功しているとはいえない。

「まんまとやってくれたよ。恐ろしいガキだな、おまえは。どの面つらを下げてそこに座っているのかと思えば、優雅にティータイムとは！　本当なら、そこは俺おれの椅子だった！」

　ヴィクトルは、スクリーンの向こうで机を叩たたいた。

（仮面が剝はがれるにしても、もう少し耐えられないのか）

　ヘルガは嘆息した。

「あなたには無理ですよ」

「何!?」

「あなたは軍属ではない。あなたは兵を率いたことがない。あなたは宇宙に出たことがない。あなたは戦場を知らない」

「そんなことが、何の関係がある！」

「関係がないと思う方がどうかしていますよ。どこの世界に、世界平和を担う部隊を、ただの素人に任せるバカがいますか」

「バ、バカ……!?」

「あ、失礼。つい本音が出てしまいました」

　しれっと言うと、ヴィクトルの顔はたちまち真っ赤になった。パクパクと口が開閉しているが、言葉にはなっていない。

「特に用事がなければ、これで失礼しますよ、兄上」

「ち、調子に乗るなよ、ヘルガ！」

　ヴィクトルが叫ぶように言って、ヘルガはカリウスに向けて上げかけた手を止めた。

「どうせ貴様も、薄うす汚い手でその椅子を手に入れたのだろう!?　貴様は母親と同じだ！　売女ばいため！　恥を知れ！」

　ヘルガの中で、ぶちりと糸が切れた。

「母上を愚ぐ弄ろうするのかっ!?　ブタめ!!　殺してやるぞっ!!」

　椅い子すを蹴けって立ち上がり、歯を剝むき、コンソールを殴りつけ、ありったけの憎悪を込めて、スクリーンを睨にらみつけ、吼ほえた。

　ヴィクトルは、何万キロも離れた場所からの少女の一喝に、椅子を倒して引っくり返った。

　そうして再びテーブルの下から顔を出した時、彼は頭にこぼしたコーヒーをかぶり、見るからに哀れな姿だった。

　しかし、ヘルガはくすりとも笑わなかった。そんな気分ではない。この男が目の前にいたのなら、本気でこの腹違いの兄を撃うち殺していただろう。

　だが、思いは向こうもそうたいして違わないようだった。ヴィクトルの目には、暗い炎が燃えていた。

「……俺おれを甘く見るなよっ！」

　捻ひねりも何もないチープな捨て台詞せりふを残して、衛えい星せい通話は唐突に切れた。

「ふーっ……」

　ヘルガは、再び宇宙の画えとなったスクリーンとしばらく向かい合っていたが、やがて、ため息をついて椅子に背中を預けた。

「……私もまだ精神修しゆう養ようが足らんな」

「いえ、ヴィクトル様は正まさしくブタ野郎だと思います」

　表情を変えずにカリウスが言い、ヘルガは笑った。

「あの兄は、何か仕掛けてくると思うか？」

「可能性はあるでしょう」

「まったく……せっかくのティータイムが台無しだ」

「紅茶を淹いれ直しましょうか？」

「頼む」

　ティーカップを手に、一礼してカリウスが去ると、ヘルガは再び手元を見、竜りゆう一いち郎ろうがまだ《Ｖ─04》と話しているのを見ると、鼻を鳴らしてモニターを切った。




「……とまあ、そういうわけだ」

　頭だけを出してすっぽりとタオルに包くるまって、竜一郎は言った。

「戦せん闘とう指揮権はまだジェイコブスン少佐にあるが、それも二週間以内に俺に移る。その間に、最終調整も兼ねて君たちには一足先に《ヴァルハラ》に移ってもらった。俺も、君たちのことは書類上でしか知らないからな。その状態で、いきなり実戦というのは心こころ許もとない。君たちも同じだろう？　軍人は相手が誰だれであれ下された命令には従わなければならないが、それも信頼関係があってこそだ。二週間かそこらで信頼しろっていうのは無理な話かもしれないが、とりあえず、お互いを知るいい準備期間だとは思わないか？　──あ、もう少し離して！」

「あ、ごめんなさい」

　竜りゆう一いち郎ろうが、真しん珠じゆ、と呼んだ椅い子すに座っている巨人の少女は、慌てた様子で、棒に通してかざしていた彼の制服をガスコンロから離した。少し油断すると、つい手が下がってしまうようだ。隣となりの電磁加熱ＩＨコンロでは、カレーがいい匂においで煮込まれ続けている。

「あの……それで、今日、起こされたのは、その通達のためですか……？」

「それもあるが、司令長官も兼任していた少佐が退任するに当たって方針が変わった。いままで君たちはＧジー・Ｏオーとの戦せん闘とう時にだけ目覚めてもらっていたが、これからは一般の兵士と同じように生活をしてもらう。ここは、そのための施設だ。──部屋は見たな？」

　戸惑っている様子で、真珠は頷うなずいた。

「君たちのサイズに合わせた生活用品はおいおい届く予定になっている。それとここでは、君たちには自炊をしてもらうことにした。このキッチンはだから、君たちの体格に合わせてある。食材は、遺い伝でん子し操作で約一〇倍に大きくしたものが、君たち用に地上で開発され、届くことになっている。そこの鍋なべで煮えているのは、一足先に送ってもらったものだ。大変だったんだぞ、皮を剝むくのは」

　竜一郎は笑った。

「玉たま葱ねぎを切った時は、催涙ガスを浴びせられたかと思うくらい涙が止まらなかったしな。肉だけは、さすがに一〇倍の体格の牛を造るのは無理だから合成肉だが、なかなかいい感じだろう？　味の方は航宙自じ衛えい隊の保証付きだ」

[image: ]

「は、はあ……」

「カレーは嫌いか？」

　気の乗らなさそうな返事に竜りゆう一いち郎ろうがそう訊きくと、真しん珠じゆは困ったような微笑ほほえみを浮かべた。

「あの……食べたことないので、わかりません……」

　これには竜一郎の方が驚おどろいた。

「食べたことがない？　本当か？　うーん……誰だれもが絶対に食べていると思ってカレーにしたんだが……シチューの方が良かったか」

「あ、あの……」

「レプリカ・ターキーの丸焼きを皆で切り分けながら食べる、という手もあったな。もしくは、レプリカ・ビーフをローストして、俺おれがテーブルの上で切り分けて配るとかも──」

「あの！」

「──うわ！」

　真珠の大声は、竜一郎にとっては、すぐ傍そばで雷に轟とどろかれたのと同じだった。竜一郎は目を白黒させて、こちらを覗のぞき込むようにしていた彼女の顔を見上げた。

「ど、どうした？」

「あの……どれでも同じです。全部、食べたことありませんから」

　そう言った真珠の顔は、微笑んでいたが、眉まゆは悲しげにハの字に歪ゆがんでいた。

　竜一郎はそれを見て、口元を引き締しめた。

「……君たちが《ＵＮＣＯＶアンコヴ》に配属されてからの扱いについては聞いている」

　真珠の唇が、かすかに震ふるえた。

「ひどいものだ」

「……そう思って、もらえるんですか？」

「あたりまえだ──あんなものは、食事とは言えない！」

「え……？」

「研修期間中に、君たちが食べているというものを試食させてもらったが、ベビーフードよりひどい味だった。兵士にとって食事は栄えい養よう面だけではなく精神面の活力でもあるのに、まったく怠たい慢まんだ。しかし──」

　竜一郎は、自分が座っている金属床を叩たたき、力強く頷うなずいて見せた。

「これからは大丈夫だ」

「し、食事の話ですか……」ぼそり、と真珠は呟つぶやいた。

　しかし竜一郎には聞こえなかったらしい。

「だが、大丈夫だと言うのは、黙だまっていても食事が出てくる、ということではないぞ？　今日は特別だ。これからは当番制でも全員でもいい、自分たちで作るんだ。──真珠君、料理は？」

　彼女は首を振った。

「そうか。他ほかの連中もそうなのか？」

「たぶん……」

「そうか。そうすると、しばらくは俺おれがつきっきりで基本から教えるしかないな。なに、任せておけ。これでも高校時代から寮りよう生活で腕は鍛きたえられている──そろそろ乾いたんじゃないかな？」

「あ、はい」

　真珠は、コンロの上から服をどけると、玩具おもちやのそれを扱うように触った。

「大丈夫みたいです」

　竜りゆう一いち郎ろうは、タオルが外れないように気をつけながら立ち上がり、彼女が棒から外してくれた服を受け取った。匂においを嗅かぐと、カレー臭かったが仕方がない。あとできちんとクリーニングに出しておこう。

「それじゃあ、真しん珠じゆ君。他のみんなを呼んできてくれるかい？　君と同じように、もう目覚めているはずだから」

「本当ですか!?」

　少女の顔が、初めて本当に嬉うれしそうに輝かがやいた。

　竜一郎は頷うなずいた。

「その間に、俺は着替えてカレーの用意をしておくから、食事をしながら顔合わせといこう」

「え……本気、ですか？」

　不意に、真珠は厳きびしいような、何かを懸け念ねんしているような表情になった。

「何がだい？」

「何度も何度も怖い目に遭あわせられて……怒っているコも絶対います。それなのに、一緒に食事をするっていうんですか？　研究所にいた頃ころだって、お父さんですら、そんなことはしなかった。……あなたは……隊長は……あたしたちが、怖くないんですか？」

　竜一郎は、服を持ったまま腕を組み、

「そうだな……君たちの足元を歩く時は、なるべく音を立てるようにするかな？」

「あの、そういうことじゃなくて──」

　しかし、真珠はため息をつくと首を振り、それ以上の言葉は飲み込んだようだった。そうして椅い子すを立つと、首のチョーカーに似た飾りに触れ、どこか軽侮の混じった眼まな差ざしで竜一郎を見下ろした。

「わかりました。呼んできます。……そうですよね。バカなこと聞いちゃった。これがあれば、あたしたちを怖がる必要なんかないですもんね」

「これ？」

　だが、真珠は答えず、機嫌を損ねた──もしくは逃げるように、キッチンを出ていって見えなくなってしまった。

　竜りゆう一いち郎ろうは喉のどに手をやって、首を傾かしげた。あのチョーカーがどうかしたのだろうか？

（まあ、あとで訊きくか）

　アバウトにそう切り捨てて、彼はすっかり乾きはしたがうす黄色くなってしまった制服に着替えると、もう一度脚きや立たつに上がり、今度こそ落ちないように気をつけながら、焦げつくことがないようにカレーをかき混ぜつつ、真しん珠じゆのことを考えた。

　正直、きちんと会話ができるかどうか不安だったのが、思った以上に自然に話ができたのは、僥ぎよう倖こうだった。突然の大声にはまいったが、減音器を耳につければ鼓膜が破れることはないだろう。

　初めて会う《ヴァルキュリア》が彼女であったのは、偶然か、必然か、それはわからないが、心理的にはずいぶんと楽だった。

（同じ日本人だからか？）

　真しん珠じゆの遺い伝でん子しの半分は、日本人研究者から提供されたものだ。

　──いいですか？　《ヴァルキュリア》は、巨人の卵子と人間の精子を人工受精させることで現代に蘇よみがえった古代の怪物なのです。

　竜一郎は、彼女のことを、そう聞いていた。

　地上で受けたレクチャーには、彼女たちがこの世に誕たん生じようした経けい緯いも含まれている。

　いまから二〇年ほど前、ノルウェー中南部のヨートゥンハイメン山で、《ガルド》の系列会社のひとつの職員が、工事中に巨大な洞どう窟くつを発見した。

　当初その洞窟は、調査の後に、地じ盤ばん強化のため爆ばく破はして崩す予定だった。

　調査自体も慣例のようなもので、科学的見地からの新たな発見を期待したのではなく、工事に支障がないかどうかを調べる目的だった。

　だが、そこで彼らは、とんでもないものを見つけることになった。

　──巨人である。

　洞窟の最深部で、彼らは平均身長一六メートルの巨人の、無数の白骨と、ただひとつの氷漬けのミイラを発見したのだ。

《ガルド》は直ちに本格的な科学調査団を派遣したが、この世界的な発見は、以後一五年にわたって隠いん蔽ぺいされ続けた。《COV・Projectコヴ・プロジエクト》の立案と同時に、国連の一部高官はそのことを知ることとなったが、世間的にはいまも隠蔽は続いている。

　それはさておき、発見されたただ一体のミイラは、外見上は人間の女性に酷似していた。乳房があり、陰茎がなく、放射線を使わないで済む磁気共鳴断層撮影の結果では、子宮らしきものも確認された。

　直ちにゲノム解析が行われ、その結果、ミイラの染色体地図は、人間の女性とほぼ同じであることがわかった。

　さらに解剖の結果、体内から凍結保存状態の卵子が見つかった。

　これを、生物科学研究機関《ワイズリー》では、解凍に成功し、巨人の新鮮な卵子フレツシユオーバムを一〇個、手に入れることに成功した。これで男の巨人の凍結精子が見つかれば、この古代種の復活が可能となるのだが、残念ながら、洞窟から見つかったミイラは結局その一体きりで、骨も全すべて女性体のものだった。

　そこで《ワイズリー》は、次段階として、この卵子と人の精子とを受精させることができないか考えた。

　解凍された卵子は世界中に点在する《ワイズリー》の支部に送られ、それぞれの場所で先を争うように実験が行われた。

　最初に卵割が確認されたのは、シベリアのロシア支部である。アレクサンドル・ドミトルヴュナ博はか士せが、自分の精子を使用して一番乗りの名誉を得た。だがこれは、その段階で異常が認められて、その状態で再凍結された。

　その一年後、アメリカ支部が二つの卵子の卵割に成功した。翌年には、日本でまた二つ、その次の年にはイギリス支部が成功を収め、《ワイズリー》は計五個の受精卵を得るに至った。

　それぞれの支部で精子を提供したのは、

　アメリカ支部──アングロサクソン系アメリカ人のジョエル・ジースト研究員、アフリカ系アメリカ人のジミー・フォレスト研究員。

　日本支部──海かい津づ院いん宗そう司じ博士、水みず樹き純じゆん一いち郎ろう博士。

　イギリス支部──《ワイズリー》後援者のロバート・コーラル卿きよう。

　の五人である。選考基準は各支部の判断に任せられていた。

　健康な受精卵は、巨人の子宮を模した人工子宮装置に着床され、注意深く成長を見守られた。その過程は余すところなく記き録ろくされ、一〇ヶ月後、最初の巨人の赤ん坊が誕たん生じようした。その赤ん坊は《Ｖ─01》とナンバリングされ、以後、イギリス支部の《Ｖ─05》で、第一世代の《ヴァルキュリア》の誕生は終了することになる。

（……その後、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》入隊まで、彼女たちはそれぞれの支部で育てられた、か）

　カレーをかき混ぜながら、竜りゆう一いち郎ろうは見たこともない研究施設を思った。

　遺い伝でん上の父親は、彼女たちに愛情を覚えた、と調査に回答しているが、それは父親というよりも科学者として貴重なサンプルを愛めでる気持ちに近い、と結論づけられている。どうやら母親役もいたらしいが、具体的に何をどうしたのかは、必要がなかったのか、竜一郎が貰もらった資料には載っていなかった。

　ただし、日本第一支部の水樹博士は、彼女たちの情緒面に関しては興きよう味みがなかったらしく、唯一、両親役というものを置かなかったようだ。

　これと対照的なのがイギリス支部である。精子提供者は研究者ではなく後援者だったのだが、この人物は過度に《Ｖ─05》を可愛かわいがったらしい。記録には、『Ｖ─05に「パパ」と呼ばれて喜んでいた』とある。

　では、形はともかく、そうした愛情を受けた《ヴァルキュリア》たちの情緒面での反応はどうか、といえば、これは遺い伝でん子し同様に、人間となんら変わらないことが、観察と実験により証明されていた。

（どんな実験だったのかは特に書かれてなかったが、たぶんビデオを見せたり、絵を見せたりしたんだろうな）

　研究所の巨大な部屋で、そこに似つかわしい大きな幼児が、モニターを見て笑う姿を想像して竜りゆう一いち郎ろうは胸が少し温かくなった。姉の子供を思い出す。サイズはもちろん普通だが、慕ってくる時の愛らしさはなんらかわるものではないはずだ。世界東西、動物の種類を問わず、子供というものは可愛かわいい。

（なのに……よくも連中は、あんな風に扱えたもんだ）

《コフィン》を思い出すと、胸がむかついた。

　地上のレクチャーで、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の現在の彼女たちの扱いを教えてもらえなかったのは、秘匿部隊ハイドユニツトだから、ということばかりではあるまい。

（あまりに、非人道的だ）

　国連でも、それはわかっているのだろう。だから教えなかったのかもしれない。実態を知ったなら、自分が断るものと考えたのだろうか？

　もし、ジェイコブスン少佐に倣ならえ、といわれたのなら確かに断っていただろう。

　だが、ヘルガ大佐は理解のある人物だった。彼女が、国連の《ヴァルキュリア》の扱いを知らなかったわけはない。それを是正するためにこそ、彼女は《ガルド》の後押しで司令に就任したと思えるからだ。

　ならば、ついていくことに何の躊躇ためらいもない。

　Ｇジー・Ｏオーの出現周期を考えれば二度とないだろうが、ジェイコブスン少佐に《ヴァルキュリア》たちを預けるのは、金輪際お断りだった。

（彼女たちは、俺おれの部下だ）

　鍋なべの中のカレー同様に、ふつふつとそうした気持ちが湧わいてくるのを心地よく感じながら、竜一郎はルーをかき混ぜる手に、一層の力を込めた。













　　　　　Ⅳ．五姉妹







　真しん珠じゆには、どうにもよくわからなかった。

　彼は、間違いないなく前回の出しゆつ撃げきで顔を見られてしまった相手だ。

　生きていたことは単純に嬉うれしいが、彼が新しい《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の隊長だとかいう話には、混乱させられるばかりだった。

　ジェイコブスン──名前を考えただけで体が震ふるえる──少佐は解任される、とあの男は言っていた。戦せん闘とう指揮権も二週間以内に自分のものになる、と。

　それが本当なら、どんなに嬉うれしいかしれないが、安易な希望を持つのは、安全ピンを抜いた手しゆ榴りゆう弾だんをポケットに入れるようなものだ。

　何度、そうして裏切られたかしれない。

　彼が、少佐と同じような人物ではないとは言い切れない。あの忌まわしいポッドから解放したのも、何かの罠わなかもしれない。

（でも、解放してくれたのは事実だし、いまはこれを有効に使わなきゃ）

　思考を、そう、無理やり前向きにへと切り替える。

　あれこれ否定材料を並べて悩んでいてもしかたがない、というのが真しん珠じゆの考え方だった。そう考えるようにがんばってきた。どんな辛つらい状況にも光はある。その光だけを見続けて、闇やみには目を瞑つぶる──そうしてこれまで乗り越えてきたのだ。そうでなかったら、とっくに《壊こわれて》いただろう。

『明日はきっといいことがあると考えなさい。なにがあっても時は過ぎる。明日は必ず来るんだよ……それを覚えておきなさい、真珠』

　父は、研究所を出る最後の日にそう言っていた。最後の挨あい拶さつも、モニター越しにしかできなかったが、父はいつも優しかった。

　自分が、どのようにして生み出されたのかは、とっくに知っている。

　父とは違うモノであることも。

　知りたくはなかったが、宇宙に上がって最初にそれを教えられた。この《首輪》をはめられて、

『おまえたちは、人類に奉仕する犬だ！』

　と、自分たちの立場を、精神と肉体に徹てつ底てい的に叩たたき込まれた。

　彼らの自分を見る目は、モノを見るそれだった。彼らは自分たちを《アレ》とか《コレ》と呼ぶか、もしくはナンバーで呼んだ。

（でも、あの人は……）

『助けてくれたんだね──ええと……真珠、君』

　竜りゆう一いち郎ろうの声が蘇よみがえって、真珠は胸の奥の方が暖かくなるのを感じた。

　それは本当に久しぶりの、甘い感覚だった。

　真珠、という名前は、父がつけてくれたものだ。苗みよう字じの方は、遺い伝でん子し提供者のそれが自動的につくようになっていたと聞いていたが、名前は違う。これは、父からの最初の贈おくり物。自分のためだけにあつらえられた世界でただひとつのものだった。

　だからこそ、奪われた時の悲しみは大きかった。

　最後に名前で呼ばれたのは、一体どのくらい前だろう。仲間内ですら、呼び合うことは禁止されていた。二四時間監視されていて、もし禁を破れば、人間が《ブリーディング・デバイス》と呼ぶ《首輪チヨーカー》に組み込まれた何かが、ひどい苦痛を生んだ。

（いつか必ずまた、誰だれかが呼んでくれる日が来る──呼べる日が来る）

　そう信じ込むことで、真珠は悲しみに耐えてきた。

　ようやく、その日が来たのだろうか？　それとも、全すべて悪質な冗談で、誰だれかの名前を口にした途端に髪が逆立つほど強い電でん撃げきが走って、そのあとで、痙けい攣れんする自分の姿を生で見るために、三角帽子をかぶったジェイコブスンとその部下が『エイプリルフール!!』と言って、笑いながら出てくるのだろうか？──今日が、四月一日なのかはわからなかったが。

　そう考えるとぞっとしたが、真しん珠じゆは首を振って悪い妄想を追い払った。

（とにかく、早くあの子を探さなきゃ……）

　真珠は、部隊一泣き虫の少女のことを考えていた。ナンバー《Ｖ─05》──第一世代最後の《ヴァルキュリア》。

　おそらく、自分が目覚めたその隣となりの部屋にいるはずだ。なぜなら自分は《Ｖ─04》と呼ばれていたからだ。

　廊下を戻ると、しかし、そこに並ぶのは同じようなドアばかりで、どれが自分の出てきた部屋かわからなかった。それでもしばらく行くと、緩ゆるやかにカーブする回廊の壁かべに、行きに見たのと同じ艦かん内ない案内標示を見つけることができた。真珠は、当たりをつけてドアのひとつを開いた。そこには誰だれもおらず、ベッドの上には服もなかった。

　おそらくここが自分の部屋だ──そう確信できるのは、両隣の二人が、進んで外に出るとは思えなかったからだった。

　真珠は外に出ると隣の、厨ちゆう房ぼうに近い方のドアの前に立った。数からして、こっちが五番目の部屋だろう。そうでないと数が合わない。

　開閉ボタンをいきなり押すのではなく、まずはノックをした。息を吸い、電でん撃げきへの心構えを済ませ、それから、

「……ミルキィ？」

　と呼びかけた。

　心臓が早駆けし、筋肉が条件反射的に固くなった──だが、電撃はなかった。

　ホッと胸を撫なでおろした時、ガタッと、中で何かが鳴った。

「ミルキィだよね？　それとも、晶あきら？　あたし、真珠だよ。……入るね」

『開』であることを記号で表した方のボタンを押す。空気が抜けるような音とともにドアが横にスライドして開くと、廊下よりもよほど明るい光がこぼれてきた。部屋の作りは自分が目覚めた部屋となんら変わらない。

　中を見渡すよりも早く、真珠はベッドの反対側の部屋の隅で、裸のままこちらに背中を向けて、丸くなって座っているソバージュのブロンド髪の少女を見つけた。

「ミルキィ！」

　走り寄りながら名を呼ぶと、少女の肩が殴られたように震ふるえた。

　真珠は膝ひざをつき、その肩をそっと包むようにした。ぎこちなく、少女の顔がこちらを向いた。大きな青い瞳ひとみが真珠を見、間違いなく彼女だとわかると、無言でしがみついてきて声を押し殺して泣いた。

　彼女が泣き止やむまで、真珠はそのふわふわした長い髪をずっと撫でてやった。

《ヴァルキュリア》は精子提供者の形質を多く獲かく得とくする傾向にあるらしい。ゆえに、真珠は日本人、ミルキィ・コーラルはイギリス人の少女の外見を獲得している。他ほかの仲間も同じだ。

　落ち着いた頃ころを見計らって、真しん珠じゆはベッドの上の服をとって着せてやりながら、いまの状況を話してやった。

「本当に……？」

　と、こちらを見上げながら言う彼女の瞳ひとみは揺れていた。

「多分。とにかく、名前を呼んでも大丈夫なのはホント。いい？　ミルキィ！──ね？」

「……シンジュお姉ちゃん？」

　おそるおそる、ミルキィが真珠の名を口にする。彼女は白くなるほど唇を嚙かんで、来るかもしれない痛みを待ち構えたが、それは杞き憂ゆうに終わった。

「ね？」

　微笑ほほえんでみせると、ミルキィはやっと笑顔になって、もう一度、真珠にしがみついて顔を擦こすりつけてきて、真珠はその小さい背中を撫なでてやった。ミルキィは真珠のひとつ下の一五年ねん齢れい周期だったが、身長は一三メートルと、真珠よりも三メートルほど小さく、体に合わせて各パーツも小さく愛らしい。聞いたところでは、発育が遅く、一一年齢周期ほどの成長度でしかないらしかった。

　Ｖナンバーのメンバーが顔を合わせたのは宇宙に上がってからだったが、それ以前に異父姉妹がいることは聞かされて知っていた。宇宙に上がると決まった時に、何より楽しみだったのは、その姉妹に──とりわけ、妹に会えることだった。

　実際に会ったミルキィは、あれこれ想像していたよりも、ずっと可愛かわいかった。

　彼女の方でも、四人いる姉の中で、真珠に一番懐なついてくれて、訓練が始まるまでの一週間は本当に楽しかった。

　始まってしまえば、ほとんど会う機会もなく、今日に至ったのだが、ミルキィのことはいつも気にかけていた。

　Ｇジー・Ｏオーとの戦せん闘とう時にも、なるべく戦わないで済むように気を遣ってきた。大っぴらにやれば、自分ばかりかミルキィにまで《教育》が施されるから、思うようにはいかなかったが。

「それじゃ、他ほかのみんなのところに行こうか？　姉さんたちとこれからどうするか話し合わなきゃね？」

　ミルキィは、真珠の言葉に頷うなずいて立ち上がった。すると、彼女のバスローブは大きすぎて、裾すそは引きずり、袖そでは手がすっぽり隠れてしまう長さだった。しかしいまはそれで我慢するしかない。

　手を繫つないで、二人は部屋の外に出た。すると──

「だから！　こいつは、なんかの罠わなに決まってんだろ！　少しはその少ない脳みそで考えたらどうなんだよ！」

「別にイーじゃないノ。ルビーは考えすぎネ。とにかく、ワタシ、おなか空いたヨ。早くこのでりーしゃすな香りの正体を探るネ」

　そんな会話が聞こえてきて、真しん珠じゆとミルキィは顔を見合わせた。

　すぐに廊下の向こうから二人の巨人の少女が現れ、こちらを見つけると足を止めた。白人と黒人の少女である。

「あ。レインお姉ちゃんとルビーお姉ちゃん……」

　ミルキィが言うと、聞こえたのか、

「Ｏｈ！　シンジュ！　ミルキィ！」

「おまえら、無事だったか！」

　九五〇センチと九八〇センチという、凶悪に大きい胸を揺らしながら迫ってくる二人に、真珠は思わず身構えた。乱暴に抱きすくめられ、キスの嵐あらしが降る。ミルキィはともかく、日本支部で育った真珠には、これはやはり慣れるものではない。

　アングロ・サクソン系の形質を獲かく得とくした少女の方がレイン・ジースト。一番目（もしくは二番目）の姉である。年ねん齢れい周期は一七で、鼻の周りにそばかすがまだ残るが、顔立ちはとても大人おとなびていてハッとするほど美しい。緩ゆるく波打つブロンドの髪は、腰まで届いていて、彼女の自慢だ。

　もう一人の姉は、ルビー・フォレスト。彼女はアフリカ系の形質を獲得し、しなやかで強きよう靭じんな体を生まれながらにして持っていた。年齢周期はレインと同じく一七。黒い髪を全すべて後ろに流して無造作に縛しばっているのは前と変わらない。

　二人は、同じアメリカ支部で生まれ育った、唯一、孤独ではなかった《ヴァルキュリア》である。二人の中で最重要の、どちらが姉かという問題は、いまも解決していないようだ。

　レインの身長は一六・五メートルと真珠とほとんど変わらないが、ルビーの方は一八・五メートルと《ヴァルキュリア》一大きい。そんな彼女に抱き締しめられて、ミルキィはすっぽりと隠れてしまっていた。

　たっぷりキスをして、二人はようやく真珠たちを解放してくれた。ルビーの方はバスローブも軍服かなにかのようにきちっと着ているが、レインの方はいまにも胸がこぼれそうなくらいにいいかげんだ。

「なあ、真珠。こいつはなんなんだ？」

　ルビーが顎あごをしゃくるようにして、そう訊きいてきて、真珠は、ここが《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の新しい本部である衛星オービツト・軌道要塞フオートレス《ヴァルハラ》であること以下、竜りゆう一いち郎ろうから教えられたことを話して聞かせた。

　話を聞き終えたレインとルビーの反応は、まったく正反対だった。

「罠わなだ！　絶対に何か企たくらんでやがる！」

　とルビーは拳こぶしを握って力説し、

「別になんだってイーじゃなイ。こうやって解放されたんだシ」

　とレインは面倒臭げに肩を竦すくめた。

「解放？　これのどこか解放だ！　オレたちはまだ鎖くさりに繫つながれてるじゃないか！　奴やつらは好きな時に気分次第でこいつのボタンを押せる！」

　褐色に肌の首に巻きついた黒いチョーカーのようなものを、ルビーは指でぐいと引いた。

「ルビーはちょっと悲観的ネ。考えたって、戦う時は戦わされるんだから、考えるだけ損ヨ。いまはこうして自由にさせてもらっているんだから、とにかくカレーを食べに行きまショ」

「おまえは少しは脳みそを使え！　いきなりおかしいだろ!?　扱いが一八〇度違うじゃないか！　油断させておいて、毒が入ってるかもしれないぞ！」

「その時はその時ネ。夢にまで見た『普通の食事』ヨ？　写真で見るしかなかったカレーが食べられるのヨ？　この安い命を懸かける価値はあるネ。……ホントは、ハンバーガーとフライドポテトが良かったけど、贅ぜい沢たくは言わないネ」

「オレは信じない」

「だったら好きにするネ。ワタシは食べるヨ──それじゃシンジュ、ワタシは先に行ってるネ。このまま真っ直すぐだよネ？」

「あ、うん」

　にっこり微笑ほほえむと、レインは真しん珠じゆの横をするりと通り抜け、スリッパをパタパタ鳴らしながら、廊下を行ってしまった。

「ったく！──真珠、ミルキィ、オレも先にいって、あのバカが、がっつかないように抑えるわ」

　ルビーは立ち上がると、大きな手でミルキィの頭を軽くポンとやって、さっさと行ってしまったレインを追った。

「ルビー姉さん！　晶あきらの部屋は覗のぞいてみた!?」

　背中にそう問うと、

「いいや！　あいつは気難しいからな！　どうせ、呼んでも返事しないだろうし！」

　と答えが返ってきた。真珠は、苦笑した。ルビーのいう通りだった。

「……行こうか、ミルキィ」

　こくん、と彼女は頷うなずいて、真珠はその手を再びとって歩き出した。そうして、自分の目覚めた部屋の隣となり、ミルキィの部屋とは反対側の部屋のドアの前に立つ。

　順番通りなら、ここに《Ｖ─03》──水みず樹き晶がいるはずだ。

　自分と同じ年に日本の第一支部で生まれた彼女には、真珠は双子のような気持ちを抱いていて、会うのを楽しみにしていたのだが、晶の反応は良いものではなかった。

　真珠と同じく、日本民族の形質を受け継いだ晶は、黒い瞳ひとみと髪を持っていた。髪はいつも三つ編みのおさげにしていて、背は真珠よりも僅わずかに低いが、胸は八九〇とルビー並みに大きい。

　五人の中で、唯一近眼で、特注の眼鏡めがねをかけているのは、父親である水樹博はか士せの遺い伝でん形質のせいだろうと聞いている。人間なら視力の矯きよう正せいなど五分もかからないで手術できるそうだが、こっちはサイズが違う。手術は失明の危険もあり、そのために晶あきらのサイズに合わせた機械を作るよりは、安価で安全な眼鏡めがねで、ということらしい。

　彼女はいつもうつむき気味で、僅わずかな面会期間も、ほとんど口を利いてはもらえなかった。ただそれは、真しん珠じゆが嫌われているということではなく、誰だれに対してもそうだった。話しかけても表情もほとんど変わることがなく、大きな瞳ひとみだけが、きろきろと眼鏡の向こうで動くのだった。

　真珠はノックをして、

「晶？」

　と話しかけたが、やはり返事はなかった。

「ねえ、ミルキィ？　ドアが開く前に、あたしの声って聞こえた？」

「うん。でも、きっと偽者だと思った。返事をしたら、痛いことされるんだって思った」

「そっか……」

　晶もそう考えているのだろうか？　ならば、こちらの姿を見せて安心させてやった方がいいかもしれない。

「晶、開けるよ？」

　真珠はドアの開閉ボタンを押した。押しながら、このドアは内側からロックできるんだろうか、と考えた。

（そうだといいな……いきなり入ってこられるのは好きじゃないもの）

　いままでずっとそうだった。前もってノックなり内線などで訪問を知らせてくれることの方が少ない。個室を与えられていたというよりも監禁されていたという方が正しいだろう。いままでの部屋は、言ってみれば動物の檻おりだった。外からは鍵かぎをかけられても、内側からはかけられない。

　中に入ると、晶はベッドの上で膝ひざを抱えて真珠たちの方を向いていた。顔を膝の間にうずめて、フレームが少し歪ゆがんだ眼鏡の向こうから、無言で見つめてくる。彼女の視線には、近づくのを躊躇ためらわせる何かがあって、ミルキィは真珠の背中に隠れた。

「晶、久しぶり」

　真珠はにこやかにそう挨あい拶さつしたが、無論、返事はなかった。

「えと……用件だけ言うけど、ここを出て、左にずっと行った部屋で、あたしたちの新しい隊長が待ってるの。あたしたちもあとから行くわ。レイン姉さんとルビー姉さんが先に行ってるから、なにかあればわかると思うよ。──そうだ！　その新しい隊長さんが、あたしたちのために料理をしてくれてるんだ！　なんと『カレーライス』！　晶、知ってる？」

　──沈ちん黙もく。

「……ま、まあ、いいや。とにかく、そういうことだから。また、あとでね」

　後あと退ずさるように部屋を出ると、目の前でドアが閉まったが、その間、彼女は眼鏡の奥からずっと真しん珠じゆたちを見て、瞬まばたきすることがなかった。

　少し、怖い。

　きゅっと指を握ってくるミルキィの手を握り返してやって、真珠は部屋の外に出た。

　ミルキィが、あからさまにほっとした息をつく。

「それじゃあ、先にキッチンに行ってよっか？」

　真珠がそう微笑ほほえみかけると、ミルキィは未練なく頷うなずいた。




　テーブルに集ったメンバーを見回して、竜りゆう一いち郎ろうは腹の中で唸うなった。

　それぞれが個性的だということは、事前に聞いていたのだが、正直、これほどだとは思っていなかった。

　アメリカ支部出身の二人は、一人がキッチンに飛び込んでくるなり鍋なべに躍おどりかかろうとして、もう一人がその後頭部を蹴けって危ういところでそれを押し留とどめるという荒業を見せ、いまは言い争いを続けている。テーブルにぶら下がるようにしている子供がイギリス支部出身の《ヴァルキュリア》だろうが、これほど幼いとは思ってもみなかった。資料には一五歳となっていたのだが、それよりもよほど下に見える。真珠と同じ日本人の遺い伝でん子しを持つ一人は、テーブルから離れたキッチンの隅に座り込んで、頑として皆と同じテーブルに着こうとはしない。

　呆ぼう然ぜんとしていると、真珠がどこか困ったような微笑みを浮かべて、

「あの、隊長さん……とりあえず、ご飯にしませんか？　みんな待ちかねていることですし」

　とフォローするように言ったが、

（そうか？　そうなのか？）

　と竜一郎はにわかには信じられなかった。

「あたし、手伝いますね」

　シンクの横には、苦労して並べた皿に、苦労してライスを盛ってある。あとはルーをかければいいだけだが、それは非常に難しく、倉庫から個人用のリフトスーツを持ち出そうかと思っていたところだった。

　それを、真珠は苦もなくこなしてみせる。

「これを、かければいいんですよね？　見たことあるから知ってます」

　彼女は玉杓しやく子しで野菜がゴロゴロしたブラウンカラーのソースを、輝かがやくばかりに白い飯の上にかけていく。とはいえこの白米も、一粒のサイズは十倍だ。竜一郎の手では、おにぎりもできない。

「すまないな」

　真珠は、微笑んで首を振った。そこには、仲間を呼びに行く時にちらと見せた軽侮の色はどこにも見えなかった。

（気のせいだったのか？）

　そう思えるほどこだわりなく、自然な態度で真しん珠じゆは自分を手伝ってくれる。

「ミルキィは少し減らして、ルビー姉さんはもっとご飯を増やして……」

　盛りを調整し、ルーをかける。そうして、全員分の皿が用意できると、今度はそれをテーブルに運んでくれる。誰だれも手伝わないのか、と思っていると、イギリス支部の少女が椅い子すから落ちるように降りて、皿を手にした。その際に、ちらと竜りゆう一いち郎ろうを見たが、瞳ひとみには間違いようのない怯おびえがあった。

（俺おれって、怖いかな……？）

　竜一郎は、顔を撫なでてみた。地上にいた頃ころはそんなことはなかった。むしろ子供にはウケが良かった方だ。

「はい、姉さんたち」

　目の前に皿が置かれると、アメリカ支部の二人は口を閉じ、カレーを見た。ごくりと喉のどが動いたのがはっきりと見えた。

「隊長、こちらがレイン姉さんとルビー姉さんです」

「二人とも、よろしく」

　竜一郎は言ったが、二人ともカレーから顔を上げようとはしなかった。

　真珠は少し困ったような笑顔を浮かべて、キッチンの隅に座り込んでいる少女の前にも、カレーを置いた。そうして自分もしゃがみ込んで、何度か頷うなずいたりした。

「ここがいいの？　ん、わかった。──隊長さん、こちらがあたしと同じ年の、晶あきらです。無口な子だけど、よろしくお願いしますね」

「あ、ああ……」

　最後に真珠は、イギリス支部の少女のところに来て、小さな肩に手を置いて、にっこりと微笑ほほえんだ。

「そして、このこがあたしの妹──ミルキィです」

　少女は、スプーンの先を咥くわえたまま、ぺこりと頭を下げたが、決して視線を合わせようとはしなかった。

　最後に、竜一郎は皿にライスを十粒ほど載せると（それで一杯！）ルーをすくってかけた。椅子はないからシンクの上に直接胡座あぐらをかく。

「な、なあ……これ、食っていいのか？」

　そう声がして振り向くと、ルビーと呼ばれたアフリカ系の《ヴァルキュリア》──ルビーだった。しかし顔は竜一郎にではなく、真珠に向いている。真珠は、許可を求めるように竜一郎を見た。彼は食事を始める前に何かひと言言おうと思っていたのだが、野暮だな、と思い直して、ただ頷いた。

「いいって」

　真珠が言うと、一同は、まずはスプーンにルーをすくって、最初はおっかなびっくり口をつけた。真しん珠じゆもテーブルに着いて同じようにする。それから今度は、ライスとともにひと口食べた。

「……どうだ？」

　返事はなかった──否、返事など必要なかった。

　巨人の少女たちは、あとは黙もく々もくと、一心不乱にスプーンを口に運んでくれたからだ。額ひたいには汗が浮いて流れたが、気にする余裕もないようだった。煮込まれて角の丸くなった巨大なジャガイモの小片がどろりとしたルーと親指ほどもあるライスとともに、唇に吸い込まれて消える。大きな舌が、口の周りについたルーをぺろりと舐なめ取る。

　なんという迫力。しかしどこか艶なまめかしくもある。

　十分も経たたないうちに皿は次々と空になり、スプーンが底に当たって、カラカラと小気味のいい音を立てた。

　さすがは航宙自じ衛えい隊特製カレーだ──竜りゆう一いち郎ろうは満足した。

「どうだ、美う味まかっただろう？」

　笑って言うと、我に返ったようにルビーが顔を上げて、眉まゆを吊つり上げて握ったままのスプーンを突きつけてきた。飛んだ滴に直ちよく撃げきされるところを、危うく避よけた。

「こんなもので、オレたちを油断させようったって騙だまされるもんか！　そりゃあ美味かったが、騙されないぞ！」

「騙す？　何のことだ？」

　竜一郎は真珠を見たが、彼女は困ったように微笑ほほえむだけだった。

「俺おれは、何も企たくらんじゃいない。これからともにやっていくにあたって、親しん睦ぼくを深めようと思っただけだ。それには、同じ釜かまの飯を食うのが一番だと思うからそうした。引継ぎが終われば、君たちは俺の部下になる。戦せん闘とうになれば、好むと好まざるとに拘かかわらず、君たちは俺に命を預けることになる。俺は預かる立場になる。軍人は、上官の命令には従わなければならない。それが、どんなクソのように思える命令でもだ。だが、それは信頼があるからこそ、下し、実行できるのだ、と俺は思う。いままでの君たちへの扱いは不当だった。《ＵＮＣＯＶアンコヴ》もバカじゃない。それに気づいたからこそ、組織を一新させた。いまは知り合ったばかりで難しいだろうが、まだ二週間近くある。これからゆっくりと──」

「信頼？　信頼だって？」

　竜一郎の台詞せりふは、ルビーの声に遮られた。気がつけば、全員の目がこちらを見ていた。それは、真珠がちらりと見せた、あの軽侮の──否、もっと強い、怒りと侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしだった。

　理由がわからず、竜一郎は当惑した。

「本気で言ってるのか、あんた？　俺たちに向かって、そんなことを本気で言っているのか？　だとしたら、あんたは相当な恥知らずだな！　何が、気がついた、だ！　何が、組織を一新、だ！　それがどうした？　そういう台詞はコレを外してから言えよ！」

　そう言って、ルビーが示したのは、全員の首につけられているチョーカーだった。

　竜りゆう一いち郎ろうはますます首を捻ひねった。

「聞こうと思ってたんだが、それは《ヴァルキュリア騎き兵へい隊》のシンボルか何かか？」

　すると、ルビーはテーブルをその巨大な拳こぶしで叩たたいた。

「おいおい、白々しいぜ！」

「まったくデース」

「……このおにいちゃん、最低」

「…………」

「隊長……それは、あんまりあたしたちをバカにしてます」

　口々に浴びせられる非難に、竜一郎は本気で訳がわからなかった──いったい、彼女たちは何を言っているんだ？

「待ってくれ！　俺おれは本当に──」

「どうしても説明させてえのか？　新しい精神的拷ごう問もんってやつか？　──そうかよ。じゃあお望み通り、説明させていただきましょうかね？　この噓うそつきの最低の屑くずの人間野郎様に！」

　竜一郎に突きつけられたスプーンから、再びカレーの滴が飛んだ。




「来たぞ、カリウス」

　皮肉めいた微笑ほほえみを浮かべたヘルガの視線の先で、セントラル・エレベーターの作動表示ランプが、カーゴが上がってくることを示していた。

「予想通りですな……お茶が冷めなくて良うございました」

「味わう余裕があるとは思えんが、一応、出してやるといい」

「はい」

　ポン、と軽やかな電子音がしてカーゴの到着を告げ、三重構造の扉が音もなく左右に開くと、降りてきたのはやはり、竜一郎だった。

　全身に怒りを漲みなぎらせている。

　この熱しやすさは部隊を率いる立場にある者には相応ふさわしいとは言えないが、ヘルガは嫌いではなかった。それは、彼の怒りが他者の代弁であるからだ。

　竜一郎は、少し黄ばんだ制服を着ていたが、髪から肩にかけて、新たなカレーがこびりついていた。

「ひどい格好だな、中尉」

　ベルトの上で指を組み合わせて、ヘルガは少し意地悪く言ってみた。すると、思った通り素直に反応が顔に出る。

「まずは、顔を洗ってきたらどうだ？　いま、カリウスがお茶を淹いれている。それを飲みながらゆっくりと──」

「自分は遠えん慮りよいたします！」

　声の端々から、怒りがこぼれ落ちそうなのがわかる。

「それは残念だな」

「それよりも、大佐にお伺うかがいしたいことがあります！」

「私に聞きたいこと？」

　さりげなく、ヘルガはコンソールを操作した。

「何かな？　答えられることだといいが」

「自分が聞きたいのは、彼女たちにつけられている《首輪チヨーカー》のことです！」

「ああ《安全装置セーフテイユニツト》のことか──それが、どうかしたか？」

　わざと、さらり、とヘルガは言った。さも、大したことではない、といわんばかりに。

　遅かれ早かれ、このことで竜りゆう一いち郎ろうが怒鳴り込んでくるであろうことはわかっていた。彼の気性と与えられた命令を思えば当然のことだ。また、そうでなければ、意味がない。

「どうかし──っとはどういうことですかっ！　あんなものがあるとは、自分は聞いておりません！」

「それは、そうだろう。アレの《安全装置》のことを知っているのは、《ヴァルキュリア》の正体を知る国連の一部の高官、常任理事国の首脳、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の司令と《ＣＯＶ・Projectコヴ・プロジエクト》と《ＣＯＶ運用委員会》のメンバー……それに、アレ自身だ。そうか、聞いたのか。意外と、アレもおしゃべりだな」

　ヘルガは、わざと冷酷に笑ってみせた。

《ヴァルキュリア》は、成長過程において特殊な抗ア原レ性ル物ゲ質ンの投与がなされており、個体はその物質に対して、クラスＥの血清グロブリンが働く免疫反応を起こす状態に調整されている。《首輪》には、投与されたものと同じ抗原性物質が特殊な方法で硬化されて収められており、遠隔操作で体内に打ち込めるようになっている。送り込まれた硬化抗原体は、すぐに溶解して体内に溶け出し、免疫反応を活性化させる。だが、この防御反応は正常には作動しない。この抗原は、巨人の体内で即時型の《Ⅰ》型アレルギー反応を誘発し、アラフィラキシー・ショックを引き起こさせる。これにより《ヴァルキュリア》は数分で、血圧低下、呼吸不全、意識障害などの症状を引き起こして行動不能状態となり、免疫反応抑制物質を再度注入しない限り、そのまま死に至ることになる──これが彼女たちにつけられた《安全装置》である。

　もともとは巨人研究での将来における危機管理用だったのだが、それがそのまま転用される形になったらしい。ゆえに効果のほどは、実験により実証済みだった。

『毒』と違い、細胞が破は壊かいされることがなく、周囲への影えい響きようなど保安上も安全なこの方法は、コントロールはしたいが代替品はない《ヴァルキュリア》を管理する上で、有効な手段だった──もちろん、当の巨人たちにとっては恐怖でしかないだろうが。

「すぐに外してください！　あんな脅迫めいたやり方では、信頼など築きずけません！」

「脅迫めいた、ではない。脅迫、だよあれは──そうでなくて、どうしてＧジー・Ｏオーと戦わせられる？　どうしてアレが人のためなどに戦うと思う？　我々は、アレを脅し、そうしてようやく使っているのだよ」

「しかしっ！　それでは、あまりにも──」

「非人道的だと言いたいのか、中尉？　アレは人ではないぞ。人の遺い伝でん子しを組み込んで造られたまったく別のものだ」

「大佐っ！」

　竜りゆう一いち郎ろうは吼ほえるように言ったが、拳こぶしを振り上げて叩たたきつけるような真ま似ねはしなかった。根本のところで立場をわきまえているのだ。

　ヘルガは、ふっと微笑ほほえんで、彼のこめかみで切れそうに脈動している血管を見つめた。

「そう憤いきどおるな、中尉。──自分たちのしていることが倫理に反していることは、実際のところ、連中も承知している。だからこそ、アレを人型マンタイプ万能戦車オールマイテイタンクなどと呼んで世間から隠しているのだ。何しろアレは、可愛かわいらしい顔をしているからな。もし、アレの正体が世間に知られ、その制御法が漏れれば、世界中から非難されるだろう」

「いっそ、そうなった方がいいと考えます！」

「情報をリークするか？　そんなものはすぐに握りつぶされるぞ。おまえは人知れず魚の餌えさだな。連中は恐れているからこそ備えをしている。確か海岸で銃を突きつけられたのではなかったか？　無駄なことはやめて、自分の気持ちに折り合いをつけろ。一介の中尉にできることなど高が知れている」

　そう嬲なぶると、竜一郎の顔はさっと赤くなった。

「それに中尉。あの《安全装置セーフテイユニツト》は、悪いことばかりではない。あれがあるから、連中は安心して我らに《ヴァルキュリア》を任せたのだ。そうでなければ、運用すらおぼつかないだろう。そのうち、Ｇジー・Ｏオーの方がマシだ、とか言い出しかねん。何しろアレには知性があるからな」

「恐怖で縛しばるのは、正しいことだとは思えません！」

「ならば中尉。あれがステーション内で暴れ出したら、どう止めるのかな？　《シグルズ》を使うか？　そんなに長い時間はもたないぞ？」

「それは……」

「仮に、おまえとアレの間に信頼関係が結べたとしよう。それで、絶対に連中が暴れることはない、と言い切れるのか？　錯さく乱らんすることなどないと、確信できるのか？　一応、アレは生物だ──それも、極めて人間に近いモノだ。生理すらある。それがどういうことかわかるか？　要するに、機械などと比べて、はるかに暴走しやすい、ということだよ。ずっと安全な《シグルズ》にすら、緊急時の自じ爆ばくシステムが搭載されているのだぞ？　アレに《安全装置》をつけるのは当然のことだと思わないか？」

「彼女たちは機械ではありません！　人が危険だというのではあれば、我々はどうなのですか!?　そのような《安全装置》はついていないではありませんか！」

　ヘルガは、机の引き出しから素早く拳けん銃じゆうを出すと、ハンマーを起こして竜りゆう一いち郎ろうに向けた。

　ぽっかりと口を開けた黒い銃口の向こうで、彼がはっきりと息を吞むのがわかった。

「これが、我々の《安全装置セーフテイユニツト》だ。言ってしまえば、これで済む、ということだ。私には部下を処罰する権限が与えられている。同様に、中尉、おまえにも私を逮捕拘束する権限が与えられている。我らにも《安全装置》はあるのだよ。形が違うだけで、な」

「しかし……」

　ヘルガは拳けん銃じゆうを下ろして、ゆっくりとハンマーを戻すと、元通りに引き出しの中にしまった。

「国連の《ＣＯＶ運用委員会》の連中がこちらの要求を飲んだのは、あの《首輪チヨーカー》があるからだ。切り札は人類が握っているのだから怖れることはない、と納得させたのだ。ジェイコブスンは執しつ拗ように危険性を訴えていたがな。アレは《コフィン》に閉じ込めておいて戦せん闘とう時にのみ覚かく醒せいさせるのが正しい、と最後まで譲ゆずらなかった。中尉。アレを棺かん桶おけに戻したいのか？　言っておくが、交渉の余地はない。委員会は絶対に《安全装置》を外すことは認めないだろう」

　竜一郎は、白くなるほど拳こぶしを握り締しめていた。小刻みに震ふるえている。それは怒りのバロメーターのように見えた。

「人類には、アレが必要だ。無理やりだろうがなんだろうが戦ってもらう。何万もの人間の命が、無為に奪われるのを黙だまって見ているわけにはいかん。Ｇジー・Ｏオーはアレでしか倒せないのだからな」

「……大佐の仰おつしやることはわかります。わかりますが……酷ひどい」

「まったくだな。まったく、酷い」

　ヘルガは微笑ほほえんでみせた。

「だからこそ我々も、アレに少しは敬意を払おうということになったのだよ。そのための《ヴァルハラ》であり、そのための新造航宙艦かんだ。アレの態度如何いかんでは、さらなる要求も受け入れられるかもしれない」

　竜一郎は、何かを思案する様子で、無言でヘルガを見つめた。

「さて……どうする、中尉？」




『さて……どうする、中尉？』

　スピーカーから聞こえていた会話に、真しん珠じゆたちは息を詰めて聞き入っていた。

　竜一郎が飛び出していってしまってからしばらくして、突然その声は、天井のスピーカーから聞こえてきたのだった。

　──『何かな？　答えられることだといいが』

　──『自分が聞きたいのは、彼女たちにつけられている《首輪》のことです！』

　──『ああ《安全装置》のことか──それが、どうかしたか？』

　竜一郎と、後は知らぬ少女の声だった。しかし、その少女の方がえらいのだということは、二人のやり取りの中にはっきりと現れていた。

　ひたすら黙もく々もくと流れ作業のようにスプーンを口に運ぶ晶あきらを除いた四人は、空の皿を前に、互いの顔を見合った。竜りゆう一いち郎ろうと少女の話し合いは終了したようで、もはやスピーカーからは何も聞こえてこない。

「ねえ」

　と最初に口を開いたのは、真しん珠じゆだった。

「……隊長さん、本当に《首輪チヨーカー》のこと、知らなかったんじゃないかな？　女の子が言ってたじゃない。知っているのはごく一部の人間だ、って」

「わかるもんか！　演技かもしれないだろ！」

　吐き捨てるようにルビーが言うと、隣となりでレインが大仰に肩を竦すくめた。

「別に、どっちでもいいネ。どうせ戦わなくちゃならないんなら、扱いがマシな方がいいヨ。カレーもおいしいしネ。これなら頼めばハンバーガーとかフライドポテトとかも作ってくれるかもしれないワ」

　それを聞いたミルキィが、口の周りをカレーだらけにしたまま、はい、とスプーンを握った小さな手を上げた。

「ミルキィ、プディングがいい！　パパが、一度、小指くらいの食べさせてくれたの。甘くてね、ぷるぷるなんだよ？　あれをおなか一杯食べたい！」

「じゃあ、今度、いっしょにお願いするネ。あの隊長、おひとよしそうだから、きっと聞いてくれるヨ」

「姉さん、それってなんだか、隊長さんが『バカ』って言ってるように聞こえるんだけど……」

「そう言ってるヨ」

　レインは、バチッと片目を瞑つぶってみせた。

　すると──ダンッ！──隣で拳こぶしを震ふるわせていたルビーがそれをテーブルに叩たたきつけた。

「話を脱線させるなよ！　問題なのは、どうしてオレたちが連中のために戦わなくちゃならないかだろ！　違うか!?　おかしいじゃないか！　あの化物とやり合いたかったら、自分たちでやればいいんだ!!」

「ルビーはしつこいねネ。人は自分たちでも戦ったネ。記き録ろくで見たヨ。それで勝てなかったから、アタシたちが引っ張り出されたんじゃないノ」

「だからっ！　何でオレたちなんだよっ！」

「あ、あのっ」

　険悪な様子に転がっていく二人を取り持つように、真珠は口を開いた。

「あの、それは、あたしたちが持たないと《槍ランス》が活性化しないからだ、って……」

　ルビーが、じろりと真珠を睨にらむ。

「だからっ！　何で、オレたちが連中のために体を張らなきゃならないんだ、ってそれを言ってるんだ！」

「それは……その……」

　真しん珠じゆは口ごもってしまった。自分たちに、Ｇジー・Ｏオーと積極的に戦わなくてはならない理由などない。真珠が戦うのは──仕方がないから──だ。戦わなくては殺される。国連にとって、自分たちはＧ・Ｏ対策用の切り札ではあるが、それも働いての話だ。戦いを拒否するのであれば、お荷物でしかないだろう。

　戦わなければ研究所に戻れるかもしれない、と考えたこともあったが、それはない、とはっきりと言い渡されていた。今度あそこに戻れるのは、解剖研究用の献体としてだ。それもまた脅しかもしれないが、確かめるには命を懸かける必要がある。

　あまりにも分ぶの悪い賭かけだ。

　それに《首輪チヨーカー》までいかなくても、苦痛を与える手段はいろいろと用意されている。苦痛も、恐怖も、Ｇ・Ｏと戦うことで受ける物の方が、人の手によるものよりはよほど楽だった。うまくやれば、そうしたものは味わわなくて済むのだから。

　それでも憤いきどおらずにはいられない、という気持ちもわかる。

　真珠にしたところで、腹は立っている。新しい司令だという少女の台詞せりふは、自分たち本意のあまりに勝手な言い分だった。

[image: ]

　しかし、そもそも自分たちは、人間と対等ではないのだ。

　何の権利もない。何も認められていない。

　名前にしたところで、海かい津づ院いん真しん珠じゆというのはあくまで俗称で、正式名称は《Valkyrieヴアルキユリア─experimentalエクスペリメンタル animalsアニマルズ no.05》だ。

　人間にとって、自分たちは実験動物でしかない──ジェイコブスン少佐などは、それを公言してはばからず、《教育》を《躾しつけ》と言い切っていた。だから、何の痛つう痒ようも感じなかったのだろう。アーマーの中で自分たちが泣き、叫び、哀願しても。それどころか、楽しんでいたようにも思える。

　少佐のことを考えると、いまでも体が震ふるえる。筋肉が硬直する。早く──早く、二週間が過ぎればいいと願わずにいられない。

　真珠にとっては、Ｇジー・Ｏオーなんかよりも、あの男の方がよほど怪物だった。

　比べて、あの中尉は、ずっとずっとマシに思える。

　初めは、《首輪チヨーカー》のこともあって、毛色の違うご機嫌取りなのかとも思ったが、先刻のやり取りを聞いている限りでは、本当に知らなかったと思えた。知らないでいて、その上で、自分たちをこんな風に人間のように扱ってくれたのだとしたら、少しは信用してもよいのではないかと思う。

　それに、司令の少女も言っていたではないか──態度如何いかんでさらなる要求も叶かなうかもしれない、と。

　この忌まわしい《首輪》を外すことは無理でも、これは明らかにチャンスだった。自分たちは繫つながれた犬だが、鎖くさりの長さの範はん囲い内で環かん境きようを良くすることはできる。いまがその絶好の機会な気がする。

　真珠は、小さく深呼吸をして、テーブルを見回した。

「あたし……あの隊長さんのこと、ちょっとは信用してもいいと思う」

　そう言うと予想した通り、ルビーがテーブルを怒りに任せて叩たたいた。

　音と衝しよう撃げきに、ミルキィが首を縮ちぢめる。

「真珠！　あいつは人間だぞ!?」

「わかってるよ、ルビー姉さん。でも、いままで、こんなことしてくれた人がいた？　父さんは、あたしを愛してくれていたと思うけど、自由にはさせてくれなかった。何か道具を渡されて、ああしろこうしろ、と言われたことはあっても、終わればそれは取り上げられた。姉さんたちもそうだったんじゃない？　でも、隊長さんは違う。あたしたちに、自分でやれ、と言ってくれたよ。このキッチンは、きっと取り上げられない。あの部屋だって。自分の好きな時に、部屋を出て歩き回れるんだよ？　いままでを考えたらすごいことじゃない？」

「でも、戦わなくちゃならないんだぞ！」

　頰ほお杖づえをついて、レインはスプーンを振った。

「いままでもそうだったネ。なら、この方がよっぽどいいネ。あれこれ考えるのはストレスの元ヨ」

「レインが考えなさすぎるんだ！」

「そんな怒ってばかりだと、そのうちに脳みその血管がプチンと行くヨ？」

　本当にこめかみに血管が浮いている。ルビーは笑うように、歯を剝むき出していた。いまにも殴りかかりそうな様子に、真しん珠じゆは慌てて声を張り上げた。

「あ、あの！　とにかく、いまできることを、できる範はん囲い内で、前向きに頑張るしかないって思うの！　あたしだって戦うのは怖いし、嫌だけど、いまはどうしようもないし……だから、もっといまをよくするように頑張ろうよ、ね？」

　拳こぶしを握り、真珠は、むん、とガッツポーズを作って、そう言った。

　晶あきらは、食べ終わったお皿をじっと見て動かなかった。ミルキィはスプーンを咥くわえたまま、姉たちをちらちらと見ている。レインは、もうどうでもいいといった様子で欠伸あくびをした。

　そして、ルビーは……、

「ったく、甘ちゃんだぜ」

　吐き捨てるように言って、頭を搔かいた。そうして苦笑してみせた顔は、とても優しかった。

「本当はおっかないくせに、よく言うよな」

　真珠も、微笑ほほえみ返した。

　ルビーの言葉は全すべて、自分やミルキィを思いやってのことだとわかっていた。彼女は、戦せん闘とうを忌き避ひしない。彼女にとって、戦うことは恐ろしいことではないのだ。

　彼女の憤いきどおりは、妹たちが痛めつけられることに対しての怒りなのだ。ただ、素直にそれを出すのが恥ずかしいから、さも自分が忌き避ひしているかのように言う。それがわかっているから、真珠は嬉うれしくなれる。

「きっと、大丈夫だよ。あの隊長さんは、少佐とは違うもの。頼めば、ミルキィのことも考えてくれるかもしれない」

「……そうだといいけどな」

「そう、信じたいよ」

　真珠が大きく頷うなずいてそう言った時、キッチンの入り口に竜りゆう一いち郎ろうが現れ、皆の目が一いつ斉せいに彼を向いた。

「あ……」

　とか細い声で呟つぶやいた竜一郎は、悔しげに唇を嚙かむと、そのまま、つい、と視線を床に落として、真珠たちを見ようとしなかった。そうして、

「……すまない」

　とひと言、呟いた。それが同情でないことは、はっきりとわかった。

　その小さな姿に、なぜだか胸が急に締しめつけられるような感じがして、真珠はかけるべき言葉を見つけることができなかった。

　と──

「ワタシ、ハンバーガーとフライドポテトが食べたいネ」

　スプーンを振りながら、レインが言った。

「このカレー、なかなかおいしかったヨ。人間てずるいネ。こんなおいしいもの食べて、ワタシたちには、どろどろのまっずーいものしか食べさせなかったんだカラ」

　竜りゆう一いち郎ろうの目が、驚おどろきと喜びに大きく見開かれた。

「ミルキィ、プディングがいい。プルプルで甘いの」

「ったく、どいつも食べ物であっさり懐かい柔じゆうされやがって……まあ、悪くはなかったけどな」

　呆ぼう然ぜんとしている竜一郎の前を、巨大な足が通り過ぎた。見れば、晶あきらが無言でカレーのおかわりをしに立ったのだった。そうして、そのままシンクの前に座り込んで、黙もく々もくと食べ始める。

「相変わらずマイペース、ネ」

　レインはため息をついて肩を竦すくめた。

　ひとしきり姉妹で笑ったあとで、真しん珠じゆは席を立ち、まだ困惑気味の竜一郎の傍そばに行くと、ローブの裾すそが広がらないように気をつけながらしゃがみ、そっと人差し指を出した。




　竜一郎は困惑している。

　この様子だと、この人は、司令との会話が筒抜けだったことに気がついていないのかもしれない──そう思った。

「とりあえず、よろしくお願いします──天あま宮みや隊長」

「あ、ああ……」

　竜一郎は、戸惑ったまま、それでも両手をあげて、真珠の人差し指を持つように握った。

　それは、なんとも奇妙な握手だった。













　　　　　Ⅴ．黒い艦







　部屋の中に鳴り響ひびいた警報アラームに、竜りゆう一いち郎ろうは瞬しゆん時じにベッドから跳ね起きた。読んでいた料理の本を投げ出して、椅い子すにかけてあった制服を着、軍刀を下げ、部屋を出てエレベーターへと向かった。

　それは、この《ヴァルハラ》に着任して十二日目──真しん珠じゆたちとの対面から一週間目にしての、初めての警報だった。

　突然のことに、誰だれもが慌てていた。多くの職員が、それぞれの持ち場へと急いでいるが、統制は取れていない。多くが民間からの出向者では仕方のないところだが、訓練の必要がある、と竜一郎は心に書き留めた。

　ボタンを留めながら、来たエレベーターに乗り込むと、そこには先客がいた。

「こんにちは、天あま宮みやクン」

　といって微笑ほほえんだのは、テクニカルアドバイザーの風かざ花はな夏なつ美みだった。彼女は軍属ではないから、竜一郎を階級では呼ばない。彼女は《ガルド》からの出向組だ。二は十た歳ちにして、《ガルド》の抱える企業のひとつである[image: ]日につ帝てい重じゆう工こう業ぎようの開発研究部門の室長の地位にあったという。国際科学宇宙ステーションで最終チェック中の新造航宙艦かん二隻のために、つい先日、赴任してきたばかりだった。

　長い髪をポニーテールにしていつも作業服姿なのは、暇さえあれば整備班にくっついて、この軌道要よう塞さいのメンテナンスを手伝っているかららしい。

「おはようございます、風かざ花はなさん。これ、何の警報アラームだと思いますか？」

「そんなの、Ｇジー・Ｏオーに決まってるじゃない。この《ヴァルハラ》はそのためのものなんだから。他ほかに理由なんてないんじゃなかしら？」

「しかし、前回の出現からまだ一二日です。これまでの周期では、まだ一週間はあるはずだ」

「その辺は、生物班の連中に訊きかないとね。わたしは機械が専門だから」

　エレベーターは《びふれすと》と書かれた区画で停止した。ドアが開けばそこは作戦司令室だった。二〇人ほどの人間が、忙しく動き回っている。

「遅いぞ！」

　声がして、見れば、ヘルガ大佐は既に司令長官席に座っていた。すぐ後ろには、いつもの執事の姿も見える。

「それじゃ、ね」

　軽く肩を叩たたいて、夏なつ美みは自分の席へと向かった。船が届いていない以上、本来仕事はないのだが、自分にできることは積極的にやる、というのが人生の方針らしく、オペレーターも兼ねていた。

　竜一郎は、ヘルガの前に行くと踵かかとを合わせて敬礼した。

「これは何事でしょうか、大佐」

「日本近海の太平洋に、新たなＧ・Ｏが出現した」

「潜水艦の誤認という可能性は？」

「ない。……《ベルザンディ》、映像を出せ」

「《映像を出します》」

　合成音声がそう復唱して、巨大なモニターに《ヴァルハラ》から映した海がライブで表示された。そのうちの一点を、スクウェアが囲み、拡大する。

　これまでのＧ・Ｏとは明らかに違う印象の生物が、白波を立てて進んでいる。全長は一二〇メートルと測定されている。一見、虫のように見える。巨大な団子虫や百足むかでといった印象だ。体には多くの節が見える。ただしその両脇わきにあるのは足ではなく、膜のような鰭ひれで、体全体を波打たせて進んでいる。進行方向の、おそらく頭と思われる場所には、マッシュルーム状の突起が四つ飛び出している。

「あの姿、まさしく怪かい獣じゆうだな」

　腕を組んで、ヘルガはフンと笑った。そして、情報の解析と記き録ろく、予想進路と上陸した際の被害の算出を、衛星オービツト・軌道要塞フオートレス《ヴァルハラ》のメインコンピューター《ノルン》に命じた。

　ネオ第三世代コンピューター《ノルン》は、『トリニティタイプ（三位一体思考型）』と呼ばれる、発展型トライアングル思考コンピューターの最新型で、主として現状分析を行う《ベルザンディ》、主として情報記き録ろく・分類を行う《ウルズ》、主として結果予測を行う《スクルド》、の三つの思考パターンで構成されている。

　名称の《ノルン》とは、北欧神話の運命の女神──過去の《ウルズ》、現在の《ベルザンディ》、未来の《スクルド》──の総称から取られたものであり、システム全体を指す時はそう呼ばれる。

　トリニティタイプがそれまでのトライアングルタイプと大きく違うのは、トライアングルタイプが同列の三つの頭脳の討論で、妥協点を見出していって結論を導みちびくのに対し、トリニティタイプは三つの頭脳を持ちながらもひとつであり、一つの可能性に対して情報の収集・分析・補完を繰り返して結論を導く点にある。

　結論の出発点が同じでも、トライアングルタイプはベターの結論を、トリニティタイプはベストの結論を、見出みいだすのである。

「《Ｇジー・Ｏオーは一時間後に、大おお島しま近海を通過する模様でーす》」

　先ほどとは違う、若干幼い感じのする合成音声がそう告げた。口調もなぜかフランクだ。

「《人口の規模から見てー、上陸の可能性はありませんっ。現時点で予測される、もっとも有力な上陸地点は、東京湾娯楽海上都市《シー・ベガス》かな？》」

「《東京湾は晴天。風はありません。気温二四℃。海水温一三℃。現在《シー・ベガス》と本土を結ぶ高速道は上下線とも渋滞中です。平均時速は二キロ。来場者総数は現時点で三五万人です》」

《ベルザンディ》が、再びそう告げる。

「《上陸想定時刻はねえ……一五：三〇。爆発想定時刻は一六：〇〇ってとこかな？》」

　と、《スクルド》に声が変わった。なんともせわしない。

「《いま、今回のケースに近い『ＧゴＯツＣク』のデータをお出しいたしますわ》」

　今度は、どことなく妖よう艶えんな印象のあるハスキーな声──《ウルズ》だ。すぐに、様々なデータがグラフと図とで表示される。

「《これは、マイアミのケースですわ。この時は……上陸から爆ばく発はつまで二〇分。爆熱による直接被害半径は約一〇キロ。爆風による二次被害半径は約三〇キロにまで及びましたの。爆心から半径四キロの建造物・生物は完全に消滅してしまい、熔解した者、倒とう壊かいした建造物の下した敷じきになった者など、直接被害での死亡者は九万八二五七人でしたわ。その後、発生した磁気嵐あらしによって、周囲半径五五キロの電子機器のほとんどは沈ちん黙もく。それによる三次被害──暴動、病院のシステム停止、犯罪などで、さらに八六八一人が亡くなりましたわ》」

「《交通事情を考えるとねえ……いまから避ひ難なんを始めても、全員死亡かな？》」

　さらり、と《スクルド》が告げる。

「《Ｇジー・Ｏオーをスキャンした結果を表示します》」

　あくまで冷静に──当然だが──《ベルザンディ》は言い、Ｇ・Ｏの透過映像をスクリーンに出した。Ｇ・Ｏの長い体のほぼ中心に、白い核が見える。彼らに特有の《爆ばく核かく》だ。これまでのデータから、その大きさで爆発の規模が決まるらしいことがわかっていたが、その起爆システムについてはまったくわかっていないといってよかった。

「《この核の大きさから想定される一次・二次災害の詳しくは、グラフで表示するね！　以上でーす！》」

《スクルド》の説明が終わると、画面には予測される被害結果が、次々とグラフになって表示された。

　それは、実に恐ろしい結果だった。爆発による直接被害の他ほか、強力な磁気嵐あらしの発生も予測されている。マイアミの時と同じく、半径五〇キロ圏内のあらゆる電子機器は停止。また、震しん度ど八相当の地震の発生もほぼ間違いなかった。津波も起こる。

　元帥杖じようで掌てのひらをぱしりと叩たたいて、ヘルガは眉まゆを吊つり上げた。だが、彼女を怒らせているのは、被害の規模ではなかったらしい。

「まったく……《スクルド》といい《ウルズ》といい、こんなバカな喋しやべり方をするようにプログラムした奴やつは誰だれだ？　あとで修正させてやる」

　と言って、二度三度と杖で掌を打った。

　竜りゆう一いち郎ろうは、これから続けて起こるだろう事態に、唾を飲み込んだ。

　被害のことではない。部下たちが──真しん珠じゆたちが、この警報アラームをどんな思いで聴いているのだろう、と考えるだけで胃がむかついた。

　なぜなら、いま現在《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の戦せん闘とう指揮権は、まだ、あのジェイコブスン少佐にあるからだ。

　初めて対面した日の『カレーパーティ』──ミルキィがそう名づけた──から、まだ一週間しか経たっていない。いないが、その短い時間で、竜一郎は、真珠たちとずいぶんと打ち解けることができたように思えていた。

　パーティの翌日には、第一便の彼女たちの日用品が地上から届けられ、それが初めてのプレゼントとなった。それは彼女たちのサイズに合わせたアンダーウェアと艦かん内ない活動用のショートパンツにＴシャツ、それに靴くつなどで、どれもこれも実用一辺倒のものだったが、それでも彼女たちは喜んだ。

　その次の日には、竜一郎は《ノーアトゥーン》に停泊中の衛星オービツト・軌道輸送艦トランスポーター《スレイプニル》へ、彼女たちを招待した。《スレイプニル》は、それまでの《ハース》と違い、艦内にも彼女たちの居住空間が確保されている。そこは作戦会議室も兼ねており、そこから直接、強きよう襲しゆう揚よう陸りくポッド《クレイドル》へ乗り込むことができるようになってる。この時は、まだ届いていなかったが、それでも彼女たちは、反力プラットフォームに乗った竜りゆう一いち郎ろうの説明に、満足そうだった。

「なんといっても、ポッドの名前がいいです」

　と真しん珠じゆは言った。

「ゆりかご、なんて可愛かわいいじゃないですか。でも、棺かん桶おけ、より悪い名前なんて、ないですよね？」

　そう言って笑った彼女は、本当に普通の一六歳の人間の少女と変わらなかった。

　また、竜一郎は彼女たちに、炊事一般も教えた。

　といっても、洗せん濯たくは汚れ物をクリーニングシュートに落とすだけ、掃除も全すべて自動で行われるので、教えたのは残る料理である。

　現代は、包丁の使い方など知らなくても機械が全自動で調理をしてくれるが、兵たる者、常に最悪の状況を想定して訓練をしなくてはならない。

　竜一郎は、包丁の使い方から始めて、どうやったら種々の食材が、食べられる状態になるかを実地で説明し、同様にやらせた。

　一番よく手を切ったのは、意外にも真珠だった。一見、器用そうに見えるのだが、その実は不器用らしい。巨大キュウリと一緒に危うく刻まれそうになったり、勢い余って肉を突き抜けた串に突き刺されそうになるような目にもあった。

　もっとも上う手まかったのは晶あきらで、まるで機械のようにきっちりと包丁を扱ってみせた。ただ、誉めても何を言ってもまったく反応がないのには困った。真珠に言わせると、実に微妙な変化があるらしいのだが、それを見切るまでには至っていない。

　レインとミルキィは可もなく不可もなくといったところで、ルビーは手こそ切らないが、皮剝むきをやらせると、残った部分よりも削り落とす皮についた実の方が多かった。

　キッチンは連日賑にぎやかで、竜一郎が見本で作る料理に、彼女たちは、

「魔ま法ほうだ！」

　とはしゃいだ。

　そのまま齧かじると、どちらかと言えばおいしくないもの同士が、機械を通すことなく劇げき的に変化するのが不思議だったらしい。

（信頼、とまでは行かないにしても、ある程度は信用されるようにはなれたかもな）

　その感触はあった。

　昨日は、ミルキィと、近いうちにプディングを作る約束もしたのだ。今日の午後、貨物の第三便で、殻から付き合成鶏けい卵らん風・卵が届く予定になっていたからだ。

「約束だよ、おにいちゃん！」

　そう言ってにっこりと微笑ほほえんだミルキィの笑顔は、簡単に思い出せた。

　やっと、信頼が築きずけそうな手て応ごたえを感じてきたところなのだ。それなのに──

　竜一郎は、拳こぶしを握り締しめて、ヘルガを見た。

「大佐……」

「わかっている、中尉──見ろ、来たぞ」

　振り返ると、モニターには明るく輝かがやく月を背に近づいてくる、漆黒の艦かんが映っていた。

《ハース》だった。車輪よろしく、六つのポッドを下げているのがはっきりとわかった。

「司令、《ハース》より入電。入港許可を求めています」

「許可する」

「大佐！」

「……仕方あるまい。戦せん闘とう指揮権は、まだ奴やつの手にある。《クレイドル》の搬入も遅れている状態では、奴に預ける以外にない」

「しかし！」

「時間がないのだ、中尉！　手をこまねいていれば、あと二時間で、関東はただの穴となって消えることになる！」

「…………」

　ヘルガは、元帥杖じようで己の掌てのひらを叩たたいた。

「納得しろ、中尉。そしてアレを説得するのだ。私も《首輪チヨーカー》のことは、なるべく持ち出したくはない」

「あと二日だというのに……」

「Ｇジー・Ｏオーにこちらの都合を言って聞かせるわけにもいくまい」

「──《ハース》入港しました。回線、開きます」

　オペレーターの声に顔を上げると、双方向モニターに、ジェイコブスン少佐の嬉うれしげな顔が映し出された。《ハース》の艦橋のようだ。彼の背後に、制服姿の男女に混じって、グレースーツの男が見えた。

（ライアーさんも、乗り込んでいるのか）

　しかし、その姿はすぐに隠れて見えなくなってしまった。

「約束通り、アレを受け取りに参りましたぞ。大佐殿」

　ジェイコブスンの口調には、明らかに勝ち誇った響ひびきがあった。

「どうやら、天はまだまだ私に采配を振るわせたいらしい。なに、見事使いこなして、私の説が正しいことを証明してみせますよ。三〇分後には出航の予定でいるので、速やかに引渡しを願いたい」

「少佐！」

「……やめろ中尉」

　小声で耳に届いたヘルガの声は無視し、竜一郎は一歩前に出た。

「彼女たちの相互回線を開いてやってください。そうすれば連携が取れ、より──」

「黙だまれ、中尉！　あれに連携など取れるわけがなかろう！　《獣けもの》に言うことを聞かせるには、鞭むちをくれてやる以外にない！　知った風な口を利くな！」

「しかしっ！」

「──大佐。部下の教育も司令の仕事のうちですぞ」

　ジェイコブスンの皮肉に、ヘルガはただ口の端に笑みを浮かべただけで答えなかった。

　通信は切れ、代わりにモニターには、《ヴァルハラ》に挿入される《コフィン》の映像が映し出されていた。

「中尉、何をしている！　時間がないぞ、さっさと行け！　命令だ！」

「はっ！　天あま宮みや竜りゆう一いち郎ろう中尉！　《ヴァルキュリア》五人の《ハース》への引渡しに向かいます！」

　竜一郎は司令長官席を振り返ると、そう叫ぶように言って敬礼し、踵きびすを返した。

「中尉、引渡しが済んだら、貴様も情報収集のために《スレイプニル》で出しゆつ撃げきしろ。……必ず次がある」

「はっ！　天宮竜一郎中尉！　引渡し後速やかに《スレイプニル》で出撃いたします！」

　振り返らずに言い、彼はセントラル・エレベーターへと乗り込むと、《ヨトゥンヘイム》へと怒りとともに降りていった──




「いやあっ！」

　突如として、部屋の中に床から現れた、忌まわしき漆黒の棺かん桶おけを見て、真しん珠じゆは悲鳴を上げ、転がるように廊下へ飛び出していた。

　すると同様に、泣きながらミルキィが部屋から出てきて、真珠を見つけるとその胸に飛び込んできた。

「おねえちゃん！　おねえちゃん！」

　小さい手がシャツの上から肌に食い込んでくる。真珠もミルキィの体を強く抱き締しめた。

「くそったれが！」

　そう吼ほえながら廊下に出てきたルビーは、力任せに壁かべを蹴けりつけた。

「やってくれるじゃねえか！　さんざん人に夢を見せておいて、それを毟むしり取るとはな！　すげえよ！　信じられねえくれえ痛えよ！　クソ人間どもが！」

「やめて、ルビー姉さん！　ミルキィが怯おびえるじゃない！」

　叫ぶように言った真珠の声も、震ふるえていた。

　ルビーの言う通りだった。世の中にこんな楽しい生活があることを知らなければ、きっとこんなに怖くなかっただろう。でも、もう知ってしまった。後戻りはできない。

「騙だましやがったんだよ！　あのクソ中尉が！」

「やめてっていってるじゃない！　隊長さんのせいじゃないわ！　最初から、正式な就任は明々後日しあさつてだってわかってたじゃない！　Ｇジー・Ｏオーが出たのは隊長さんのせいじゃないでしょう!?」

　髪を纏まとめながら、レインが部屋から出てきて、ちらと真しん珠じゆを見た。

「……でも、リューイチロー、もう、しばらくはＧジー・Ｏオー出ないって言ってたヨ」

「そうだけど！　でも、もう出ちゃったんだからしょうがないじゃない！」

「噓うそつきネ」

「嫌だけど、すごく嫌だけど、でもやるしかないよ！　戦って、勝って、それで戻ってくればいいんだよ！　そうすれば、今度こそ本当に、あの少佐から逃げられるんだから！」

　真珠は言ったが、しかしルビーとレインは冷ややかだった。

　その時、セントラル・エレベーターの人間用の方の扉が開いた。

　振り向いた寝所の目に飛び込んできたのは、竜りゆう一いち郎ろうの姿だった。

　彼は、真珠と目が合うと、一いつ旦たん立ち止まり、それから顔を上げて彼女の方へと向かってきた。そうして廊下にまで来ると、周囲を見回して、まず、頭を下げた。

「みんな、すまない……俺おれの見通しが甘かった。太平洋に新たなＧ・Ｏが現れた。いままでの腔こう腸ちよう動物と異なり、甲こう殻かく鋼こうの節足動物に類するＧ・Ｏだと思われる。準備不足で、俺は指揮をとることができない」

　竜一郎は、傍目にも色を失うほど、強く唇を嚙かみ締しめていた。

「頼む、もう一度《コフィン》に乗ってほしい。俺も《スレイプニル》で出る。あれにも重レーザー砲が搭載されている。もし《ハース》がおかしな動きをしたら、それで撃うつ。……部下を、あんな男に渡さなくてはならないかと思うと……無念だ」

　沈ちん黙もくがあった。

　その中で、ただ、ミルキィのすすり泣きだけが、やけに大きかった。

「……ったく、しょうがねえなあ」

　息を吐いて、ルビーが頭を搔かいた。

「男がなんて顔してんだよ。見てらんねえぜ。──真珠、オレは先に行ってるからな」

　ルビーは踵きびすを返して部屋の中へと戻り、レインも、

「Ｆｕ。しかたないネ。──隊長？　帰ったら、ハンバーガーとフライドポテト、作ってもらうからネ」

　と言って、部屋へと戻った。

「……ミルキィ？　ほら、あたしたちも──」

　そう言うと、少女の体は腕の中で固く強こわ張ばった。

「あたしも怖いよ？　でも、行かないと……わかるでしょ？」

　ミルキィは、小さく頷うなずいた。真珠は彼女を立たせてやり、部屋へと送り出したが中にまではついていかなかった。ミルキィは、背中で扉が閉まるまで、竜一郎の方を見ようとはしなかった。

　真しん珠じゆは、立ち上がると竜りゆう一いち郎ろうを見下ろした。視線が絡み合う。彼は、傷ついた目をしていた。だが、彼女は何も言わずに踵きびすを返し、部屋へと戻った。

　そうして、着ていたものを全すべて脱ぐと、《コフィン》の中へと入った。すぐに、ゆっくりと蓋ふたが閉まる。

　体が覚えている感触。嗅かぎ慣れた臭におい。そして──馴な染じみの闇やみ。

　真珠は、静かに目を閉じた……。




　逆噴ふん射しやをかけ、ゆっくりと港を出ていく《ハース》をモニターに見ながら、ヘルガはカリウスに呼びに行かせた風かざ花はな夏なつ美みが、傍そばに来るのを待った。

《ハース》が離岸すると、すぐに《スレイプニル》が出航許可を求めてきて、自動的に承認された。白銀の船体に噴射光をぎらつかせながら、港を離れ、《ハース》のあとを追うべく回頭する。

（いっそ、いまここで、事故として《ハース》を重レーザー砲で撃うち抜くというのはどうだ？）

　言い逃れはいくらでも利く気がした。調整中にはよく起きることだ。しかし──

（ダメだな。アレに当たりでもしたら、意味がない。それに、あの兄どもに、喰くらいつかせる口実を与えるだけだ）

　ヘルガは、ふっと息をついた。

（Ｇジー・Ｏオーは関係ないだろうが、《クレイドル》の搬入が遅れたことには、裏があるかもしれん。兄どもの息のかかった企業は多い。総帥の逆げき鱗りんに触れるような真ま似ねはしないだろうが……用心は肝要だ）

「……お嬢じよう様、風花様をおつれいたしました」

　椅い子すを回して立ち上がり、ヘルガは値踏みをするように、彼女を無遠えん慮りよに見た。

　竜一郎となにやら親しげに話していたが、容姿は並みといったところだった。しかし彼女が《できる》人間であることは調査済みだった。だからこそ《ヴァルハラ》へ呼んだのだ。だが、竜一郎と同じ黒い瞳ひとみには、不安が見える。

「あの……わたし、何かしたんでしょうか……？」

　ヘルガは、にやりとした。

「──貴様は先月、アメリカの《ティップオコンネル・インダストリー》のホストコンピューターに侵入して、データを破は壊かいした」

　さっと、夏美の顔色が変わった。不意打ちの一いち撃げきはよく効く。表情を変えなかったのはさすがだが、血の巡りは簡単にコントロールできるものではない。口を開きかけた彼女の前に、杖じようを掲げて黙だまらせる。

「しらを切って時間を無駄にさせるなよ？　別にＦＢＩに突き出そうってわけじゃない。私は貴様のその腕を買っている」

　夏なつ美みの目が細められた。

「……何を、させたいの？」

「気づかれないように《ハース》の《ヴァルキュリア》に関するシステムを乗っ取れ。いざという時はこちらにコントロールを奪う。──できるか？」

「ま、コーヒー一杯ってところね」

「報酬か？」

「冗談。そんなの要求できる立場じゃないんでしょ？　システムを乗っ取るまでの時間よ。ドリップコーヒー一杯分が入るくらい。……さっそくかかる？」

「当然だ」

「……了解、お姫様」

　夏美は、踵きびすを返して自分の席へと戻った。作業服の袖そでを捲まくり上げ、猛烈な勢いで、ディスプレイにタッチを始める。

「カリウス」

　それを見ながら、ヘルガは小さな声で彼を呼んだ。そうして、体を屈かがめたカリウスの耳に口を寄せると、何事かを囁ささやいた。




（やれやれ……またこれに乗ることになるとはね）
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《ハース》の艦かん橋きようのエレベーターの横の壁かべに背中を預け、ライアーは、狭い艦橋内を生き生きと動き回る、ジェイコブスン少佐を見ていた。彼の体には、相当肉がついているが、人工重力下でそれを少しも感じさせないのは、気力が充実しているからだろう。同じ重力下のステーションでは、ずいぶんと重たげだった。

「全すべてのドラッグ・タンクを満タンにしろ！　少しでも反抗的な態度を見せたら、最大電圧でぶちのめせ！　甘やかされた犬どもに、本当の主人が誰だれかを思い出させるのだ！」

　ライアーは懐ふところに手を入れたが、近くを通りかかった士官に睨にらまれて、手を抜いた。

「わかってますって、禁煙でしょ」

　士官は、当たり前だろう、という顔をして、自分の席に戻っていった。

　しかたなくズボンのポケットに手を入れて、モニターを見上げた。さまざまな部署の映像が重なり合うように映し出されている。その中にひとつ、宇宙を映し出したものがあって、そこには白銀の艦かんの輪郭がおぼろげになるほど輝かがやいていた。

（《スレイプニル》か……）

　心配でついてきた、といったところだろうか？

　わからなくはない。なにしろ、少佐は実に嬉うれしそうだ。こういう時、この男の嗜し虐ぎやく性は、相当に高まっている。

　だが、天あま宮みや中尉の行動は、まったく逆効果だった。少佐は、後方につけている《スレイプニル》の存在を、嫌というほど感じていて、必要以上に気負っている。この男が競走馬なら、誰も賭かけたりはしないだろう。

「まもなく作戦海域上空です」

　オペレーターが告げると、少佐はマイクを引っ摑つかむようにして、

「よし《コフィン》を展開しろ！　降下準備！」

　と命令を下した。

「了解。《コフィン》展開します」

　すぐに復唱が返る。

　鈍い震しん動どうが伝わってきて、ライアーは無意識に足を踏ん張っていた。足元に地球があるかと思うと、どうにも落ち着かない気分になる。

　見上げたモニターのひとつには、海を進む黒い影が、はっきりと映っていた。




　車輪の軸が真ん中で二つに分かれ、その面を下にして円形の漆黒の筒が《ハース》の船体下部で展開するのを、竜りゆう一いち郎ろうは《スレイプニル》の艦橋で、肉眼で確認していた。

　艦橋内には、竜一郎以下、五人の人間がいる。これはこの艦の最小運航可能人数だ。《ノルン》の縮しゆく小しよう版ともいえるコンピューターで制御されているこの艦は、ほとんど全てをここでコントロールできる。

　艦かんの上甲板に格納されている、半自動重レーザー砲も同様だ。いま、その砲は、甲板にせり上がり、照準を《ハース》に合わせている。竜りゆう一いち郎ろうの命令ひとつで、いつでも発射可能な態勢にある。

（少佐にも、見えているはずだ）

　竜一郎にとって、これは、無言の圧力だった。《ヴァルキュリア》を無事に戻せ、という抗議だった。

　真しん珠じゆが部屋に戻ったあと、竜一郎は晶あきらの部屋も訊たずねたが、その時には、既に彼女は《コフィン》とともにいなくなっていた。

　つまり、あそこには、全員がいるということだ。足元に広がる太平洋に向かって、宙ちゆう吊づりになっている《棺かん桶おけ》の中で、五人が、強制的に眠らされている。

「《ハース》が、《コフィン》を切り離しました」

　オペレーターの言葉を聞くまでもなく、竜一郎はその様子を見ていた。

　切り離された五つのポッドは、すぐに地球の重力の長い腕に捕まり、初めはゆっくりと、そうして徐々にスピードを上げて、太平洋へと落ちていった。

「ポッドを追え。細大漏らさず記き録ろくするんだ。彼女たちの生体データはモニターしているな？」

「はい。血液中からウレイドタイプのトランキライザーが少量検知されていますが、現在のところ異常ありません」

　通常の処置だ。月世界反乱戦では竜一郎も服用した。一いつ瞬しゆんで命が消し飛ぶ最前線では、慣れるまで弱い精神安定剤を飲むことは推奨されている。

「よし、続けろ」

　大気圏の中で五つの燃える星となった《コフィン》をモニターで追いながら、竜一郎は、《ハース》におかしな動きがあれば、これを本気で撃うつべく、重レーザー砲の発射命令を下すパネルに指を置いた。













　　　　　Ⅵ．解放戦線







　首の後ろに感じた痛みに、真しん珠じゆは、抗あらがわずに目を開けた。

　特殊ポリマーアロイが首から下の、裸の全身に噴ふん霧むされ、硬化して、防弾・衝しよう撃げき緩かん衝しようの役割を持つインナースーツへと変化する。完了すると、今度は全身を覆おおうアーマーが素早く装着される。ただしこれには筋力を増強させるといった肉体の補助効果はない。代わりに、二の腕の血管を狙ねらう針が何本か、そして、背骨に押し当てられるようにして並ぶ電撃装置が、これには用意されている。

《lid open》

　バイザーにそう表示されると同時に、《棺かん桶おけ》の蓋ふたがゆっくりと開いていく。自動的にバイザーが遮光変化を起こして黒く変じ、太陽光が目を焼くのを防いでくれる。波の音が聞こえる。ポッドの中に侵入した波が足元を洗う。

『さっさと起きろ、クソ《犬》ども！　もたもたしていると、神経を焼くぞ！』

　ジェイコブスン少佐のだみ声が、ヘルメットの中で響ひびいて、真珠は眉まゆを顰ひそめた。

　嫌悪と怒りが込み上げるが、靄もやがかかったようにはっきりとしない。眠っている間に打たれた薬のせいだろう。

（きっと、隊長さんならあんなことは言わないんだろうな……）

　そんな考えが、ふと浮かぶ。

　この一〇日あまり、彼は、あたしたちを一度もナンバーで呼ばなかった。言い間違えることもなかった。《アレ》とは決して言わず、その場にいない姉妹を《彼女》と言った。

　──自分たちを、自分と同じ存在として扱ってくれた。

　それがどんなに嬉うれしいことであったのか、どんなに貴重なことであったのか。こうして、再び貶おとしめられてみれば、はっきりとわかる。

　すぐ後ろで低いモーター音がして、ジャッキアップが始まった。

　真しん珠じゆは、意識を切り替えた。

（もう一度、あの喜びを感じたかったら、ここを切り抜けるしかない）

　他ほかの皆も、そう思ってくれていたらいいと思う──それはきっと、力になるだろうから。

　アーマーはストレッチャーに固定されていて動くことはできないが、目は徐々に光に慣れて辺りの様子がわかるようになってきた。

　目前には、ただひたすらに、青い海が広がっている。素早く見回すと、墓標よろしく数個のポッドが確認できた。いずれも蓋ふたは開いているが、まだ、誰だれも出てきてはいない。

　ジョイントが解放され、真珠は前のめりに倒れた。両手をついたが、思ったよりも深く、バイザーが海面に触れた。

　瞬しゆん間かん的てきに垣かい間ま見た海の中はとても美しかったが、魚の姿はなかった。Ｇジー・Ｏオーの接近を感じてとっくに逃げてしまったのかもしれない。

『急げ！　急げ！　急げ！　お仲間は、すぐそこだ！　銃を取れ！　槍ランスを握れ！」

　頭痛を引き起こすほど酷ひどい声が、そうがなり立てる。

（わかってるわ……）

　真珠は、膝ひざを立てて立ち上がると、ポッドの中から《槍》を取り出してケーブルを腕に繫つなぎ肩のラックにかけた。《槍》は微細な振動を起こして、謡うたうような音を微かすかに立てている。これは、自分たち姉妹が触れることでしか起こらない《解明不可能現象》だ。

　この周波数が影えい響きようを与えるのか、それともまったく別の原因なのか、Ｇ・Ｏはこれを体内深く打ち込まれると、消滅、という言葉がピッタリとくるような現象を起こす。その際、爆ばく発はつはない。もしそうなら、《ヴァルキュリア騎き兵へい隊》はとっくに全滅している。

　ポッドからせり出した銃架から、突撃銃アサルトライフルを取って肩にかけ、フックのついたマガジンを取って、ひとつをマガジンフロアーに叩たたき込み、残りを腰に引っかける。スライドを引いて初弾を薬室に送り込み、セイフティを解除する。

《槍》以外で受けた傷は即時再生するが、まったく意味がないわけではない。傷が深ければそれだけ再生には時間がかかる。通常弾で抉えぐるのは、それなりに意味がある。

　真しん珠じゆは、銃を構えて振り返った。

　ぞくっとした感覚が、背中を走る。バイザーが、視界の先に波を蹴け立たてて走るＧジー・Ｏオーの姿を捉とらえ、情報を表示する。

（速い）

　明らかに、いままで戦ってきたＧ・Ｏとは質が違っていた。

　薬はまだ効いている。恐怖が、肌のすぐ下で顔を出そうと蠢うごめいているのがわかるが、何とか抑えられている。

『《Ｖ─04》！　銃じゆう撃げきしつつ前進しろ！　ぶちかませ！』

　逆らわず、言われた通りに、真珠は海の中を駆け出した。他ほかへの命令内容は聞こえてこない。だが、おそらくいつもと同じだろう。

　晶あきらは遠・中距離から援えん護ご。真珠、レイン、ミルキィはＧ・Ｏを中心に半円状に展開してこれを牽けん制せい。そして、ルビーが機を見て《槍ランス》を突き立てる。

　──だが、これはあまり上う手まい分担とは思えなかった。

　正直、ルビーは『機を見る』というのが得意ではない。すぐに頭に血が上るし、そうなると周囲が見えなくなる。相手の状態にお構いなしに《槍》を放り、結果、避よけられたり、弾はじかれたりすることが多い。

　速さはあるが、命中率も悪い。

《槍》の扱いの正確さならば、真珠が一番長たけている。それは、自他ともに認められている。だが、ジェイコブスンはあくまでパワーだけを重視した──震しん動どうにより細胞を破は壊かいする《槍》には意味のないことなのに。

　それに、ミルキィを前列に置いておくことにも疑問がある。

　体が小さいから身軽だとでも思っているのだろうか？　それなら間違いだ。そもそも彼女は戦せん闘とう行為そのものに向いていない。

　怖がりで泣き虫なミルキィ・コーラル──しかし彼女も言われた通りに左さ翼よくを前進していた。

　腰が引けた状態での射撃を断続的に繰くり返しつつ、彼女には長すぎる槍をもてあますように、どこか危なっかしく走っている。目標はまだ遠く、弾は一発も当っていないだろう。

（きっと泣いてるわ）

　声は聞こえないが、そうだと思えた。泣きながら、それでも進むしかない──痛い思いをしたくなければ。

　右翼後方で銃声がして、Ｇ・Ｏがいると思われるあたりで、ぱっ、と火花が散った。晶が狙そ撃げきしたのだ。だが──

『弾かれただと！』

　マイクを切るのを忘れたのか、少佐のうろたえた声と、周りのざわめきが聞こえて、何が起こったのかわかった。

　声はすぐに聞こえなくなったが、続けて、左さ翼よくからレインの突撃銃アサルトライフルによる攻こう撃げきが始まった。灼しやく熱ねつした弾丸が光跡を引いて、迫りくるＧジー・Ｏオーの周辺へと着弾する。水柱が幾つも上がり、火花が散る。

　今度は、真しん珠じゆにもはっきりと見えた。弾は全すべてＧ・Ｏの外がい殻かくに阻まれていた。

『《Ｖ─01》！　《Ｖ─04》！　《Ｖ─05》！　奴やつを包囲して前進しろ！』

　少佐の金切り声が反はん響きようして、真珠は唸うなった。

「晶あきらの劣化ウラン弾で撃うち抜けなかったのに、あたしたちの銃でどうしろっていうのよ！」

　真珠は叫んだが、少佐には聞こえていないことはわかっていた。

　Ｇ・Ｏはこちらの作戦に気付いたのか、沖へと向きを変えようとした。その進路へ、ルビーの擲弾グレネードが叩たたき込まれる。海が爆ばく発はつするように弾はじけて、Ｇ・Ｏは再び方向を変える。その隙すきに、真珠、レイン、ミルキィの三人は、包囲位置について銃撃を加えつつ前進した。

　奇声を上げ、Ｇ・Ｏは包囲を破ろうと考えているのか、グネグネとした動きで銃撃を避よけつつ周回した。緑色に輝かがやく四つの突起が、それぞれまったく別の方向へ向く。甲こう殻かくが太陽光の反射を受けてぬらぬらと黒光りする。

　ウェアの下で、ぷつぷつと肌が粟あわ立だった。

　ぞっとする。

　自分の三倍もある虫のような巨大生物と戦うのが、こんなにも生理的に気持ちが悪いものだとは知らなかった。

　人間も自分たちを見る時、同じ気持ちだったのだろうか、と考えかけて、真珠はそれを追い払った。

（あたしたちはあの虫とは違う！　この嫌悪感は、巨大だからではなく、あれが虫に似ているからよ！）

　うなじの毛がそそり立つのを我慢しながら、真珠はさらに前進した。

　時折立ち止まっては、しっかりと銃を構えて撃つ。だが、当たらない。三点から同時に撃ち込んだ時にも、ほとんどがかわされ、残りも甲殻に弾かれた。

『もっと近づけ！　《Ｖ─01》！　《Ｖ─04》！　《Ｖ─05》！　今日は貴様らが突貫しろ！』

　コンソールを殴っている音がした。

（冗談じゃない）

　そんなのは作戦でもなんでもない。ただの自殺行為だ。予測不可能な動きで弾すらかわす相手にどうしろというのか。

　ほぼ同時に、三人の前進は止まった。

　そろそろ限界の距離だった。これ以上近づいての射撃は、同士討ちの可能性がある。

　槍ランスを持って突っ込むとなればなおさらだ。

　なおも躊躇ためらっていると後方で、ドン、と音がして、僅わずかに放物線を描きながら飛ぶ物があった。

（！　グレネード!?）

　前回の悪夢が蘇よみがえって、真しん珠じゆはどっと汗をかいた。あの時も、Ｇジー・Ｏオーというより、爆ばく風ふうにやられたのだ。

　だが、バイザーのデータが、今度は十分な距離があることを示していた。

　弾はＧ・Ｏを直ちよく撃げきした。爆発が起こり、巨大な水柱が立って、真珠は足を踏ん張って爆風と、直後に降り注いだスコールのような海水に耐えた。

『いまだ！　突っ込め！』

　その声に背中を押されるようにして、真珠、レイン、ミルキィの三人は槍をラックから外し、それを手にして駆け出した。

　逆らえば、恐ろしい痛みを味わうことになる──それは、耐えられない。

　水煙を払いつつ走る。あれの直撃を受けたのなら、いくら甲こう殻かくが強固でも、節がダメージを受けているはずだ。

　瞬しゆん間かん的に発生した霧きりの向こうに、巨大な黒い影が浮かぶ。真珠は、構えた腕に力を込めた。

　──ずるり。

「！」

　影が動き、真珠はハッとして足を止めた。考えてのことではない。本能が、危険だ、と告げていた。

　その、数歩先。

　ざくり、と巨大な団扇うちわ状の尾が、突き刺さった。甲殻の尾羽は、一枚一枚がまるで刃物だった。あのまま進んでいたら、体を両断されていたかもしれない。

「うっ、うわ……わわっ」

　薬の効果など、吹き飛んだ。

　真珠は、銃を撃うちまくりつつ、尻しり餅もちをつくと必死に後退していた。ひゅん、と音がして、何かが頭上を過ぎ、目の前で火花が散った。その部分の甲殻が、大きく凹へこむ。だが、すぐに戻ってしまう。

　おそらくは晶あきらが精密射撃をしてくれたのだ。

　一瞬、Ｇ・Ｏの動きが止まる。

　真珠は、血が出るほど唇を嚙かんで恐怖をねじ伏せ、素早く立ち上がると、左手で銃を乱射しながら後退した。

『何をしている！　逃げるな！《Ｖ─01》！《Ｖ─04》！　前進しろ！《Ｖ─05》！　敵前逃亡は銃殺だぞ！』

　その言葉に、真しん珠じゆはミルキィを振り向いた。

　──彼女は、逃げていた。

　後退などとは呼べない。完全に背を向けて、走り出している。

「ミルキィ！　だめ！」

　真珠は叫んだが、聞こえるはずもなかった。

　直後、ミルキィは何かに驚おどろいたように跳ねたかと思うと、その場に立ち尽くした。そして、そのまま動かない。

「少佐っ！」

　Ｇジー・Ｏオーが向きを変える──獲え物ものを見つけた、とでもいうように。

　真珠とレインは、ミルキィから興きよう味みを逸そらせようと、背後から銃じゆう撃げきを加えたが、まるで背中に目があるかのように、悉ことごとくをかわされた。

「ミルキィ！」

　バイザーの内側に唇から溢あふれた血を飛び散らせつつ、真珠は叫んだ。

　──と、ミルキィが、動いた。

　真珠は僅わずかに安あん堵どしたが、しかし、それはすぐに驚きよう愕がくに変わった。

　彼女は逃げるどころか、踵きびすを返すと《槍ランス》を振り回しつつ、Ｇ・Ｏに向かって突進した。

　全員、銃撃を止める他ほかはなかった。下へ手たに撃うてば、ミルキィに当たる！

　真珠とレインは、必死に走り出した──だが、Ｇ・Ｏの方が絶対的に速い。

（間に合って!!）

　真珠は、《槍》を構えると、ぐん、と力任せに投とう擲てきした。

（尾を海底に縫ぬいつけることができればっ！）

《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》は、歌いながら大気を切り裂いた。

　──ガキンッ！

　しかし、黒い甲こう殻かくは、望みもろとも《槍》を弾はじき返した。

「ミルキィーっ！」

　ぱっ、と彼女の小さな体に合わせたアーマーが、真っ青な空に、高く高く舞い上がった──




「何が起こった！」

　無む謀ぼうとしかいえない突撃を開始したミルキィに、竜りゆう一いち郎ろうはオペレーターに回答を求めた。

「コーラル騎き兵へい、錯さく乱らんしています！　血液中からアルカロイドを検出！　ストリキニーネ系の興こう奮ふん剤です！」

「中和薬を！」

「こちらからでは無理です！　コントロールは《ハース》に！」

「くそっ！」

　竜りゆう一いち郎ろうは、コンソールを叩たたいて《ハース》の艦かん橋きようと回線を繫つないだ。スクリーンにすぐに艦橋内の様子が映る。

「ジェイコブスン少佐！　すぐに興こう奮ふん剤を中和してください！　危険です！」

『馬ば鹿かを言うな。やっと戦う気になったのだ』

「無む謀ぼうです！　このままでは──」

「艦長！　Ｇジー・Ｏオーが、コーラル騎き兵へいと接触します！　ああっ！」

　オペレーターの悲鳴にスクリーンを振り向いた時には、ミルキィの小さな体は、空中高く舞い上がっていた。

　まるで玩具おもちやのように、海面へと叩きつけられる。

　巨大な水柱が上がり、このために発生した津波が大おお島しまの港を直ちよく撃げきして、係留してあった船を次々と飲み込んだ。

　時間が凍りついた。

　ミルキィは動かない。アーマーが歪ゆがみ、左足が、曲がるはずのない方向へ、大きく曲がっている。やがて、じわり、と鮮あざやかな赤い色が、彼女を中心にして広がり始めた。

　Ｇ・Ｏは、銃撃が止やんだと見ると、彼女の脇わきを通り抜けて、沖へと泳ぎ出した。だが、誰だれも追おうとはしなかった。全員が、放心したかのように立ち尽くしている。

「コーラル騎兵、意識を失いました！　大だい腿たい骨こつ、右第三肋ろつ骨こつ、骨折！　内出血多数！　折れた骨が動脈を破って大量に出血しています！」

「くっ！──少佐！　彼女を早くポッドに！　治ち療りようを！」

　竜一郎は叫ぶように言った。だが、それは完全に無視された。

『何をしている《犬》ども！　追撃しろ！　人間の命が懸かかっているんだぞ！　また神経を焼かれたいのか！』

「少佐！」

『やかましい、若造！　いまは作戦行動中だ！　黙だまって見ていろ！』

「少佐！　《スレイプニル》の砲が、《ハース》の艦橋を狙ねらっています！　自分は撃うちたくありません！」

　スクリーンの向こうの乗員が、ぎょっとしたようにジェイコブスンを見た。だが、彼は少しも動じていないように見えた。それどころか、異常に興奮しているのが、スクリーン越しにもはっきりとわかった。

『脅しのつもりか、若造？　いいだろう、やってみろ。私は死ぬだろうが、おまえも助からんぞ。もちろん、あの《犬》どももだ。アレは、人間を誘惑する悪あく魔まだからな！　なによりまず、あと一時間で、四〇万人近くが死ぬ！　どうだ？　それでも撃てるか？』

　竜一郎は、歯は嚙がみした──なんという男だ。

　真しん珠じゆたちはようやく我に返ったのか、ミルキィの周りに慌てた様子で集まったが、どうすればいいのか弱りきっているようだった。互いの声が聞こえない状況が、混乱に拍車をかけていると見えた。

　赤い染みだけが、確実に広がっていく。

（……どちらを選ぶか、考えるまでもない。彼女は俺おれの部下だ）

　竜りゆう一いち郎ろうは無言で心を決めた。それを、少佐は勘違いをしたようだった。

『わかったようだな。……では、腰抜けの《犬》どもに、あのチビ同様、勇気を与えてやるとするか』

「まさか──やめろっ！」

『断る』

　少佐の指が、何かの表示を押した。

　これほど邪じや悪あくな顔を、竜一郎は見たことがなかった。歪ゆがんだ喜びに唇がめくり上がり、目はにごって血走っている。

　だが、その顔は、すぐに困惑に変わった。

『な、なぜだっ！　なぜ、興こう奮ふん剤が注入されない！』

　竜一郎はその言葉にスクリーンを見た。真珠かレインが、ミルキィの脇わきに膝ひざをついて何とかアーマーを外そうと試みている。だが、それ以外に変わった様子はなかった。

　ジェイコブスンは、立て続けにパネルを叩たたいたが、やはり何も起こらなかった。その顔から、見る間に血の気が引いていく。

『なぜだ……』

『──無駄だ、少佐』

　そう声がして、スクリーンに《ビフレスト》の司令長官席に座るヘルガの姿が映し出された。

『アレに関するコントロールは、こちらにいただいた』

『なんだ、と……』

『我々としては、アレをあまり粗雑に扱ってもらっては困るのだよ』

　細い指を見せつけるように、ヘルガはそれをコンソールパネルの上に載せた。

『何をするつもりだ！』

『どうなさるおつもりですか、だろう？　自分の立場もわからなくなったか？　ああ、何をするか、だったな。──こうするのだ』

　そっと、指がモニターに触れる。

　警けい告こく音がして、竜一郎は手元を見た。画面には《armor eject》と表示され、《ハース》の艦かん橋きようで、やめろ！　という声が起こった。

　直後に、《ヴァルキュリア》たちの体の節々から蒸気と思おぼしき煙が噴ふん出しゆつしたかと思うと、まるで崩れるように、彼女たちのアーマーは剝はがれ落ち、特殊ポリマーアロイのインナースーツだけの姿になった。

　大おお島しまの沖に、突如、六人の美しき巨人の少女たちが出現した。

『貴様っ、なんてことをっ！』

『中尉、連中との回線は開いた。落ちたヘルメットから声は聞こえるはずだ。連中に《Ｖ─05》をポッドに収容させろ。こちらで自動治ち療りよう装置を作動させる。それが済みしだい、他ほかの連中も撤てつ退たいさせろ──東京は諦あきらめる』

『馬ば鹿かなっ！　四〇万人を見殺しにするのかっ！』

『あなたの責任だよ、少佐』

　二人のやり取りは置き、竜りゆう一いち郎ろうは急いで真しん珠じゆたち全員と回線を開いた。

「みんな、聞こえるか？　天あま宮みや中尉だ」

『えっ、隊長さん!?　あ、あのっ、ミルキィ──ミルキィが！』

「わかってる。すぐに彼女をポッドに運ぶんだ。まだ、間に合う。それが済んだら、君たちもポッドに戻れ。こちらで宇宙に打ち上げて《スレイプニル》に回収する」

『で、でも……』

「《教育》のことなら心配するな。ポッドのコントロールは全すべてこちらで掌しよう握あくした」

『でも、Ｇジー・Ｏオーは……』

「……今回は諦める。作戦終了だ──よくやった」

[image: ]

　竜りゆう一いち郎ろうは通信回線を切り、スクリーンを見上げた。ちくりと痛みが走って、開いた手は、爪つめが皮ひ膚ふを破って血が滲にじんでいた。真しん珠じゆとレインが、そっと、しかし急いで、ミルキィをポッドに収容する。自動的に蓋ふたが閉まっていき、完全にその姿が見えなくなるまで、彼女たちは末妹のことを見つめていた。

「収容完了しました」

「よし《自動オートメデカル治療トリートメント》開始」

「《自動治療》開始します。……《応急手当ファーストエイド》終了まで五分です」

「終了後《拘束》して打ち上げろ。他ほかのポッドも同様のタイミングで打ち上げを行う」

「了解」

　竜一郎は、息をついて、スクリーンの一角に映るＧジー・Ｏオーの現在位置に目をやった。若干、速度は落ちているが、確実に東京湾を目指している。

『この人殺しめ！』

　呪のろうような声に、竜一郎はスクリーンの中のジェイコブスン少佐を見た。

　自分に向かって言ったのではないようだ。

『貴様はガキの理屈で、四〇万の人間を殺そうとしているのだぞ！　わかっているのか!?』

『ずいぶんと人類愛に満ちた台詞せりふだが、私がその程度のことで傷つくと思っているのなら大きな間違いだよ、少佐。あえて言わせてもらえば──』

　ヘルガは、うっすらと微笑ほほえみを浮かべた。

『──それがどうした、だ』

『なっ……』

『少佐。アレは人類の切り札だ。たかだか四〇万の人間のために、将来何億人の人間を救うための札を捨てる愚行を見逃すわけにはいかない。──列強の首脳方は、私の行動を《英断》と讃たたえてくれるだろう。連中は、アジアのちっぽけな島国の人間のことなど気にはしない……実際のところ、貴様もそうなのだろう？』

　ジェイコブスンは答えない。それが答えだった。

『ところで、少佐。自分の手腕を認めさせたいからといって、あれは感心しないな。《ＵＮＣＯＶアンコヴ》は秘匿部隊ハイドユニツトだぞ？　それ相応の覚悟をしておくのだな』

　何のことか、と思っていると、スクリーンに映っていた大おお島しまの一部がズームされて、そこにＴＶカメラを構えた人間と、他にも数台の、インターネットライブニュース用の無人撮さつ影えい機が、アーマーを脱ぎ捨てた《ヴァルキュリア》たちを余すところなく映している様子を捉とらえていた。

　少佐の顔は、白から死人のような土気色に変わった。直後、唐突に回線は切れ、ジェイコブスンの姿は《スレイプニル》から消えうせた。

『中尉』

　ヘルガの声に、竜一郎は彼女を見上げた。

『同胞のことは、残念だが諦あきらめてくれ。弁解するわけではないが、これがベルリンであっても、私は同じ決断をした』

「承知しております、大佐」

『……そうか』

　大きな椅い子すにすっぽりと収まった、細身の軍服の少女は、薄うすい胸の上で組んだ手の指を擦さするように動かして、竜りゆう一いち郎ろうから視線を外すと、どこか自虐めいた微笑ほほえみを浮かべた。

　しかし、それは一いつ瞬しゆんだった。

　再び顔を上げた時には、またいつもの、《大佐》の顔に戻っていた。

『天あま宮みや竜一郎中尉。《コフィン》を速やかに回収し、《ヴァルハラ》へ帰き還かんせよ』

「了解！　天宮中尉、《コフィン》を速やかに回収し、《ヴァルハラ》へ帰還いたします！」

　敬礼する竜一郎に向かって、ヘルガは軽く頷うなずいてみせた。

　通信は切れ、竜一郎はオペレーターに向かって、どうか？　と訊きいた。

「コーラル騎き兵へいの《応急手当フアーストエイド》は完了しました。他ほかの騎兵隊員もポッドへの乗り込みは完了しています」

「カウントダウン開始」

「カウントダウン、開始します。──打ち上げ、六〇秒前……三〇……一五……」

　竜一郎は、沈ちん黙もくしている《ハース》を見た。彼の手は、最後の不測の事態に備え、まだ、重レーザー砲の発射コントロールパネルに添えられていた。

「……一〇……五、四、三、二、一、点火イグニツシヨン」

　小さなウィンドウに映る五つのポッドは、その下部から激しい蒸気嵐あらしを巻き起こし、ゆっくりと地上を離れ始めた。

　この瞬しゆん間かん、東京湾に浮かぶ人工島の三五万の命と、その周辺にある五万以上の命が消えることが決定した──竜一郎は、それを深く嚙かみ締しめたが、後悔はなかった。




（さすがは、アデナウワー一族の末姫……たいしたもんだ）

　混乱する《ハース》の艦かん橋きようを眺めながら、ライアーは、弱冠一二歳の新しい司令を胸の内で賞賛した。

（まさか、マスコミまで巻き込むとは思わなかったよ。いま頃ごろ、世界中で大おお騒さわぎだな。これだけ派手に《生中継》されたんじゃ、まったくお手上げだ。やれやれ……減給程度で済めばいいが）

　ライアーは、ふっと微笑んだ。

（そうなったら、あの中尉に雇ってもらうか）

　それは、なぜかひどく魅み力りよく的な考えのような気がした。あの真っ直すぐな気性は、ずっと裏の世界で生きてきた彼には、腹立たしいと同時に、心地よくもあった。

（あ、でもそうなったら、ずっと宇宙なのか──じゃあ、ダメだな。残念）

　ジェイコブスン少佐が、何事かを怒鳴り散らして、女性オペレーターの一人を殴り飛ばした。彼女は、骨が折れて鼻が激しく変形し、前歯が血の糸を引いて落ち、ついでに意識も落ちた。悲鳴は恐怖に押し込められた。

　肩を怒らせて、艦かん長ちよう席に戻ってきた少佐の拳こぶしには、歯が二本ほど突き刺さっていたが、気づいていない様子だった。

（イっちまったか）

　よっ、とライアーは壁かべから背中を離した。

　少佐は、コンソールの下からあまり大きくはない金属製のスーツケースを引っ張り出すと、それを無造作にパネルの上に置いて、二つの鍵かぎの上に親指を当てた。ＤＮＡ照合法により、ケースのロックは解除され、彼はそれを開いた。

　中には、一〇の鍵穴が並んでいる。

　彼は、首に下げたカード型のケースを引っ張り出した。折り目に沿って割ると、中には、この鍵穴にピッタリと来る鍵がひとつ入っている。

　カードケースを持つ手が震ふるえていた。

　それは、《ヴァルキュリア》の安全装置セーフテイユニツトを作動させるためのものだ。

　ライアーは、後ろから彼に近づくと、

「少佐」

　と呼びかけた。

　振り返ったジェイコブスンは、アレと自分、どちらが興こう奮ふん剤を打たれたのかわからないような状態で、節くれ立った指は震えていた。

「いったい、何をするおつもりで？」

「決まっている！　あの小娘に思い知らせてやるのだ！　《犬》どもを全部殺してやる！　Ｇジー・Ｏオーに敗北するような出来損ないは必要ない！　大人おとなを馬ば鹿かにするガキもだ！」

「それで、アレを壊こわすんですか？」

　ジェイコブスンは、口の端から沫あねをこぼしながら、目を剝むいて笑顔になった。

「いい考えだろう？　子供は玩具おもちやを取り上げられるのが一番嫌いだからな！」

（……それは、あんただって）

　ライアーは、微笑ほほえみながらグレースーツの胸元へ手を入れると、それから、思い出したように手を止め、居並ぶ面々を見回した。

「別に、煙草タバコを出そうとしてるわけじゃないんで、ご安心を」

　すると、おかしなことに、皆、一様にほっとした顔をした。

　ライアーは頷うなずき、煙草の代わりに、小型の拳けん銃じゆうを引き抜いて、銃口をジェイコブスンの額ひたいに押し当てた。

　薄うすい皮ひ膚ふの向こうの骨が、ごりっと当たる感触が掌てのひらに伝わった。

　全員の表情が、笑いのまま固まった。

　ひと言の警けい告こくも、別れの言葉もなく、ライアーは引き金を引いた。銃の威力は、小さい割りにはたいしたもので、ジェイコブスンは壊こわれた笑いを顔に貼はりつけたまま、中身ごと後頭部をすっかり吹き飛ばされて、ぐるん、とのけぞった。

　少佐の真後ろにいたオペレーターは、彼の血と脳のう漿しようをまともに顔に浴びて悲鳴を上げたが、すぐに、弾丸を目の下から頭ず蓋がい骨こつに撃うち込まれて沈ちん黙もくした。

　続けて、呆あつ気けに取られている隣となりの士官の眼がん孔こうを目掛けて引き金を引いた。そこなら骨に阻まれることがない。彼の青い瞳ひとみは、ポンと水風船が割れるような音を残して爆はぜ、後ろの壁かべによりかかるようにして倒れた。

　ライアーは同じようにして、眉まゆひとつ動かさず、その場にいた一五人を射殺した。

　応戦はなかった。銃を抜こうとした者から撃っていった。

「防音というのはありがたいね。サプレッサーをつけていなくても、誰だれも来ない」

　最後に、少佐に鼻と歯を折られた女性の傍そばに立つと、こめかみにそっと銃口を当てて、引き金を引いた。

　びくん、と一度、跳ねただけで、それきりだった。

　ライアーは拳けん銃じゆうをスーツの下のホルスターにしまうと、空いていた席のひとつに座って、猛烈な勢いでモニターに触れていった。めまぐるしく変わる画面の中で、一いつ瞬しゆんにして正しいもの選択し、変更を加えていく。

　それは、《ハース》の自動航行オートクルーズプログラムだった。

　全すべての設定が済むと、最後に《変更不可》の命令を打ち込み、終了した。

　席を立ち、ライアーはジェイコブスンの傍に行くと、その手からカードを奪ってスーツケースの中に放り込み、閉じた。

「少佐。あなたのキーだけじゃ《安全装置セーフテイユニツト》は作動させることができないって言っておいたのを忘れたんですか？　私のキーを使って、同時にスイッチを入れないと駄目なんだって教えたのに、忘れたんですね？　まったく、最後まで困った人だ。──けれど、あなたの《英雄》になりたい、という気持ちはわからないでもない。ですから、私がそれを叶かなえてあげますよ。これで、あなたは部下とともに歴史に名を残すことができます。おめでとう、少佐！　そして、さようなら！──さて、あのお姫様は、どうやってこれを乗り越えるかな？」

　ライアーはスーツケースを持つと、軽く一礼して、その場をあとにした。

　五分後、血の臭においの充満した無人の艦かん橋きようで、ライアーの《贈おくり物》が動き出した。




《ハース》のおかしな動きに最初に気がついたのは、彼の艦を睨にらむように見つめていた竜りゆう一いち郎ろうだった。

　忌まわしい黒い艦かんは、姿勢制御ノズルを輝かがやかせて船底を地球に向けると、短く噴ふん射しやを繰くり返して位置を調整し、ゆっくりと降下を始めた。

　竜りゆう一いち郎ろうの指が、ぴくぴくと動いた。

　現在《スレイプニル》は《コフィン》を回収中で動くことができない。重レーザー砲は固定武装のため、あと数秒で《ハース》は射線軸上から外れてしまう。そうなれば艦を回頭させない限り永遠に当てることは不可能になる。

　当てるつもりなら、いましかない。

（どうする？）

　竜一郎は指を伸ばした。パネルに触れかけ──しかし、結局その手を退ひいた。

「《ハース》、大気圏に突入します」

　その様子を、竜一郎はスクリーンで眺めた。《ハース》の船底は、徐々に赤くなっていく。彼の艦は確かに大気圏への突入が可能なように設計されているが、打ち上げには大変な量の燃料と金がかかるため、就航以来一度も行ったことはない。

　規程にも、『必要と認めれられた緊急時のみ』となっていたはずだ（てっきり彼の艦に乗ると思って勉強したのだ）。いまが、その時だというのだろうか？

（いったい、なんのつもりだ……）

　竜一郎は、パネルを叩たたいて、ハースの艦橋と再度回線を開いた。

「ジェイコブスン少佐！　なにをするつもりです！」

　返事はなかった。

　スクリーンにも《no picture》とだけ表示された、真っ黒なウィンドウ画面が開いただけだった。

　やがて、こちらからの通信も途絶した。施設の全すべてを収容せずに、突入に踏み切ったらしい。小規模な爆ばく発はつを、いくつか確認することができた。下へ手たをすれば、それはそのまま艦全体の爆発に繫つながる。

　そうわかっていても、竜一郎にできることは何もなかった。大気を真空を挟んだ《スレイプニル》の中からでは、あの爆発を消火することも、少し深いのではと思える突入角度を修正することもできない。

「艦長、《コフィン》の収容、完了しました」

「わかった」

　竜一郎は、《ハース》のことは頭から締しめ出すことにした。いまは別にやることがある。《コフィン》は《クレイドル》とは規格が違うため、そのままポッドと艦を繫いで、彼女たちを収容することができない。ミルキィの容態も油断はできない。

「よし、《スレイプニル》回頭──直ちに《ヴァルハラ》へ帰き還かんする」




「《ヘルガ！　《ハース》の降下コースがわかったよ！》」

　作戦司令室に、子供っぽい合成音で《スクルド》の声が響ひびき渡った。司令を呼び捨てか、と剝むき出しのおでこの奥が痛んだが、それはとりあえず置いておくことにした。

「どこだ？」

　声に応こたえて、すぐにメインスクリーンに、降下コースが三次元的に表示される。

「《ここ！──東京湾沖、八キロの地点だよ》」

「そこに何がある？」

「《誤差プラマイ三年で、一九四三年頃ごろに沈没した船が一隻あります》」

　と答えたのは、落ち着いた声の《ベルザンディ》だった。

「《他ほかには、いまは使われていない海底ケーブルが。指定海域での、海底火山の活動その他の地核エネルギーの変動は観測されません》」

「……いったいなんのつもりだ？」

《スレイプニル》の艦かん橋きようで竜りゆう一いち郎ろうが吐いたのと同じ台詞せりふを、ヘルガも口にした。

　単に、逃亡するために降下したのだろうか？　彼の身にこれから待ち受けている事柄を思えば、逃げたくなる気持ちもわからなくはなかった。先ほどの少佐との会話は初めから記き録ろくされていないし、彼がマスコミを呼び寄せたという証拠も揃えてある。

　ヘルガは、ジェイコブスン少佐が、あれほどの愚挙に出た原因がわかっていた。

　彼は、ヴィクトル・アデナウワーと接触していた。

（今度の戦せん闘とうで、端はなから《ヴァルキュリア》の一人を生いけ贄にえにするつもりだったのだろうな。現時点で《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の司令は私だ。ツケはこちらに回ってくる。兄はそれをネタに私を引き摺ずり下ろすつもりだったのだろうが……）

　少佐はおそらく、騎き兵へい隊長の地位をちらつかされたのだろう、と思えた。しかし、あの兄が、周期外のＧジー・Ｏオーの襲しゆう撃げきを予想していたとは考え難かった。今度の出現は、完全にイレギュラーだ。ヘルガが思うに、《クレイドル》の搬入の遅れと、この兄の動きはセットのような気がした。きっと、次にＧ・Ｏが現れるまで、搬入を伸ばし伸ばしにして、実質的な活動を封じ込めるつもりだったのだろう。

（地上に降りたところで、逃げ切れるわけはないというのにな）

　ヴィクトルが庇かばってくれると思っているのなら、それは大間違いだった。あの兄はそれほど優しくはない。

（しかし、なぜ東京湾なのだ……？）

　首を捻ひねり、はた、と気がついたことがあって、ヘルガは蹴けるように席を立った。

「《スクルド》！　修正したＧ・Ｏの予測進路と、《ハース》の降下コースを重ね合わせろ！」

「《了解ー！　こっちが修正したばかりのＧ・Ｏの予測進路で──》」

　海上を、東京湾を目指して進むその進路が赤いラインで表示される。

「《それで、こっちが《ハース》の降下コースでーす》」

　先ほどの図の、ラインを緑に変えたものが現れた。

「《これを重ね合わせると──》」

　二つの図が合成されて三次元的に表示され、スクリーンの上で回転する。

「！……そういうことか」

「お嬢じよう様、これは……」

「《このようになりますねえ。Ｇジー・Ｏオーと《ハース》は、東京湾の手前八キロの海上で、ごっつんこするよ？　あと、三分でーす》」

「ナツミ！　《ハース》のコントロールは──」

「もうやってるけど……」

　夏なつ美みは、くるりと椅い子すを回してヘルガを向くと、肩を竦すくめた。

「駄目ね。外部からのアクセスを完全に遮断しちゃってる」

　ヘルガは椅子に体を投げ出すと、不敵に微笑ほほえんだ。

「……やってくれたな。これで少佐は《英雄》だ」

「といいますと？」

　彼女は、カリウスにだけ聞こえるような小声になって、

「わからんか、カリウス？　《ハース》はＧ・Ｏに体当たりするつもりだ。あれはもはや艦かんではない。ひとつの巨大な灼しやく熱ねつの砲弾だ。Ｇ・Ｏを殲せん滅めつすることはできないが、あれほどの質量の物質が適切な速度でぶつかれば、硬い甲こう殻かくを持つとはいえ、相当なダメージは期待できる。無論、衝しよう突とつの衝しよう撃げきで乗組員は全員死亡するだろうが、Ｇ・Ｏは再生のために一時的に撤てつ退たいし、あの海上都市の人間のほとんどは助かるだろう。そうなれば《ヴァルキュリア騎き兵へい隊》は無能だと叩たたかれ、結局、最後に人間を守るのはやはり人間だ、という機運を盛り上げてしまうということになる」

「それは、好ましくありませんな」

　ヘルガは、指が白くなるほど元帥杖じようを握り締しめた。

「大いにな。カリウス、《絵》を描かき直すぞ。ジェイコブスンを《英雄》にはさせん」







『Ｓ・Ｓ・Ｄ・Ｆ日報』より抜粋──




　本日、一六：二四、衛星オービツト・軌道輸送艦トランスボーター《ハース》は、東京湾沖にて海上でＧ・Ｏと激突──同夜半に、沈没した。

　同艦は大気との摩ま擦さつにより高熱化しており、着水の際に多量の水蒸気が発生、視界が良好になったときにはＧ・Ｏも姿を消していたため、Ｇ・Ｏの負った損傷がどれほどのものかは不明だが、少なくとも体組織の四〇％に何らかの損傷を受けたと思われる。

《ハース》の乗組員は、沈没までの数時間の間に透過スキャンを行った結果、全員死亡したと結論された。

　激突の際に発生した津波によって、海上都市と本土とを繫つなぐ道路上で立ち往生していた車のほとんどが海へと転落、また海上都市においても多くの建物に被害が出、多数の死者が出た。

　しかし、その数は一〇〇〇人以内に収まると思われ、Ｇジー・Ｏオーが上陸した際に推定されていた被害規模を遥はるかに下回る。

《ハース》の大気圏突入は、故意であるとの見方もあり、今後、ブラックボックスの回収が待たれる。

　地上では早くも、同艦かんの艦長であったジェイコブスン大佐（現・少佐。二階級特進の予定）を《英雄》として讃たたえる動きがある一方で、自らの無能を部下の命までも犠ぎ牲せいにして隠そうとした《暴君》と非難する声も上がっている──













　　　　　Ⅶ．Sabbath Days







「すごいものね。たった三日で、八〇〇〇を超えるファンサイトができてるわよ」

　言われて、竜りゆう一いち郎ろうは夏なつ美みの肩越しに液晶ディスプレイを覗のぞき込んだ。

　検索エンジンを使って『ヴァルキュリア』『Ｇジー・Ｏオー』『ファン』などで調べた結果だった。

　そのひとつへと跳んでみる。二人にも馴な染じみやすい日本語のサイトだ。

　まず現れたのは、手書きのイラストだった。

　五人の少女たちが、体の線もあらわな黒のインナースーツ姿で、《槍ランス》を手に寄り添って立ち、空の一点を見上げている。その表情はどこか切なげだ。

「なかなか上う手まいですね」

「そう？　わたしはよくわかんないけど……あ、天あま宮みやクンて、もしかして漫画とかよく読む？」

「よくってほどじゃないですけど……」

「ふーん……」

　夏なつ美みはボードの上で指を滑らせて『入隊受付』と書かれたボタンをクリックした。画面はすぐに切り替わり、メニューの一いち覧らんが現れる。『掲示板』『写真館』『管理者』『メール』──この辺は、インターネットがある程度普及してからと、そう大差がない。

「どれを見る？」

「じゃあ、写真館を」

「ＯＫ」

　その場所へポインタを持っていって、クリックする。すると画面には、ずらずらと見本の写真が並んだ。いずれも、三日前に大おお島しまで撮とられたニュース映像から落としたものだとわかる。一応気を使ったつもりなのか、どの顔にも黒く目線が入っている。

　元の映像を撮さつ影えいした機材がプロ用のものだけあって、映像は鮮せん明めいだ。画面をスクロールしていくと、下の方に動画があった。何も言わずとも、夏美がそれを開いた。

　それは、ミルキィのアーマーを何とか外そうとしている場面から始まっていた。すぐに強制排除が実行されて、少女たちはしばし白い靄もやの中に隠れ、そうして海風でそれが吹き払われた時には、黒のインナースーツ姿になっていた。呆ぼう然ぜんとした表情が、憂いを含んでいるとも見えて、印象的である。

　彼女たちのアップになったところで映像はストップし、再び頭からの再生が始まった。

「戦せん闘とうの様子はないんですね」

「ここのサイトの管理者は、そっちには興きよう味みないんでしょ。──これ、アイドルの映画のロケだって言われたら、それでも違和感ないわね」

「特撮だって噂うわさが流れましたよね。国連の方でも事実を否定したし」

「メディアの方で反論したけどね」

　このスクープ映像を撮ったカメラマンや通信社は、マスターディスクをその道の権威に鑑かん定てい依頼し、一切加工されていない映像であることを保証してもらうことで、偽物報道に真っ向から反論した。そして、国連こそ事実を隠いん蔽ぺいしているとして、謎なぞに包まれている《ヴァルキュリア国連騎き兵へい隊》の情報の開示がなされるまで追跡取材を続ける、といまも気炎を上げている。

「風かざ花はなさんは、知っていたんですよね？」

「ええ。データとしてはね。《霧む忍にん》のＶＲＳは一人一人に合わせた調整が必要だったし。けど、実際この目で──といっても映像だけど、見るまで半信半疑だったわ。それはそうでしょ？　誰だれも信じないわよね、身長一六メートルの人間なんて。……人間なのかな？」

「人間ですよ」

　即答した竜りゆう一いち郎ろうに、夏美はふっと微笑ほほえんだ。

「……じゃ、次を見てみましょうか」

　夏美はウインドウを閉じて、ひとつ前の画面に戻り、今度は掲示板を開いた。

　このサイトにはアクセスカウンターはなかったが、書き込みの方の番号はすでに二〇〇〇を超えていた。ほとんどの書き込みは、どの《ヴァルキュリア》が一番可愛かわいいか、という思いを勝手に語るものだったが、彼女たちを兵器として運用していることに関しての非人道性を説く書き込みや、ジェイコブスン少佐を讃たたえる書き込みなどもあった。しかし、そうした種類のものは、ここでは趣しゆ旨しが違うためか、完全に無視されていた。

「もう、それぞれにファンがついているみたいね。……ほら『あの黒髪の子は天使だ！』ですって。これは04のことかな？　それとも03？」

「さあ……どっちでしょうね」

「あ、ごめん。気に障った？」

　夏なつ美みの言葉に、竜りゆう一いち郎ろうは首を振った。

　実際、真しん珠じゆたちを名前で呼ぶ者は少ない。《スレイプニル》のオペレーターなど、彼女たちと直接会話をする可能性がある乗員には竜一郎の方で姓、もしくは名で呼ぶことを徹てつ底ていさせているが、彼の権限が届く部署はそう多いわけではない。例えば《ビフレスト》がそうだ。司令のヘルガが頑として真珠たちをナンバーで呼ぶため、口に出して強要されるわけではないが、作戦司令室では、それに倣ならわなければいけないような雰囲気があるのは否めない。

（このことについては、早いうちに話してみなくては）

　竜一郎はそう思っている。

　おそらく一両日中に《ビフレスト》本来の姿である、合同作戦会議が開かれるはずだった。

　直接対面の席で、ヘルガが真珠たちを、

「おまえが《Ｖ─××》か」

　と呼ぶ場面を想像すると、頭が痛くなる。

　元々《ビフレスト》とは北欧神話の神々であるアース親族の住む《アスガルド》と外界を繫つなぐ虹にじの橋の名前で、人と巨人が同時に集う場所の名前に相応ふさわしい、とつけられたらしい。

　その趣旨のごとく、扇状の巨大なフロアは二層に分かれており、バルコニーのように張り出した上層の下は、真珠たちの居所である《ヨトゥンヘイム》と直通エレベーターで繫がっていて、彼女たちのサイズに合わせた巨大な椅い子すが六脚、並べられている。この場所は、普段は装甲板で覆おおわれていて、上は公園として利用されている。

（俺おれが、彼女たちと司令の《ビフレスト》にならなくては──）

　そんな風に考え、少しメルヘンな自分に急に気恥ずかしさが込み上げてきて、竜一郎は咳せき払ばらいをした。

「なに？」

「あ、いえ、なんでもありません」

　夏美は首を傾かしげたが、特に追及はせずに、画面へと戻った。

「……昨日のうちに、ちょっと二、三百ほど回ってみたんだけど、どこも同じようなもんね。偶像崇拝っていうか……好きなタレントやアイドルを追っかけてるような感じ。あとは少数だけど、真ま面じ目めにＧジー・Ｏオーに対する戦力としての評価をしたりとか、見た目が少女の彼女たちを戦わせることに対して非難とか、面白いところだと『人型兵器はやっぱり空想だった』なんてサイトもあって、ロボット否定派と肯定派がそれはもう熱い議論を繰くり広げてるわ──ブックマークしているから見る？」

「あ、いえ、いいです」

「そう？　面白いんだけどな……」

　夏なつ美みは少し残念そうな顔をして、ブラウザを終了すると、椅い子すごと竜りゆう一いち郎ろうを向いた。

「多分しばらくはこの調子でどんどん増えると思うわ。地上波、衛えい星せい波、ケーブル、ネットを問わず、ＴＶでも毎日取り上げられているし、早いうちに国連でも何らかの発表をしなくちゃならなくなるでしょうね。──そういえば、司令、地上に下りてるんじゃなかった？」

「ええ。多分、そのことも含めての話し合いだと思います」

「たいしたものよね、一二歳なのに」

　そういって夏美は、自分は並みの人間でよかった、と笑った。

　弱冠二は十た歳らにして、最さい新しん鋭えい航宙艦かんの設計を行える人間を並みとは言わないのではないか、と思ったが、あえて口には出さなかった。

「……風かざ花はなさん。風花さん自身は、彼女たちをどう思いますか？」

「頑張ってもらいたいわね」

　白い歯を見せて、夏美は笑顔になった。

「いつか人類の手でＧ・Ｏを倒せるようになる日まで、わたしたちは、彼女たちに頼るしかないんだから。その代わり、彼女たちが《なに》であれ、できるだけのことはしないとね」

「皆が、風花さんのように考えてくれるといいんですけど……」

「結構、いるんじゃない？　《扶ふ吟ぎん》みたいな艦を発注してくるくらいなんだから。それに、サイトの書き込みでも、本気で感かん謝しやしてるっぽいのも多かったし。──あとは、それが行動に繫つながってくれればいいわね」

　竜一郎は、大きく頷うなずいた。本当に、そうあってほしい、と祈るように考えた。




「上う手まく収まってようございました、お嬢じよう様」

「予想はしていた。根回しは十分にやっておいたからな」

　コートを脱ぐのを手伝ってもらいながら、ヘルガは言ったが、その声には疲れが滲にじんでいた。彼女は、礼装の黒いドレスのまま、《ヴァルハラ》の私室の、大統領が使うような巨大な机とセットの、皮張りの椅子に体を投げ出すようにすると、深くため息をついた。

　このまま目を瞑つぶってしまいたかったが、そうもいかない。机の脇わきのコンソールに触れて回線を交換に繫ぐと、竜一郎に私室まで来るように伝えるように命じた。

「おそらく、結果を一番聞きたがっているのは、あいつだろうからな」

　背中で、いつもよりも甘くしたココアを淹いれる気配を感じながら、ヘルガは言い訳でもするようにそう言った。

「しかし不思議だな……宇宙に帰ってきて、こんなに安らぐとは。もう何年もここで暮らしているような気分だ」

「地上では、わずらわしいことが多ございますから」

　ヘルガは、昼間の出来事を思い出して、苦笑いを浮かべた。

「まったくだな」

　今け朝さからベルリンで行われていた《ＣＯＶコヴ運用委員会》の緊急総会では、案の定、《ヴァルキュリア》のアーマーの脱落が事故か故意かということと、仮面を剝はがされてしまった現状にどう対処するかを中心に、話し合いが行われた。

　委員の追及に対してヘルガは、

「あの一件は、全すべて、ジェイコブスン少佐の独断であった、と考えております」

　と澱よどみなく答えた。

　居並ぶ面々は、皆、老人ばかりだ。その中にあってヘルガは、まるで生いけ贄にえの少女のようだった──ただし、鋭するどい牙きばと長い腕を持ってはいたが。

「君は、何もかも死者に押しつけるというのかね？」

「[image: ミスター]カーター。少佐は今度の人事異動について、常々不満を抱いておりました。それがあのような形で出るとは残念です」

「この報告書によれば、少佐は故意に《Ｖ─05》を錯さく乱らんさせたとあるが？」

「お手元の資料のデータの通りです」

「しかし……まだ信じられん。《ヴァルキュリア》を一体失わしめ、その責任を君に転てん嫁かすることで、司令の座に返り咲こうと考えていたなどとは……」

「あの日の出しゆつ撃げき前のＭメンタル・Ｍメデイカル・Ｃチエツクで、彼は強度のストレス状態にあったという結果がはっきりと出ています。彼はドクターを脅し無理に出撃した──手柄を立てれば、あとはどうにでもなると思っていたのでしょう」

「ではなぜ、彼はアレのアーマーを強制排除したのだと思うね？」

「私の所見は、お手元のレポートといささかも変わってはおりません」

「ふむ……『心ある乗員が少佐の暴挙を見かね、独断でアーマーを排除した』……どうにも、できすぎている気がするのだがな」

「ブラックボックスも回収不可能なほどに船体が破は壊かいされた現状では、あくまで推測にしか過ぎませんが」

　ヘルガはそう前置きをして、一同をぐるりと見渡した。

「考えられる推測の中でも、最も事実に近い推測だと、私は自負しています」

　手元のレポートを、骨のような指でめくりながら、委員の一人はため息をついた。

「そうかもしれんが……」

「性格分析で彼は、下に強く上に弱いとともに、イギリス人らしく何より名誉を重んじると出ています。すでに変調をきたしていた彼の精神は、失敗を清算すると同時に英雄になるための方法として、何の疑問もなくあれを選んだのだと思います。──同日のＳＳＤＦの日報に、彼を《暴君》と評した箇所がありますが、まさしくその通りで、彼は部下がどうなるかについては一切思し慮りよしていなかっただろう、との専門家の所見も、そこに併記してあります」

「あくまで君は、自分には何の責任もなかった──そういうのだね？」

「自分には、ではありません。アレを含め《ヴァルハラ》の全員に、です。今回のＧジー・Ｏオーの出現は、完全なイレギュラーであり、予測は不能でした。引継ぎに二週間かけたこと、引継ぎ後速やかに作戦に移行できるよう《ヴァルキュリア》を引き取ったこと、万が一のために《ハース》を待機状態に置いておいたこと、いずれも問題はありませんでした」

「しかし、結果として──」

「結果として、Ｇ・Ｏは一時撃げき退たいできた。そうでありましょう？」

　ヘルガは、老人の言こと葉ば尻じりを奪って言った。

「それに、引継ぎが済むまでの間、少佐が騎き兵へい隊長に留任することをごり押ししたのは、貴方あなたがたであって、私ではない」

　その言葉で、老人たちはようやく沈ちん黙もくした。

　最終的に、今度の一件は、ヘルガの思惑通り、ジェイコブスン少佐の独断ということで決着した。その方向で既に《ガルド》も了承しているということもあって、形だけは追及をしてみた、ということに過ぎなかった。

　委員会は、犠ぎ牲せいになった《ハース》の乗員に対して、二階級特進と、それに基づいて算定される慰い労ろう金及び見舞金の支給、合同葬の開催を速やかに行うように、常任理事会へ進言することを決めた。ジェイコブスン少佐に関しては、階級はそのままで、罪に関しては問わないことが望ましい、という意見陳述書を提出することになった。

　彼を《英雄》と見るかどうかは、世間に任せておけばいい。どうであろうと、もはや過去の人間に過ぎない。

　ふわり、といい香りがして、目の前に大き目のカップが置かれ、ヘルガは体を起こした。そうしないと椅い子すにココアを飲ませることになる。

「どうぞ、お嬢じよう様。……お疲れのご様子でしたので、少し甘めにしておきました」

「ん」

「──おや、もういらしたようです」

　カリウスは踵きびすを返すと、まさしく《宮殿》のような部屋を通って扉の前に行き、訪問者を確認してからロックを解除した。

「失礼致します」

　直立不動で、そう言う。手に何かをぶら下げている。

　カリウスの後ろについて巨大な机の前まで来ると、竜りゆう一いち郎ろうは生き真ま面じ目めに敬礼した。

「ご帰き還かん、お待ちしておりました」

「休め」

　手を下ろし、足を軽く開きはしたが、彼はこちらを見ようとはしない。見下ろすことになるからだ。

「留守中、何も問題はなかったか？」

「前日の一九：〇〇、戦闘バトル訓練航宙艦トレーニングシツプ《霧む忍にん》と特別スペシヤル慰安航宙艦レクリエーシヨンシツプ《扶ふ吟ぎん》が接岸、新型強きよう襲しゆう揚よう陸りくポッド《クレイドル》八基も納入され、現在、《スレイプニル》にて最終的なチェックを行っております」

「日につ帝てい重じゆう工こう業ぎようの艦かんだったな？　使い心地はどうだ？」

「おおむね、満足しているようです」

　ようだ、と竜一郎が言ったのは、二つの艦が、どちらも人間のためのものではなく、巨人が使うためのものだからだ。満足しているのは《ヴァルキュリア》たちである。

「それで……おまえの《シグルズ》は届いたのか？」

　そう訊きくと、竜一郎の顔が子供のようにぱっと輝かがやいた。

「はい！」

「そうか。あれは、まだまだ試作段階で改良すべき点も多い。データを取る目的で特別に借り受けたのだから、簡単に壊こわすなよ？」

「注意いたします！」

　そう言った竜一郎の顔を見て、ヘルガは苦笑した。

「……どうも信用できんな。いまにも宇宙に飛び出しそうだ。やっぱりやめるか」

「そ、そんなことはありません！」

「冗談だ、バカ」

　竜一郎は、ホッとしたのと、ムッとしたのがないまぜになったような表情を浮かべた。

　面白い。

　ヘルガは、机の上に両肘ひじをつくと、指を組んで少し首を傾かしげ、

「ところで、その手に持っているのはなんだ？」

　と訊いた。

　ひと目見て、クッキーであることはわかっていたが、この男の口からその言葉を聞きたかった。

「クッキーであります。大佐がお疲れだと思い、持参いたしました」

　竜一郎は、少し照れた様子で手にしていた透明な袋を差し出した。ラッピングも何もなく、ただ放り込んで口を輪ゴムで縛しばっただけのものだ。全すべて裸で、形も不ふ揃ぞろいだった。

「手作りのようだが……中尉が作ったのか？」

　この男が、必死に生地をこねている様子を想像するとおかしかった。

「は。半分は自分でありますが、残り半分は、部下たちの手作りであります」

「部下？　ということは、つまり……《ヴァルキュリア》、か……？」

「はい」

　思わずぞっとしてしまったのを、ヘルガは顔に出さないように抑えつけねばならなかった。人の腿もも回りほどもあるだろう指で、こんなちまちましたものをどうやって作ったのかを考えると、それを、微笑ほほえましいとは思えなかった。

「……中尉の考えか？」

「そうであります。しかし、彼女たちが大佐に感かん謝しやをしていることも事実であります」

「私は何も、感謝されるようなことはしていないがな」

「メディアの目があるにも拘かかわらず、アーマーを《英断》で排除し、Ｇジー・Ｏオーの追つい撃げきよりも、ミルキィ・コーラルを救うことを優先してくださいました」

「それは、いまの四〇万よりも将来の数百万を選んだだけだ。アレのことを思ってしたことではない」

「それでもよいのです。彼女たちにとっては、それが嬉うれしかったのですから」

「……あのまま四〇万人が消えていてもか？」

　ヘルガは、意地悪く言った。

　竜りゆう一いち郎ろうは、非礼にならない程度に気をつけるように、ヘルガを見下ろした。その目には、怒りも、そして哀れみもなかった。そして躊ちゆう躇ちよなく、はい、と答えた。

「あの時、自分は《スレイプニル》の重レーザー砲の発射トリガーパネルに指をかけておりました。大佐が《英断》なさらなかったのなら、自分が《ハース》を沈めておりました」

「……怖い男だな、おまえは」

　ヘルガは目を丸くし、それからゆっくりと微笑んだ。

「少佐がアレを、人間を魅み入いる悪あく魔まだ、と評したのは真実かもしれんな」

「自分は部下を大事に思うだけです！　それが人であれ、機械であれ、変わらないだけのことです！」

「やっぱり、変わっているよ、おまえは──なあ、カリウス？」

　同意を求められた執事は、恭しく頷うなずいた。

「大佐……変わり者から、もうひとつよろしいですか？」

「なんだ？」

「その……彼女たちを、アレとか、ナンバーで呼ぶのを改めて頂きたいのです。彼女たちには名前があります。『女の子』扱いの前に、まずは人として、《ＵＮＣＯＶアンコヴの一員として、きちんと向き合ってやりたいのです」

「トップの私が《ヴァルキュリア》を物扱いしていては、それもままならない、と？──そうか、これは賄わい賂ろか」

　ヘルガは、指先でクッキーをつついた。

「えっ？　あ！　いえ、そんなつもりはありません！　それは、本当に純粋に感かん謝しやの気持ちで……」

　こんなことには簡単にうろたえる竜りゆう一いち郎ろうを見て、ヘルガは笑った。

「いいよ。わかった。その条件を出したのは《ガルド》だものな。一族の私が邪じや魔まをするわけにはいくまい。アレ──ではなかった、連中への対応は、以後、そのように徹てつ底ていさせよう」

「ありがとうございます！」

「それと……これが本題だが、今回の《ヴァルキュリア》に関しての騒そう動どうの、委員会の対応が決まった」

　竜一郎は、緩ゆるんだ姿勢を正した。

「安保理事会には、《ヴァルキュリア》が巨人の少女であることを認める方向で意見書を出すことになった。これまで隠していたのは、彼女たちの安全のためと、悪戯いたずらに人心を煽あおるべきではないと考えたため、という理由になるだろう。彼女たちの出生については一切がＡＡＡトリプルエーの軍事機密扱いとなる。《安全装置セーフテイユニツト》についても同様だ。その上で、露ろ出しゆつすべきは露出し、彼女たちにもＧジー・Ｏオーに対する責任の一端を負ってもらうことにした。これまでは、実態のよくわからない組織に対して怪気炎を上げるしかなかった連中の前に、一人一人立ってもらうことになる。任務をしくじれば、何万という怨えん嗟さの声にさらされることになる。組織というアーマーはもうない。わかるな？」

「は！　自分が隊長です！　自分が盾となります！」

　ヘルガは頷うなずいた。

「その代わり、こんなものを取りつけた」

　命じる前にカリウスが束になった封筒をヘルガに差し出した。受け取り、彼女はその一通を開いて中身を出すと、竜一郎の前に放った。

　彼は、失礼します、と言ってその紙を取り上げると、ざっと読み、僅わずかに顔を紅こう潮ちようさせた。

「辞令だ。連中は今日付けで《ヴァルキュリア国連騎き兵へい隊》の伍ご長ちように任じられた。もはや連中は《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の備品ではない。一人一人が国際法で人とほぼ同じ権利を保障されることになった新兵だ──おめでとう、中尉」

「大佐……人が悪いです」

「よく言われる」

　ニヤリとすると、竜一郎は少しだけ悔しそうな顔をして、それから急にニコニコしだし、

「大佐。そのドレス、とてもお似合いですよ」

　といった。

「！　バ、バカもの……」

　ヘルガは、横を向いて、頰ほおが熱くなるのを誤ご魔ま化かすように机の上の袋を引き寄せると、中からクッキーを一枚出して、これを齧かじった。

　……味など、少しもわからなかった。




　ミルキィの部屋に集まっていた少女たちは、竜りゆう一いち郎ろうの話を聞くと、歓声を上げた──といっても晶あきらは相変わらず無表情だったので、実際に喜んでみせたのは、真しん珠じゆとルビーそれにレインだったのだが。

「クッキー効果ネ♥」

「こっちの考えに関係なく、いきなり軍属ってのは気に入らねえが……まあ、これまでを思えば、ましだよな」

「そうよ、姉さんたち。あんまり欲張ったらだめよ」

　真珠が言うと、ルビーは、やれやれ、という顔をして、お約束のように何人かが笑った。竜一郎も、ミルキィに人形よろしく抱きかかえられながら、同じように喜びを感じていた。

　ミルキィを除いて、いまの彼女たちは、数日前のような、個性も何もないお仕着せの服装ではなく、それぞれ自分の感性で初めて選んだ服を身につけている。いずれも、特別スペシヤル慰安航宙艦レクリエーシヨンシツプ《扶ふ吟ぎん》のＶヴアーチヤルＲリアリテイＴタウンの中の店で選んだものだ。

　ＶＲＴは《扶吟》の最大の売りだ。

　このシステムは、ＶＲヴアーチヤルリアリテイ空間内で、数ある選択肢の中から、世界中の好きな街や観光地を選んで、そこを自由に楽しむというものである。

　そこでは、彼女たちは人間と同じサイズになり、買い物をしたり、歩き回っていろいろな物を見たりすることができる。ＶＲＴ内の店てん舗ぽでは、服やアクセサリーも豊富に取り揃そろえられており、一いつ瞬しゆんにしてそれに着替えたり、その姿をホログラフィとして見たりして、気に入れば購こう入にゆうすることができた。購入を決めた服やアクセサリは《扶吟》内の工場で直ちに生産に入り、翌日には彼女たちの手元に届けられる。

　さすがにその場での食事はできないが、これも注文をすれば《扶吟》で合成して、あとでキッチンの方へ届けてもらえるようになっている。

　ただし現実よろしく、それらの購入には『ＶＲマネー』が必要である。この艦かんが日本製のためか、１ＶＲマネーは、ほぼ日本円の一円と同じだった。

　彼女たちへの最初の支給金額は、一〇万ＶＲマネー。これから基本的に毎月同じ額が支給されることになっている。それを使って、彼女たちは人生最初の買い物を──服を買ったのだった。

　真珠が選んだのは、小さなレース飾りのエプロンのついた、袖そでの膨ふくらんだワンピースだった。一九世紀のカフェのウェイトレスの服らしい。料理の時もこのままできるから便利だし可愛かわいい、との理由で選んだらしい。靴くつは黒のエナメル風で、白い三つ折り靴下を履はいている。

　レインが選んだのは、半はん袖そでのシャツと腿ももの付け根でカットしたジーンズ、合成皮革のチョッキにカウボーイハット、それに拍車付きのショートブーツだった。この拍車が曲くせ者もので、竜りゆう一いち郎ろうにとっては巨大な丸い鋸のこぎりのようなものだから、傍そばを歩く時は十分に注意する必要があった。

　ルビーはあっさりと、ＴシャツにＧパン、黒のジャンパーと、それにスニーカーだった。ジャンパーの背中には、なぜかでかでかと『鬼』と書かれている。それがよかったらしい。何かこう魂があらぶる感じがする、と言っていた。

　晶あきらは何の変哲もない黒のジャージの上下と、あとは白衣を選んだ。理由を聞くとその時は教えてくれなかったが、あとで『研究所でママがそうだったから』と教えてくれた。

　このママというのは、もちろん本当の母親ではない。研究所での養よう母ぼ役の女性のことだ。資料では澤さわ村むら智ち香かとなっていたが、それがどんな女性なのかは竜一郎は知らなかった。真ま似ねをしている晶の格好を見る限りは、服には無む頓とん着ちやくだったらしいというのはわかるが。

　ミルキィは仕方がない。

　昨日、やっと治ち療りよう槽そうから出られて、部屋に戻ってこられたのだから。

　もっとも、やっと、とは言っても、その回復力は常人の比ではない。何しろたった一日で骨はほぼくっつき、裂傷や内出血もほぼ治ってしまったのだから。ただ、体力だけはまだ回復しないらしく、ベッドに戻った昨日は、ただひたすらに眠って、真しん珠じゆたちが指に火傷やけどをしながら作ったおかゆも食べられなかった。

　そんなミルキィのために、真珠たちは一人が少しずつお金を出し合って、お見舞いを贈おくることにした。

　そういう《しきたり》があるというのを教えたのは、もちろん竜一郎である。

　普通は果物なのだが、色々考えて、やっぱり自分たちの喜びを少しでも分けるという意味で服にすることになった。選ぶのは彼女たちに任せたが、これが大変で、意見がまとまるまでには三時間もかかった。

　おかげで竜一郎は、いまだデートもしたことがないのに、女性の買い物につき合わされて、寂しくデパートの椅い子すなどに座っている男性の気持ちを理解することになった。買い物がネットでいくらでも簡単にできるようになっても、自分の足で買いに行く、という習慣は廃すたれていない。

「んで、……じゃーん！」

　足元に置いた紙袋から、真珠は全員で見立てたプレゼントの服を取り出した。見るのは竜一郎も初めてだった。見せてくれといっても『ダメでーす』と言って見せてはもらえなかったのだ。

「わあ♥」

　頭上から、ミルキィの嬉うれしそうな声が降ってきた。

　その服は、白くて、ふわふわしていて、全身を覆おおうツナギのようで、フードもついていて、そのフードの両脇わきには、垂れた耳がカールした毛に埋もれるようについている。つまり、これは……

「着ぐるみパジャマ、か……？」

「はい♥」

　ニコニコしながら真しん珠じゆは、そう言った。

「ミルキィにピッタリ♥　隊長さんも、そう思いませんか？」

「確かに似合いそうだが……」

　竜りゆう一いち郎ろうは、ミルキィがこれを着て《ヨトゥンヘイム》の中を姉妹たちと歩き回る姿を想像してみた。それは、なんだかものすごい画えのような気がした。

（ヘルガ大佐が見たら、卒倒するんじゃないか？）

　ここは彼女たちのプライベートフロアだし、作戦司令室へ行くときには他ほかの、《ＵＮＣＯＶアンコヴ》騎き兵へい隊員用の制服があるからそれに着替えるのだが、到底、軍事要よう塞さいの中だとは思えない。どこかのテーマパークか何かのような錯さつ覚かくを起こしそうになる。

（ま、まあ、《ガルド》の意向は十分に満たしているか……）

　竜一郎のイメージの中の『女の子』の生活には、かなり近いのではないか、と思う。もっとも、実際に女性隊員がこの光景を見たらどう思うかはわからないが。ひょっとしたら、片づけに無む頓とん着ちやくで乱雑な晶あきらの部屋が一番現実に近い、と言われるかもしれない。

　理想と現実のギャップとは、いつもそのくらいの隔たりがあるものだ。

「ありがとう、お姉ちゃんたち……」

　まだ、うっすらと痣あざの残る腕を伸ばして、ミルキィはそのパジャマを受け取った。そうして、ばさりと広げて眺めたのだが、

「うぷっ」

　足の方が雪崩なだれのように頭の上から降ってきて、竜一郎は簡単に埋もれてしまった。視界がただ真っ白になる。

「わ、隊長さん！」

　すぐに真珠がめくり上げてくれたから助かった。着ぐるみパジャマで窒息死などしたら、元ＳＳＤＦ隊員の恥はじだ。『四神』と呼ばれた仲間たちにも顔向けができない。

「す、すまん」

　彼女の肩に乗せてもらいながら、竜一郎が言うと、真珠は、いいんですよ、と微笑ほほえんだ。

　ミルキィは、贈おくられた服を本当に嬉うれしそうに眺めていたが、そのうちに、その顔がだんだんと曇くもってきて、腕が下がり、ついにはうつむいて、その瞳ひとみに大粒の涙を浮かべてしまった。わけがわからなかった。それは、真珠たちも同じようで、互いに顔を見合わせて、明らかにうろたえていた。

「ど、どうしたの、ミルキィ？」

　こんな時でも、率先して行動に出たのは、やはり真しん珠じゆだった。

　竜りゆう一いち郎ろうは自分の制服の内側に装着されている薄うすい板状のディスプレイをちら、と見た。

　各人の健康状態をモニターする『ヘルス・チェッカー』だ。ミルキィのそれは、万全ではないが強い痛みなどは感じていない状態を示している。ボタンを押して、感情の起伏をある程度測定できる『サイコ・アナライザー』に切り替えると、今度は、ミルキィが高揚状態から一気に低調状態に落ち込んだことを示していた。

「どっか、痛いの？」

　真珠がそう訊きくと、ミルキィは首を振った。

「嬉うれしいから……いまが、とっても嬉しいから、だから、でも、また戦わなくちゃいけないんだな、って思ったら」

　ミルキィはパジャマをぎゅっと握った。

「それで、また、痛い思いとかしなくちゃいけないんだな、って考えたら、前はこんなことなかったのに、すごく怖くて、でも、いやだっていって、お兄ちゃんじゃない、他ほかの隊長さんのところに行かされて、前みたいに、暗いところに一人で閉じ込められて、それで痛い電気とか、痛い注射とかされるのは、もっといやで、でも、ミルキィは戦うの下へ手ただし、役に立たない子、って思われて、どっかにやられちゃうのいやだから、頑張らなきゃって思って、でも、やっぱり怖くて……ぐるぐるで……あの、ごめんなさい……」

「ミルキィ……」

　真珠は、何と言ってやれば良いのかわからない様子だった。

　と、姉妹の中から晶あきらがふらりと抜け出すと、無言でベッドに腰掛け、ミルキィの肩を、ぽんぽんと叩たたいてうんうんと頷うなずいた。

　それは、わかる、と言っているようにも、気にするな、と言っているようにも見えた。

　それで通じ合うところがあったのか、ミルキィは頷き返し、涙目のまま微笑ほほえんだ。溢あふれた涙は頰ほおを伝って落ち、パジャマの上で幾つもの小さな飛沫しぶきになって散った。

　それを見ていた竜一郎は、皆の視線が自分に注がれているのを感じて顔を上げた。

　特に、真横から巨大な瞳ひとみで見つめられるというのは、なかなかに迫力がある。大きな瞳どう孔こうの向こうは真っ暗で、星のない宇宙のようだった。

　何が言いたいのかはわかっている。しかし残念だが、ミルキィを戦場に出さない、という選択肢はありえなかった。五人しかいない騎き兵へいを、さらに減らすわけにはいかない。竜一郎は、すう、と深呼吸をして、一同を見回した。

「ミルキィ・コーラルには、次も出しゆつ撃げきしてもらう」

　尻しりの下で、真珠の肩の筋肉が強こわ張ばるのがわかった。

「過去のデータから見ても、おそらく数日中に、甲こう殻かくを持つ例のＧジー・Ｏオーは再生を終えて再び進攻を開始するだろう。君たちは五人しかいないチームだ。一人欠ければそれは戦力の大幅な低下に繫つながる」

「それはそうかもしれねえけどよ！　でもよ！　でも……」

　ルビーは、拳こぶしを握りしめて黙だまった。他ほかの皆も同様だ。

　竜りゆう一いち郎ろうは、彼女たちを好ましく思った。

　彼女たちは、わかっている。自分たちがいま、この状態を許されているのは、唯一、《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》を持ってＧジー・Ｏオーと戦えるからだ、ということを。それができないのなら、おそらくはここにはいられないのだということも。そうなった時は、別の有効利用に回されるのだ、ということも──よく、わかっているのだ。

　それを知りつつ、何か打開策はないのかと考えて、悩んでいる。

（彼女たちは、そこらの連中よりも、よほど好ましい人間だ）

　そう思う。

「……隊長さん……」

　苦悩に満ちた真しん珠じゆの声に、竜一郎は肩の上で彼女を振り向き、その頰ほおを、彼女たちから見れば小指の先ほどもない掌てのひらでひたひたと叩たたき、そうして、笑顔を向けた。

「そう心配するな。俺おれは俺で、考えていることがある」

　皆が、期待にざわついた。

「な、なんですか！」

「うわ！　お、おい、落ちるって！」

　急に動かれ、竜一郎は危ういところで、真珠の頰に抱きつく格好で落ちるのを耐えたが、その時彼女の耳を思わず摑つかんでしまっていた。

「あっ♥」

「わ、ご、ごめん……」

　彼女の口から突然こぼれた甘い声に、竜一郎は慌てて、手を離した。

　互いに少し頰を染めて、うつむいてしまう。

「耳、ちょっと弱いんです……」

「す、すまん」

　周りから、くすくす笑いが漏れる。これでは威い厳げんも何もあったものではない。

　竜一郎は、真珠のおでこを借りて手をついて立ち上がり、わざとらしく咳せき払ばらいをした。

　また、くすくす笑いが起こる。竜一郎も苦笑した。

「なんか、格好つかないな。まあ、それはいいとして……俺が考えているのはな──」

　巨人の少女たちの顔が、ぬっと集まってきた。













　　　　　Ⅷ．戦乙女たち







「太平洋にＧジー・Ｏオー出現。毎時四〇ノットで北上中。目標は東京湾と思われます。繰くり返します、太平洋にＧ・Ｏ出現──」

　警報アラームとともに流れたアナウンスに、カフェで本を読みながら新聞を読んでいた竜りゆう一いち郎ろうは、ポケットから艦かん内ない用携帯無線を取り出すと、《ヨトゥンハイメン》の全スピーカーに繫つないで、

「出たぞ。全員、制服に着替えて《ビフレスト》へ上がれ。俺おれもすぐに行く」

　と一方的に喋しやべって通信を切り、立ち上がった。

「マスター、ごちそうさま」

　無口なメキシコ系の店主にマネーカードを渡して清算を済ませ、竜一郎はその足でセントラル・エレベーターに向かった。プライベートタイムでも常に制服を着用している彼はいざという時にも着替えに戻る必要がない。

　とはいえ、これは制服といえるのかどうか……まるでコスプレをしているようで恥ずかしい。

　エレベーターで、半はん舷げん休息中だった女性オペレーターの何人かと同じカーゴに乗り合わせ、お互いに会釈を交わした。その表情は怪け訝げんなモノを見るような目つきだった。おそらく自分は顔が赤くなっているだろうと思った。

《ビフレスト》に到着して、広々とした作戦司令室に吐き出された時、ヘルガ大佐は既にやってきていて、いつもの軍服姿で司令長官席に座っていた。その後ろには影のように執事カリウスが控えている。

「遅いぞ、中尉！」

「申し訳ありません！」

　竜りゆう一いち郎ろうは謝あやまったが、ヘルガの声が怒っていないことは聞けばわかった。むしろどこか機嫌が良いくらいだ。急いで自分の席に向かう。大佐の席に近くのオペレーター席には夏なつ美みがいて、彼を見つけるとウィンクをしてよこした。口の動きだけで、似合ってるわよ、と伝えてくる。

（やめてくれ）

　と竜一郎は腹の中で唸うなった。

「よし、《ビフレスト》展開！」

　ヘルガが、よく響ひびく声で命じる。

「了解。《ビフレスト》展開します」

　低い震しん動どうが起こり、目の前の人工芝の公園が中央部から持ち上がって開いて、左右に分かれていった。同時に作戦司令室全体がゆっくりと下降を始める。洞どう窟くつへと降りていくような気分になることから、そこはそのイメージの通りに《ケイブ》と呼ばれれている。

　扇状の地下の外がい壁へきには八つの扉が見えた。いずれも固く閉ざされて、まるで呪じゆ文もんでしか開くことのない岩戸のようだった。

　やがて作戦司令室の下降が止まると、《ケイブ》全体に強い明かりが灯ともった。すると壁かべも床も、全体が白銀に輝かがやき、まるで雪が吹き込んだかのように見えた。

「《ヴァルキュリア》、到着します」

　オペレーターの声に、皆の視線が一いつ斉せいに岩戸へと注がれた。

（ついに、お披ひ露ろ目めだ）

　到着を告げる電子音もメロディも合成音声も何もなく、扉は唐突に開いた。

　──ザッ！

　五人の少女は、まるで何度も練習したかのように、綺き麗れいに足並みを揃そろえて《ケイブ》へと姿を現した。

　おお、とどよめきが起こった。

　等間隔を取ってずらりと並んだ少女たちは、全員が、古い時代のヴァイキングの女性の衣装姿だった。

　すなわち、多くの襞ひだの入ったチュニックに似た服に、胸から膝ひざ辺りまである長さの刺し繡しゆう入りの長方形の布を二枚紐ひもと飾りで留めて前と後ろに垂らす上着、それに厚手の一枚布を後ろから羽は織おって体の前で留めた色違いの縁ふち飾りのついたショートケープである。

　他ほかの職員とはまったく違う。軍属は男女とも肩章のついたクラシカルなスーツ、それ以外の出向組は、常識の範はん囲い内で自由な服装が許されている。

　これが《ＵＮＣＯＶアンコヴ》の騎き兵へい専用の制服だった。

　もちろん竜りゆう一いち郎ろうは騎兵隊長なのでこれに倣ならっている。とはいえ、それは女性のものではなく、ヴァイキングの男性の服装に近い。

　長ズボンに革かわ靴ぐつ、長なが袖そでの上着に革ベルト、腰には軍刀を下げ、少女たちと同じくショートケープを着けている。

　竜一郎のそれはブルー。

　真しん珠じゆはシルバーホワイト。

　レインはパープル。

　ルビーはシャインレッド。

　ミルキィはピンク。

　晶あきらはレモンイエロー。

　これはそのまま、新しい戦せん闘とう装備のケープの色に相当する。

　込み上げる恥ずかしさを押し込めて、竜一郎は少女たちに向かって、

「整列！」

　と命じた。

　真珠たちはそれぞれの椅い子すの前に駆け足で向かうと、踵かかとを合わせ、背筋を伸ばして作戦司令室を見上げた。

　それを見て、ヘルガが頷うなずく。竜一郎は、

「休め。座ってよし」

　と言った。

　少女たちが腰を下ろすと、それまで何もなかった空間に、四面スクリーンが投影されて出現した。《扶ふ吟ぎん》と《霧む忍にん》にも使われているＶヴアーチヤルＲリアリテイＳシステムを応用したものだ。

「中尉、作戦を」

「は。……《ウルズ》、前回収集したＧジー・Ｏオーの資料を」

「《資料、お出ししますわね……はい、中尉》」

　少しハスキーな声で、《ウルズ》がそう告げると、スクリーンには前回の、一方的だった戦闘の模様が流れ始めた。

「前回の戦闘は、これまでのＧ・Ｏ対策に用いられた戦術を元に行われました。すなわち包囲殲せん滅めつ作戦です。一人が狙そ撃げきを、三人がＧ・Ｏを三方から攻撃し、次第に輪を縮ちぢめていくというものです。この作戦の肝は、攻撃によって体組織に損傷を与えることで起こる、Ｇ・Ｏの再生時の硬直状態を利用して、残る一人が《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》をその体内に打ち込むことにあります。ただし、この再生時硬直は、損傷の度合いが一〇％を超えないと起こらないことがわかっております。しかし──」

　画面は切り替わり、弾丸が命中する瞬しゆん間かんの映像がコマ送りで映し出された。

「これは、水みず樹き伍ご長ちようの撃うった、一二七ミリ劣化ウラン弾が命中する瞬間です。ご覧らんのように、Ｇジー・Ｏオーの甲こう殻かくは大きく凹へこみはしましたが、貫通はせず、すぐに戻っています。当然、五五・六ミリ×四五〇ミリ弾では、傷をつけることもできませんでした。さらに──《ウルズ》、衛えい星せい軌道上からの映像を。終了後、Ｇ・Ｏの詳細生体データを出してくれ」

「《はい、中尉》」

　再び画面が切り替わり、今度は少し引いた画えで、Ｇ・Ｏに一いつ斉せい射しや撃げきといっていい、激しい銃撃が加えられる様子が映し出された。Ｇ・Ｏは陸に上がってしまった魚のように激しくのたうち回っているように見える。

「一見、ダメージがあるように見えますが、この時の命中率は僅わずか五％に過ぎません。これは苦痛にのたうっているのではなく、弾丸をかわしているのです」

　先ほどとはまったく種類の違うざわめきが起こった。するとまた画面が切り替わり、今度はＧ・Ｏの顔と思おぼしき部分のアップになった。

「それを可能にしているのが、この平面的な頭部に並んでいる四つの突起です。生物側面対策班の分析では、これはひとつひとつが何万という数の眼めの集合体であり、これを駆使することで至近距離からの銃撃をもかわす動きを可能にしている、と考えられるということです」

「昆こん虫ちゆうに近いのか？」

「体の特徴だけを見れば、海え老びに近いということです」

「なら、丸ごと焼いたら意外と美う味まいかもしれんな」

　ヘルガの軽口に、笑いが起きる。

「では、少し持ち帰って、皆で食べましょうか？」

「フフフ……残っていれば、な。《槍ランス》をぶち込めば、尻尾しつぽも残らん」

　竜りゆう一いち郎ろうは、薄うすい笑みを浮かべて頷うなずいた。

「冗談はさておき、もうひとつ見て頂きたいものがあります──《ウルズ》、前回のグレネード弾が命中した瞬間の映像を」

「《お待ちになってね……はい》」

　竜一郎が望んだ通りの画が、画面に現れた。辺りは水蒸気の霧きりに包まれてほとんど何も見えない。

「これを、クリーニングするとどうなるか──」

　中尉の言葉を《ウルズ》が実践する。すると画面から、煙が霧きりを取り除かれた。グレネード弾が命中する瞬間、Ｇ・Ｏは突起を隠すように内側に巻き込んで丸くなり、二割ほども縮ちちんだように見えた。大きなダメージを与えたと思ったのだが、あろうことか無傷だった。

「このように、あのＧジー・Ｏオーは硬い甲こう殻かくの端を深く重ね合わせることで節を守り、強度自体も上げています。甲殻と甲殻の間の節の体組織は、甲殻の強度を考えれば、おそらく、柔らかく銃弾も《槍ランス》も通すと思われますが、とても狙ねらえるものではありません」

「ならば、打つ手なし、か？」

「いえ、あります。──これを見てください」

　クリーニングされた画面の中で、Ｇ・Ｏが巻き込んだ体を解き、伸びをするかのように、大きく体を緩ゆるませ、そこで画面は停止した。ここです、と竜りゆう一いち郎ろうがポインタで示した部分では、甲殻と甲殻の隙すき間まが大きく開き、桃色をした組織が剝むき出しになっていた。

「Ｇ・Ｏの防御体勢は緊急避ひ難なん的なものだと、生物側面対策班は結論しています。筋組織を急速に収しゆう縮しゆくさせるゆえに、長くは保もたず、かつ反動で、このように体組織を露ろ出しゆつする羽目になるとのことです。──ここを狙います」

「しかし、どうする？　グレネード弾は当るのか？　記き録ろくを見る限り、あの一発は偶然の幸運だったような気がするが？」

「そうかもしれません。なので、それを確実にします。──《スクルド》、図を」

「《らじゃっ！》」

　スクリーンに、三次元図が表示された。そこには《スレイプニル》とＧ・Ｏが表示されて、どちらもゆっくりと移動している。《スレイプニル》と重なるようにして、Ａ・Ｍとあるのは晶あきらのことだ。

「Ｇ・Ｏ付近への《ヴァルキュリア》の展開終了後、水みず樹き晶伍ご長ちようにより、Ｇ・Ｏの四つの眼めに対して、上空二五〇キロから超高々度狙そ撃げきを敢行します。弾丸は耐熱に優れた一二七ミリ特殊複合セラミック徹てつ甲こう弾を使用します」

「当たるのか？」

「《ベルザンディ》、現在の東京上空の天気は？」

　竜一郎が訊きくと、良く言えば一番まっとうな、悪く言えば一番個性のない声で《ベルザンディ》は報告をした。

「《現在、東京上空は快晴。しかし、大おお島しま近海で雲が発生しています。対流圏上部界面付近の風速は、毎秒一〇メートルで安定しています》」

　頷うなずいて、竜一郎はヘルガに向き直った。

「数日前に試作品として納入された、ドイツのオーデンリンガー重工業社試作の超長距離狙撃銃『カスパル』と、水樹伍長の腕があれば問題ないと思われます」

　ヘルガは、レモンイエローの制服に身を包んだ《ヴァルキュリア》を見たが、少女は眼鏡めがねの向こうで顔色ひとつ変えることはなかった。

「──中尉、続けろ」

「はい。……Ｇジー・Ｏオーが速度の速い通常弾を避よける芸当は、弾を見ているわけではなく、射手の方を見て、体の向き、銃口の角度などから先読みをしていると思われます。射手の姿が見えなければ、避けようがありません。然しかるのち、包囲射しや撃げきを加えつつグレネード弾による攻撃を行い、防御体勢を取らせて接近。弛し緩かんする瞬しゆん間かんを狙ねらって《槍ランス》を節から体内へと突き刺します」

「もう一発、グレネードを打ち込んだ方が確実ではないのか？」

「体組織の損傷率が一〇％を超えた場合、どのような体勢で再生を始めるのかが判明していません。《スクルド》──」

「《はいはーい。八〇％の確率で、甲こう殻かくを閉じて中身の再生に取りかかると思いまーす》」

　相変わらず能天気な声でそう告げる。

「その状態で、果たして甲殻に穴を穿うがてるのかどうか……賭かけとしては分が悪いと考えます。これまでのＧ・Ｏ出現周期が通用しなくなってしまったのだとすれば、こちらを処理中に新たなＧ・Ｏが出現する可能性も、考こう慮りよする必要があります」

「そうだな。この人数で同時対処は心こころ許もとない」

「はい。なお──」

　竜りゆう一いち郎ろうは、真しん珠じゆたちをちらりと見た。

「本作戦より、ミルキィ・コーラル伍ご長ちようは前ぜん衛えいから外し、補給及び治ち療りようのための専用要員を命じたいと考えます」

　ヘルガは《ケイブ》を見た。

「……いいだろう、作戦ともども許可する。ただし、狙そ撃げきをし損じた場合は、その時点で作戦は中止する。いいな？」

「了解！」

「恥をかかせてくれるなよ、中尉？──ＴＶクルーが、入っているのだからな」

「最善を尽くします」

　ヘルガは大きく頷うなずくと、《ヴァルキュリア》へ向かい、大声で命じた。

「騎き兵へい隊、出撃せよ！」




『ご覧らんください！　平均身長が一六メートルという少女たちを乗せた艦かんが、いままさに港を離れようとしております！』

　全世界に向けて発信されているその放送を、豊かな木々に囲まれた森を思わせる庭でゆり椅い子すに体を預けながら、その《老人》は見つめていた。

　辺りには人ひと気けはない。広大な庭は、すっぽりと巨大なドームに蔽おおわれて、完かん璧ぺきな空調システムの中にある。特殊素材でできた透明性の高い外がい壁へきの向こうでは、晴れた空の下、雪が積もっているが、その冷たさはかけらも中には伝わっていなかった。放し飼いにされている色鮮あざやかな鳥が、群れを成して飛び、世界的に珍しいとされている蝶ちようが、空を飛ぶ花のように舞まっている。

　外がどうであれ、ここだけは、常に《楽園》だった。

《老人》は傍はたから見ると眠っているように思えるが、しっかりと起きていた。皺しわだらけで緩ゆるんだ顔の皮ひ膚ふに埋もれるようにかけられた眼鏡めがねは、ＴＶにもなる。

「《ヴァルキュリア国連騎き兵へい隊》の旗き艦かん・衛星オービツト・軌道輸送艦トランスポーター《スレイプニル》です！　北欧神話の神、オーディンの八本足の愛馬からとった名の通り、木馬に似たシルエットの左右には、少女たちを戦場へと運ぶためのポッドが八つ見えます！　あの中で、少女たちはいま、何を思っているのでしょうか!?　少女たちを率いるのは、弱冠二二歳の新任の騎兵隊長、天あま宮みや竜りゆう一いち郎ろう中尉です！　日本の航宙自じ衛えい隊からの突然の抜ばつ擢てきには、さまざまな意見が──あ！　いま、分離しました！　《スレイプニル》が《ヴァルハラ》を離れます！』

　一匹の蝿はえがが飛んできて、《老人》の額ひたいに止まる。

『現在、Ｇジー・Ｏオーは太平洋上を蛇だ行こうしながら、北上を続けているとのことです。このままの進路で行けば、五時間でＧ・Ｏは東京湾に入ります。もしも湾内でＧ・Ｏが爆ばく死しした場合、神奈川県、東京都、千葉県、静岡県東部、山梨・埼玉県の一部は消失し、ロサンゼルスや香港ホンコンと同じく巨大な海底クレーターに変わり果ててしまうでしょう。もはやそれを止めることができるのは、あの少女たち──北欧神話の《戦いくさ乙女おとめ》の名前を冠した《ヴァルキュリア騎兵隊》しかいないのです。わたしたちにできることは、もはや祈ることだけではないでしょうか？　皆さん、祈りましょう！　少女たちの──いえ、わたしたち自身のために！』

《老人》の灰色の唇に、薄うすく引き延ばされた微笑ほほえみが浮かんだ。




　衛星軌道輸送艦《スレイプニル》の艦橋で、竜一郎は、命令を下す時を待っていた。

　眼前の、宇宙と艦内を隔てる《スレイプニル》の分厚い窓のすぐ上にあるスクリーンには、太平洋が映し出されている。

　中央を、ひとつの黒い影が走っている。

　一見、静止しているように見えるが、それはカメラが正確に影を追いかけているからであって、実際は四〇ノット（約時速七四キロ）で北上している。

　接触予定時刻は一五：三〇──約三〇分後だった。

　手元のモニターには、強きよう襲しゆう揚よう陸りくポッド《クレイドル》の中で待機している真しん珠じゆたちと、格納庫で一人、狙撃銃スナイバーライフルを手に宇宙服に身を包んだ晶あきらの、表情と、各人の心拍数、血圧、ホルモンの分泌量などが表示されている。多少、緊張が見られるが、作戦に支障をきたすほどではない。

「《ベルザンディ》、現状報告」

「《Ｇ・Ｏの移動速度・進路に変化なし。周囲の海水温にも変化はありません。ただし、大おお島しまの沖合いに、積乱雲の発生を確認しました》」

「《スクルド》、そのことによる戦況予測に変化は？」

「《気象条件の影えい響きようは、ゆらぎのうちだよー》」

　竜りゆう一いち郎ろうは頷うなずいた。

「《ウルズ》、一五分後に戦せん闘とう記き録ろくを開始しろ」

「《はい、中尉。一五分後に『記録』を開始いたしますわ》」

「頼む」

　竜一郎は、自分の格好を含めて周囲を見回し、ふっと、口元を緩ゆるませた。

「いろいろあったな……」

　ポツリと呟つぶやいた竜一郎に、《スレイプニル》のパイロットのマリア少尉が、振り返って首を傾かしげた。竜一郎は手を振って、なんでもない、ということを示すと、表情を引き締しめて再びメインスクリーンに向き直った。

　そこに映る青さは、この間と少しも変わらなかった。

　東京湾海上都市は、いまも無人ではない。さすがに観光客はいないが、命知らずのフリージャーナリストやフリーカメラマンが、スクープをものにしようと多数潜入しているらしい。ヘルガからは、彼らのことは一切気にしなくていい、と言われている。

　そのつもりだった。

「作戦海域上空まで、あと二〇分」

　オペレーターの報告に、竜一郎は頷いた。そして、

（そうだな……ひょっとすると……）

　ある可能性を考えて、誰だれにも気づかれないようにコンソールパネルに触れ、ある《保険》の準備を始めた──




　真しん珠じゆは、こんな気分は初めてだった。

　いままでは、ポッドの中では眠っていて、目覚めるのは地上に降りてからだった。

　これから、二五〇キロを落下するのかと思うと、とんでもないことなんじゃないか、といまさらながらに思ってしまう。

（しかも、また裸だし……）

　あれから、真珠たちは一いつ旦たん部屋に戻って制服を脱ぎ（あの会議のためだけに着たのだ）、部屋に到着していた新型ポッド《クレイドル》に乗り込んだ。ポッドとともに、アーマーも一新されたという話だが、基本の装着手順は同じだったので、裸にならなくてはならなかった。

　ポッドの中は、《スレイプニル》の艦かん橋きようでモニターできるようになっている。仕方のないことなのだろうが、なんとなく恥ずかしい──たとえそれが、鎖さ骨こつの辺りから上しか映らないとしても。

（その代わり、こっちからも見えるんだけどね）

　目の前のモニターの端に出ているウィンドウの中で、中尉はいま、何やらチラチラと怪しげに辺りを窺うかがって、手元で何かをしているようだ。

「隊長さん、何してるんですか？」

『ぬどわっ！』

　中尉は、なにやらひどく驚おどろいた様子だった。

「し、真しん珠じゆく──あ、いや海かい津づ院いん伍ご長ちよう、なんだ？』

「いえ、別に。何をしているのかな、って思ったので」

『作戦の最終チェックをしていただけだ──あー、ところで……どうだい気分は？』

「ちょっと恥ずかしいです」

『恥ずかしい？　何が──あ、いや、すまない。言わなくていい』

「はい」

『じきに作戦開始だ。なるべくリラックスするように。安定剤はいるか？』

「いえ、いいです」

　竜りゆう一いち郎ろうは頷うなずくと、また何か手元での作業に戻ってしまった。

　真珠は別のウィンドウに映し出された宇宙を眺めた。いまなら足元の地球の様子を見ることもできる。しかしやめておいた。わざわざ怖い思いをすることはない。

　前回の出しゆつ撃げきの時は、《コフィン》に入ってすぐに意識を喪失したが、今度はそれはなかった。あれはあれで怖いと思っていたのだが、こうして裸で狭いカプセルの中で身動きも取れずに宇宙にぶら下げられて、これから大気圏に突入するかと考えると、それはそれで怖い。

　事前に受けた説明では、ポッドの中は《ヴァルハラ》と同じように重力制御が行われるので落下していると体感することはないという。実際、戦闘バトル訓練航宙艦トレーニングシツプ《霧む忍にん》のＶヴアーチヤルＲリアリテイＳシステムにも、大気圏突入の項目があって試したが、目の前をただ景色が通り過ぎていくだけの感じで、最後の着水の時に軽い震しん動どうを感じただけだった。

　あれが事実なら、何も心配することはないのだが、ＶＲヴアーチヤルリアリテイはＶＲ。実際には試してみないとわからないだろう。

（今度は、勝てるかな……）

　真珠は、恐ろしく堅固な外がい殻かくを持ったあのＧジー・Ｏオーのことを考えた。

　弛し緩かんした体が元に戻る時間は長くはない。その隙すきに《槍ランス》を押し込めばそれで終わりだった。驚きよう異い的な動きを可能とする四つの複眼は、晶あきらがきっと撃うち抜いてくれる。無論それも再生はするだろうが、それには時間がかかるはずだ。

　前回、ルビーが撃ったグレネードがまともに命中したことが、偶然だったのかどうかはわからない。しかし、あれが偶然でなかったにしても、もしかしたら偶然であったかもしれない可能性に賭かけるのは、ごめんだった。

（だって、賭けるチップは自分たちの命なんだから）

　真しん珠じゆは目を閉じると、これまでにあったことがいろいろと浮かぶかどうか試してみた。

　もし浮かべば、それは『走馬灯』といって死ぬ前に見るものだそうだから（研究所にいた頃ころにアメリカ人のスタッフがそう教えてくれた。他ほかの人に話すと恐ろしいことが起こるといわれたので話していない）、今度の戦せん闘とうは、ヤバイ、ということになる。

　しばらくそうしていたが、何も浮かばなかった。ただの気休めだとは思うが、それでも確かに気は休まった。

『みんな』

　スピーカーから竜りゆう一いち郎ろうの声がして、真珠は目を開けた。真剣な顔の中尉が、小さなウィンドウにアップになっている。

『あと、数分で作戦海域上空に到着する。いよいよ作戦開始だ。──だが、その前に、俺おれの正直な気持ちを話しておこうと思う』

（なんだろう……）

　真珠は、意識を集中して耳を傾けた。

『俺は……俺は、君たちが、本当に心から望んでそこにいるわけではないことを知っている。君たちは、限りなく少ない選択肢の中から、ある意味、そこにいることを選ばざるを得なかった。だから俺は、君たちにいま、信頼してもらえているとは思っていないし、それは無理な話だとわかっている。だから俺は、君たちが自分の選択を後悔することがないように、努力することを約束する。君たちが、自分がした選択は正しかったと思えるような、そんな指揮官になれるよう、努力することをここに誓う』

　竜一郎はひと息に言って、そうして息を吐き出すと、少し赤い顔で、目を細めて微笑ほほえんだ。

『……以上だ。皆、生きて帰ろうな』

　プッ、と通信は切れた。

「…………」

　暗くなったウィンドウを、なんとなくいつまでも見つめていた。

　とくん──

　胸の中で、心臓が温かく鼓動をひとつ打ったのを、真珠は、はっきりと感じた。




「──作戦開始されました。《クレイドル》01、02、04、05、06降下。……熱圏下層へ突入を確認」

　オペレーターの報告を聞きながらヘルガは、椅い子すに浅く腰掛けて胸の上で指を組み、赤熱化していくポッドを見守っていた。

　それは、炎でできた五つの宝石のようだった。

「水みず樹き伍ご長ちよう、《スレイプニル》甲板へ上がります」

　特注の宇宙服を着た巨人が、体に合わせた巨大な狙撃銃スナイパーライフルを手に艦かんの下部から現れ、ポッドの03へと張りつくと、銃のストック先端から二脚架を引き出して展開し、ポッドの外がい壁へきに腹はら這ばいになって、ストックをしっかりと肩に当てたのが見えた。

　銃口は、地球を向いている。

「……《スレイプニル》が、まるで小型艇に見えるな、カリウス？」

「はい。──ところで、大丈夫なのでございますか？　あの騎き兵へいは」

「眼めのことか？　近眼だが、腕の方は心配は要らん。資料を見たが、実際、たいしたものだぞ？　それに、あの娘は風が見えるのだそうだ」

「風、ですか？」

「そうらしい。比ひ喩ゆなのか、それとも、本当に見えるのかは、わからんらしいがな」

「左様でございますか」

　オペレーターがポッドの着水を告げて、ヘルガはスクリーンへと向き直った。




　シミュレーターは正しかった。

　ポッドが着水した時、真しん珠じゆはほとんど衝しよう撃げきを感じなかった。

「《アーマー装着開始します》」

　無機質な音声合成がそう告げ、特殊ポリマーアロイの体への直接噴ふん霧むが始まって、インナーウェアの形成を開始した。この溶液は冷たくも熱くもなく固まるのも速い。完成までは一分ほどだ。

　真珠は足を、載せていた台から外し、すぐ脇わきのブーツを履はいた。すると、それがスイッチだったのか、外周に刺し繡しゆう飾りのついた白い一枚布が腰に巻きついてスカートに変わった。体には白銀のボディアーマーが装着され、両方の下腕にはガントレットがはめられる。頭には、首を下げ、翼つばさを後ろに向かって広げた白鳥を思わせるヘルメットが載り、白鳥の首の先から真珠の耳の脇にかけて、偏光バイザーが形成された。そこには、翼の飾りに見えるアンテナで受信することができるあらゆる情報が表示される。そして最後に、シルバーホワイトのケープが肩にかけられて、右の胸のすぐ上で黄金の《騎き兵へい隊章》によって留められた。

　これが、《ヴァルキュリア国連騎兵隊》の新しいバトルアーマーだ。

　全体的な印象はヴァイキングの戦士だが、ラウンドシールドはなく、共通武器は斧おのではなく槍ランスである。ヘルメットが頭を下げた白鳥なのは、神話においてヴァルキュリアは、白鳥に姿を変えて人の世界へ降りる、と言われているところから取られている。

　一見、クラシカルではある。

　が、実態は最新技術の集合体だった。スカートのように見える布なども、優れた防弾効果を持つ特殊繊せん維いでできており、羽根のように軽いにも拘かかわらず、重戦車の徹てつ甲こう弾も難なく受け止めるばかりか、寒冷地では発熱して保温し、温暖地では逆に放熱して冷却する。鎧よろいなども、強烈な力が一点に加わった場合、その部分の強度を上げるために分子構造そのものが変化する、という技術も使われていた。

　他ほかの姉妹とは、ケープの色が違うだけで、銃以外の装備品は同一である。

「《ハッチ、開きます》」

　低い音が聞こえ始めてすぐ、プシュッという音がして、ゆっくりとポッドのハッチが開き出した。縁ふちを乗り越えて、海水が中へと入り込んできてブーツを浸した。宇宙とは違う、柔らかな太陽光は、それでも人工灯に慣れた目にはきつい。バイザーが光度を調節してくれたが、真しん珠じゆはそれでも目を眇すがめた。目の端に映るウィンドウには、Ｇジー・Ｏオーの現在位置が表示されている──接触まであと一〇分。

「《リフト・オフ》」

《クレイドル》の《寝台バース》がゆっくりと起き上がっていく。《コフィン》の《担架ストレツチヤー》のように、放り出されるという感じはない。《揺り籠クレイドル》の名の通り、とても優しい。

　真珠は、自らの意思でポッドを出た。少し濁にごった潮しおの匂においがする。振り返ると、それを待っていたようにせり出した《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》を手にして肩のラックにかけ、銃架から突撃銃アサルトライフルとマガジンラックを取り、いつもと同じように装備した。

「真珠！」

　大きな声に振り返ると、少し（といっても五〇メートルくらい）離れた場所で、擲弾発射銃グレネードランチヤーと、今回から持つことになった重機関銃を肩に載せるようにしたルビーが、自信に溢あふれた笑みを浮かべて、胸のアーマーをトンと叩たたいてみせた。

[image: ]

「顔が見えるっていいな！」

「うん！」

　答えて、真しん珠じゆは、自分がこの状況で笑顔になれるなんて思ってもみなかった。

　声が聞こえ、顔が見えるだけで、こんなに違うとは。

　これまでは、皆といても一人で戦っているような気分だった。でも、たったこれだけのことで、一人ではないと感じられる。怖くない、などと自分に噓うそはつけない。けれど、頑張るという気持ちは、いままでのように背中を押されてではなく、自分で足を踏み出して、そして湧わき上がってくる。

（頑張らなきゃ、ではなく、頑張るぞ、だわ）

　真珠は、突撃銃アサルトライフルのスライドを引いて薬室に一発目を送り込んだ。

　素早く辺りを見回す。

　レインはポッドに寄りかかって、空を見ている。長いブロンドが潮しお風かぜに揺れている。その風に乗って、微かすかに歌が聞こえた。いつも、銃に添えられた指がリズムを取っていたのは、それに合わせていたのだと、ようやくわかった。これまでは、ただいらついていたのかと思っていたのだが、そうではなかったのだ。

　ミルキィは、医い療りよう用のケースを手に、建設途中で廃棄された埋立地に上がっていた。一応、《槍ランス》と短機関銃サブマシンガンを携帯している。だがおそらく、今日の作戦からは使うことはないだろう。ミルキィはケースを置いてひと息つくと、真珠に気づいて大きく手を振り、それからナンバー06の補給用ポッドへ走っていった。ベルトにつけた《応急手当フアーストエイドキット》が大きく揺れる。

　ピッピッピッと、メットの中でアラームが鳴った。

　──時間だ。

　真珠は、すう、と深呼吸をすると、突撃銃の安全装置セーフテイユニツトを解除した。




　他ほかに誰だれもいない宇宙空間で、ワーグナーの《ワルキューレの騎き行こう》のメロディを口ずさみながら──わざとこの曲を選んだ──晶あきらは、バイザーに映るＧジー・Ｏオーの姿を眼鏡めがね越しに見ていた。

　こんな時くらいコンタクトを入れたらどうか、と姉には言われたが、ごめんだった。慣れるのに時間がかかるし、慣れるとも思えない。

　遥はるか下層二五〇キロのこの映像は、実際のものではない。偵てい察さつ衛えい星せいが捉とらえた画像を《ノルン》で処理、ＶヴアーチヤルＲリアリテイＳシステムを応用して、狙撃銃スナイパーライフルのレーザースコープと連動させた形で、あたかも自分が見ているように表示しているだけのことだ。

　忙せわしなく動く四つの突起のひとつに、照準を表す十字の中心がぴたりと合っている。風や、摩ま擦さつ熱による軌道のずれなど、全すべて計算した上での結果だ。

　射手は、あとはただ、トリガーを引けばいい。

　ならば、自動でできそうなものだが、そうしないのには理由がある。

（……ちょっと、違う……）

　晶あきらは、息を吹きかけるくらい僅わずかに銃を動かした。十字が、突起から外れる。

　資料にある通り、晶は《風》を見ることができた。

　彼女に限らず、優れた狙撃手スナイパーは例外なく風を読むことができる。その根拠となるのは、鳥であったり、木々の揺らぎであったりするが、晶の『見る』は、それとは少し違う。

　彼女には、本当に風が見えるのだ。

　いまもバイザーの向こうでは、何十という気流が、まるでミルフィーユの生地のように重なり合って流れているのが視覚情報としてハッキリと、立体的に見えている。

　その上で晶は、弾がどのように影えい響きようを受け、どのように流れるかを想像する──というよりも、感覚として捉とらえることができた。弾の一発一発は、晶の長い腕だった。撃うった弾がどのように飛び、どのように命中し、その時の感触がどうであるのかを、彼女は想像し、体感することができるのだった。

　それは、どんなコンピューターをもってしても、真ま似ねすることはできない。

　晶はいま、すごくいい気分だった。

　照準を勝手に外すなどということをすれば、いままでなら、すぐにおしおきをされていただろう。

　資料上、彼女の射しや撃げきの命中精度は高かったが、それは本当の実力ではなかった。機械任せだった、と言ってもいい。無論、誰だれが撃っても同じ結果が出るというわけではない。狙撃手には他ほかにも、銃の固定、集中力など、様々な要素が求められる。それらが嚙かみ合っての高結果だったが、それでもそれは、晶の本当の実力ではなかった。

　彼女にとっては不本意な、気持ちの悪い結果だった。

　けれど、今日は大丈夫だ。

　いま頃ごろ艦かん橋きようでは、目標と照準がずれていることについて騒さわいでいるかもしれないが、ここにいれば何も聞こえない。集中するために、あらかじめ全すべての通信は切っている。

　教えてもらわなくても、いつ始めればいいかは、わかっている。

　きらり、と何かに反射した太陽光が目に飛び込んだ。

（くしゃん！　あ──）

　不意に、くしゃみがひとつ出て、晶は引き金を引いていた。




　立て続けに四つ、赤い光点が雲を突き破って落下し、Ｇジー・Ｏオーの頭部と思おぼしき場所を直撃した。

　不気味に突き出した四本の突起は、一いつ瞬しゆん大きく凹へこんだかと思うと、次の瞬間、内側から大きく爆はぜた。

　千切れ飛んだ肉片と、緑色をした体液が辺りに飛び散る。

　Ｇジー・Ｏオーは進攻を止め、その場で激しくのたうった。

　ぶつぶつした複眼が、べろりとめくれた皮に張りついて揺れている。

「アタック！」

　竜りゆう一いち郎ろうの声がヘルメットの中に響ひびいて、真しん珠じゆは突撃銃アサルトライフルを構え、引き金を引いた。

（当たる！）

　前回はかわされてしまった攻こう撃げきが、今回は面白いように命中する。真珠は、射線をくぐってＧ・Ｏの転がろうとしている方向へ走り、そこから再び銃撃を加えた。

　弾は散らさずに、なるべく同じ場所へと叩たたき込むようにする。次々と排出される空薬やつ莢きようが、海に落ちるたびに蒸気を上げる。

　なるべく傷ついた突起を狙ねらうようにした。再生を防ぐ意味と、甲こう殻かくには五五・六ミリ×四五〇ミリ弾ではやはり貫通には至らないからだ。そちらの方は、ルビーの重機関銃から発射される一二七ミリ劣化ウラン弾に任せることにした。こちらも甲殻を破るには至らないが、衝しよう撃げきはかなりあるはずだった。甲殻も命中する度に大きく凹へこんでいる。すぐに元に戻っているが、同一箇所に間隔をあけずに二発当たれば、砕けるかもしれない。

　Ｇ・Ｏは重機関銃マシンガンの射線から逃れようと、水みず飛沫しぶきあげて沖への脱出を図るが、真珠とレインの銃が、それを許さない。二人は右へ左へ転がるＧ・Ｏを、周囲を回りながら挟むようにして射撃を加えた。

　びゅっ、と体液が噴ふん水すいのように噴出した。

　体をくねらせた時に大きく剝むき出しになった節の隙すき間まに、劣化ウラン弾のひとつが命中したのだ。

　Ｇ・Ｏの動きが目に見えて鈍くなった。まだ、転がるように動いてはいるが、節のひとつひとつが見える。しかし同時に、動きが小さくなったことで、偶然、節の隙間に弾が命中することもなくなった。

（でも、これなら──）

「フォレスト伍ご長ちよう！　撃うて！」

　真珠の思いを映したように、竜一郎の声が聞こえた。

　ルビーは、重機関銃マシンガンの銃口を下げると、素早く擲弾発射銃グレネードランチヤーを構え、引き金を引いた。

　ドン、という音とともに、弾は僅わずかな弧を描いて、Ｇ・Ｏを目掛けて飛んだ。

　気配で気がついたのか、それとも、残った複眼の一部がそれを捉とらえたのか、Ｇ・Ｏは頭を内側に収めるようにして完全に丸くなった。節のひとつひとつが重なり合い、ピッタリと閉じる。そこへ、弾は命中した。

　轟ごう音おんとともに爆ばく発はつが起こり、辺りを爆風が吹き抜けた。

　真珠とレインは体を屈かがめてそれをやり過ごすと、銃を左手に持ち替え、背中のラックから《黄昏の槍ランス・オフ・ダスク》を外した。

「海かい津づ院いん伍ご長ちよう！　ジースト伍長！　突とつ撃げき！　突撃！」

　竜りゆう一いち郎ろうの声に奮ふるい立って、二人はＧジー・Ｏオーを目掛けて走り出した。

「レイン姉さん！　尻しつ尾ぽに気をつけて！」

「了解ネ！」

　前回の教訓を生かして、突起のある側から近づく。

　沖から吹く海風が、前よりも早く煙を吹き払ってくれて、Ｇ・Ｏの姿は到達前にあらわになった。

　──体が膨ふくらんでいる。

　我慢の限界を超えた、というように、甲こう殻かくと甲殻の隙すき間まから白っぽい膜に包まれた体組織が覗のぞいている。

（あそこに！）

　隙間は、それほど大きいものではない。しかもそれも徐々に閉じつつある。

　投とう擲てきするのは論外だった。外れた時のリスクが大きすぎる。取りついて、突き立てるのが一番確実だった。

　真しん珠じゆとレインが波を蹴け立たてる足音と、ニチニチというＧ・Ｏが組織を再生していく音だけが大きい。ルビーはぴたりとＧ・Ｏに狙ねらいをつけてはいるが、銃じゆう撃げきはやめている。撃うつには二人が近すぎる。

（あと、ちょっと──）

　十分に間に合いそうだった。突起も再生が進んでいるが、こちらの方が早い。

　勝った──そう思った時。

「Ｎｏ！」

　と突然叫び声がして、レインが転んだ。

（姉さんのドジ！）

　真珠は、足を滑らせのだろう、と思った。

　しかし、次の瞬しゆん間かん、レインは仰あお向むけになったまま海の中を滑り出した。

「キャアアアッ！」

「姉さんっ!?」

　レインはＧ・Ｏの方へと引きずられていく。羽のように波が立つ。

　真珠は走りながら手を伸ばして、姉の腕を摑つかもうとした。レインの顔は恐怖に強こわ張ばって、なぜか微笑ほほえんでいた。

（あと……少し……）

　だが、伸ばした手は何も摑つかめなかった。

　姉の体は突然方向を変えたかと思うと、海面から飛び出して、後ろへ跳んだのである。勢いあまって、真珠は前のめりに転んでしまった。

「キャアッ！」

「……!!」

　ヘルメットの中に悲鳴が響ひびいて振り返ると、ルビーとレインがもつれ合うようにして倒れていた。

（あ……）

「し、真しん珠じゆっ!!」

　ルビーの声に、ハッとしてＧジー・Ｏオーを振り返った真珠は、海面すれすれの水中を巨大な蛇へびのようなものが突進してくるのを見た。

　魅み入いられたように、体が硬直した。

《槍ランス》を振り上げようと、腕を動かそうとした時には、遅かった！

　蛇が、左右に口を開く。そこには、鋭するどい歯がずらりと並んでいた。

　水みず飛沫しぶきが上がって、あっ、と顔を庇かばってしまった瞬しゆん間かん、真珠は、腹部に強い衝しよう撃げきを感じた。《槍》が手から離れる！　かろうじてケーブルで繫つながっているものの、引き寄せている余裕などなかった。

「う……ああっ！」

　真珠は呻うめいた。胴が挟み潰つぶされそうだった。両手を蛇の口に当てて緩ゆるめようとしても、びくともしない。海面から引き上げられると、重力が痛みに加わった。

「おねえちゃんっ!!」

　ミルキィは震ふるえながら短機関銃サブマシンガンを構えたが、撃うつことはできなかった。

　ふらつく銃口の先に、必ず姉の姿がある──蛇は、真珠を器用に盾にしていた。

「ああっ！」

　みしり、と骨が軋きしむ音が聞こえた。骨こつ盤ばんが砕けかかっている、その痛みに、真珠の瞳ひとみから、涙がこぼれた──




「あれはなんだ!?」

「《Ｇ・Ｏの捕触手と確認しました》」

　竜りゆう一いち郎ろうの叫びに《ベルザンディ》が即答した。──触手だと？　そんなものがあるなんて、聞いていないぞ!!

「くそっ！」

　竜一郎は、甲板との回線を強制的に開いた。

「晶あきら！　あれを狙ねらえるか!?」

　だが、彼女は首を振った。その顔は、苦痛を受けたように曇くもっている。安易に答えたわけではない。それが事実なのだ。

「ルビー！」

　そのひと言で、彼女は竜りゆう一いち郎ろうの意図を悟ったようだった。だが──

『無理だ！　グレネードじゃ、Ｇジー・Ｏオーに近すぎて、真しん珠じゆも巻き込まれちまう！　重機関銃マシンガンでも同じだ！』

　竜一郎は歯は嚙がみした。

　オペレーターが振り向き、

「隊長！　レイン・ジースト伍ご長ちよう、意識を喪失！」

「覚かく醒せいさせろ！　Ｇ・Ｏがどんな攻こう撃げきをしてくるかわからない！　危険だ！」

「はい！」

「甲こう殻かくが閉じるまで、五分を切りました！」

「海かい津づ院いん伍長、鎮ちん痛つう剤が自動投与されました！　このまま等値で圧力がかかり続ければ、四分で伍長の骨こつ盤ばんは砕けます！」

　スクリーンの一角に映った真珠は、痛みに涙をこぼし、顔面は蒼そう白はくだった。

　竜一郎は、拳こぶしを強く握り締しめた。

「……マリア少尉、ここを頼む」

「えっ!?」

「自分も出撃する」

「えっ、し、出撃って、どういう──あの、隊長っ！」

　答えず、竜一郎は踵きびすを返すと、緊急用重力シューターの保ほ護ごパネルを叩たたき割った。レバーを引いてハッチを開く。これを使えば、格納庫へ数秒で行くことができる。

「隊長っ!!」

　暗い穴へ飛び込むと、内臓を全部吸い出されるようなそんな気持ち悪さを感じてぞっとしたが、耐えられなくなる前に、あっという間に格納庫へ辿たどり着いた。

　竜一郎は《クレイドル》の[image: ]07へと続く隔かく壁へきへ向かうと、それを開放した。何とか立って歩くことのできる通路の先に、うっすらと座席が見える。走るようにして通路を渡り、その座席に体を押し込めると、手を伸ばして、遠隔操作でまず隔壁を、そしてハッチを閉じた。

　待ちかねていたかのように、竜一郎の周りで、次々と淡い光が灯ともり始めた。




「司令、《クレイドル》07が、艦かんを離れます」

「ポッドが？」

　ヘルガは《スレイプニル》の姿を拡大させた。

　……何かの間違いではない。

　七つ目の強きよう襲しゆう揚よう陸りく用ポッドが、ゆっくりと艦を離れていく。甲板の上では、晶あきらが震しん動どうで外へ放り出されないようにと艦の縁ふちを摑つかんでいる。

「あれには、何が搭載されている？」

「申しん請せいによれば……ええと……《シグルズ》とありますが？」

「何っ!?」

　ヘルガは、がばと体を起こすと、オペレーターに《スレイプニル》の艦かん橋きようを呼び出させた。

　スクリーンに映し出された艦橋には、竜りゆう一いち郎ろうの姿はどこにもなかった。

「少尉！　中尉はどこに行った!?」

　ヘルガの剣幕に、司令室の全員が首を竦すくめ、スクリーンの向こうでマリア少尉も驚おどろいた様子で体を震ふるわせた。

「指揮官がなぜそこにいない！」

『わ、わかりません！　突然、自分も出しゆつ撃げきするといって、飛び出していってしまって……』

　舌打ちをして、ヘルガはコンソールの下を爪つま先さきで蹴けった。

「あのバカが……」

「いかがなさいますか？」

　そっと近づいてきたカリウスが囁ささやくと、ヘルガは鼻を鳴らして、乱暴に椅い子すに座り、元帥杖じようで自分の掌てのひらを、パシッと叩たたいた。

「中尉は、バカだ。そうだとは思っていたが、本当にバカだ。《シグルズ》に《槍ランス》は使えないんだぞ？　ったく、バカだ」

　杖でもう一度、掌を叩く。そして、ふっと息をついた。

「……しかし、愚かではない。選択としては悪くない、と認めるしかないな。もともと《シグルズ》はそのための──あの女どもを守るための《盾》だ。いま使わずに、格納庫の置物にしておくような男なら、もとより相応ふさわしくはない」

　ヘルガは、手を伸ばして杖の飾りで、カリウスの胸を軽く叩いた。

「しかし、いきなり実戦とはな……やれやれ。カリウス、私は技研の連中に、たっぷりと小言を言われるな？」

「はい」

「まったく……なんだか、出来の悪い弟ができたような気分だ」

　ヘルガは、そう言ってため息をついたが、なぜだかその薄うすい唇には微かすかな笑みが浮かんでいた。




　七番目のポッドが落下したのは、Ｇジー・Ｏオーの左方、距離、僅わずか二〇メートルの場所だった。

　着水直前に、逆噴ふん射しやによる制動がかかったポッドは、落下速度との間でボディがせめぎ合って軋きしみを上げたが、なんとか軟着陸に成功した。それでも、着水時には水が花のように立ち上って、真しん珠じゆの体は濡ぬれた。

（晶あきら……？）

　初めに頭に浮かんだのは、彼女のことだった。上にいた晶が、見かねて降りてきたのではないか、と思った。

　だが、晶あきらの特技は狙そ撃げきである。こんなに近くては、それが生かせるとは思えない──むしろ、彼女自身が危険だと思えた。

　再生が完了しつつある突起が、一いつ斉せいにポッドを見る。

　Ｇジー・Ｏオーの尾が振り上げられた。

「あ、晶……」

　痛みに、声が出ない。

　ばらりと扇子のように広がった尾羽根が、ポッドを目掛けて振り下ろされる。

「──！」

　鋭するどい甲こう殻かくの刃やいばが、ポッドの上端をすっぱりと切り落とした。だが、その直前、ハッチが吹き飛んで、中から青い影が飛び出すのを、真しん珠じゆは、激しい痛みの中で見た。

　影は蛇へびの懐ふところ──真珠の足元に、風のように滑り込んだ。

　ギラリと何かが輝かがやき、銀光が蛇の胴を薙なぐ。ガキン、と鈍い音がして、その光は二つに分かれて、ひとつは海に消えた。

　ずるり──

　真珠は、不意に落下感覚に襲おそわれて、歯を食いしばった。直後、背中に鈍い痛みを感じて、彼女は海の中にいた。鼻から海水がどっと流れ込み、喉のどに回る。その痛みに、真珠は慌てて体を起こし、海面に顔を出すと、激しくむせ返った。

　腰が重い。振り返ると、蛇がまだ喰くらいついたままになっている。

「！」

　だが、真珠は一いつ瞬しゆん、全すべてを忘れた。自分が戦場にいることも、Ｇ・Ｏも、何もかも。

　──そこに、奇妙な物が浮いていた。

　巨大な青い《壺ボツト》、といったらいいだろうか？　寸ずん胴どうで手足はないが、蓋ふたのように見える場所には古い土器に見られるような潰つぶれた蛙かえるのような顔もある！　蓋と本体の合わせ目と見える場所からは、二つに折れた刃のようなものが覗のぞいている！

　二つに切断された蛇の胴体が、緑の体液を撒まき散らしながら、落下していく。

　ゆっくりと開いた巨大な眼光は、燃えるレッド！

　海面に落ちた幹が、盛大に水を跳ね上げる。グリーンシャワーの中で、全てが、スローモーションのように見えた。

　と──その《壺》は、蛙の瞳ひとみを真珠に向け、本体から金属製の折り畳みアームを伸ばし、そして叫んだ！

『立てっ！　真珠っ！』

　その声には、覚えがあった。否、覚えがあるどころではない。もう、すっかり耳に馴な染じんでしまっている。この声は──

「隊長さん!?」

『立つんだ！　甲こう殻かくが閉じるまで、あと一分ないぞ！』

「は、はいっ！」

　真しん珠じゆは、わけがわからないながら、それでも、手を伸ばしてアームを取った。引き寄せられ、しかし、思ったよりも力が強く、よろけた。

（あっ！）

　とん、と抱き留められ、心臓は跳ねた。

（この中に隊長さんが……あたしたちを、助けに来てくれた……）

　その事実が、真珠の胸を熱くした。

『どうした!?』

「す、すみません！」

　真珠は慌てて離れると、ヘルメットを深く下ろした。

『血圧が上昇しているぞ！　脈拍も高い！　深呼吸して心を落ち着かせろ！』

「は、はい──あっ！」

　二人の後ろで、Ｇジー・Ｏオーが尾を振り上げた。

『危ないっ！』

　真珠は、竜りゆう一いち郎ろうの操る《壺ボツト》に突き飛ばされて、横へ転がっていた。二人が立っていた場所に、ギロチンのような刃やいばが深々と突き刺さる。

『真珠、槍ランスを拾え！　俺おれが、奴やつを押さえ込む！』

　竜一郎はそう言うと、止める間もなく、Ｇ・Ｏに向かって、空飛ぶ《壺》を移動させた。六本のアームが展開し、首辺りのくびれから飛び出していた折れた刃やいばが回転を始める。シャッターを開いた巨大な目から、光が放たれてＧ・Ｏの甲殻を灼やいた。熔よう解かいさせるには至らない。だが、剝むき出しの組織は焦げ、怯ひるませるには役立った。

『閉じさせるかっ！』

　六本のアームが、甲殻と甲殻の僅わずかな隙すき間まに叩たたき込まれる。やわらかい膜を破り、アームは内側に潜り込むと、鈎かぎのように組織を捉とらえ、殻からを剝むくように腕を開いていった。鋭するどい尾の刃が、機体を襲おそう。たちまち装甲は傷ついていく。

　アームが悲鳴を上げ、一本が関節から折れて小さな爆ばく発はつを起こした。

「た、隊長さんっ！」

『急げ！　長くは保もたないっ！　こいつも直に本格的に動き出す！　そうしたら万事休すだ！』

　Ｇ・Ｏは、体をのたうたせて、竜一郎を振り払おうとする。

《壺》は振り子のように揺れる。だが、決して外れはしなかった。

　真珠は、ケーブルに繫つながった《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》を、手首の返しひとつで手た繰ぐると、しっかりと握り締しめ、竜りゆう一いち郎ろうが押さえ込んでいる場所を目掛けて突進した。

「い……やああああああああっ！」

　突起が、ぐるんと動いて、真しん珠じゆを捉とらえる。

　体の方に残っていた触手が、のたうった瞬しゆん間かん、鞭むちのように襲おそいかかってくる。

　──バシッ！

　しかしそれは、突然、真上から見えない手で殴りつけられたかのように、海に沈んだ。

「やあああああっ！」

　真珠は、《黄昏の槍ランス・オブ・ダスク》を、体ごとぶつかるようにして、甲こう殻かくの節へと突き込んだ！

　断だん末まつ魔まの震ふるえが、柄つかを通して伝わってくる。

　歯を食いしばり、さらに深く押し込む！

　まるで悦よろこぶかのように、《黄昏の槍》が歌い出した。肉の震えはいっそう激しくなり、そして──

　崩ほう壊かいが始まった！

　突き込まれた《槍ランス》を中心に、まるで、砂でできていたかのようにさらさらと、肉が、甲殻が崩れていく。《槍》の周りが全すべて崩れ落ち、歌が止やんでも、崩壊は続き、ついには、いつもと同じく、一片の組織も残さずに、Ｇジー・Ｏオーは消滅した。

　──勝ったのだ。

『……やったな』

　呟つぶやき、支えを失った竜一郎は──青い《壺ボツト》は、浮力を失ってその場に、どう、と落ちた。

「隊長さん！」

　真珠は慌てて、駆け寄った。

　どんな怪け我がをしているかわからない──ぞっとして、ミルキィを慌てて呼ぼうとしたそのとき、蒸気を噴ふん出しゆつして、装甲の一部が開いた。そして、ぱたぱたと周りの煙を払うようにして煙の中から、いつもの、人形サイズの竜一郎が現れた。

「あー、やっちまったな」

　真珠の心配をよそに、彼は、いつもと変わらなかった。とりあえず、どこにも怪我はないように見えた。

「大目玉だな、これは……」

　そう言って、彼は頭を搔かいた。それが、あまりに普通な様子だったので、真珠はなんだかすっかり気が抜けてしまった。

（もう……）

　なんとなく笑いすら込み上げそうになる。

「隊長さん、これは？」

　やたらと彼を困らせているらしい《壺》を指して、真珠は訊きいた。こんなものを見るのも、聞くのも初めてだった。

「ん？　ああ……試作型の対Ｇジー・Ｏオー用浮遊要塞フロートフオートレス《シグルズ》だ。大佐に、無理を言って借り出してもらったんだが……これは、大目玉だな。《京》も折れちまったし」

「《きょう》？」

「専用のカッターの名前さ。……始末書で済めばいいが」

　竜りゆう一いち郎ろうは、眉まゆを顰ひそめて頭を搔かいた。

　そんな大事なものを壊こわすのを覚悟で、自分が怪け我がを、下へ手たをすれば死ぬかもしれないのを省みず、助けに来てくれたんだ──真しん珠じゆは、そうとわかって胸が熱くなった。

　確かに彼の行動は、指揮官としては誉ほめられたものではないかもしれない。

　けれど真珠は、一緒に戦ってくれたのだ、ということが、とても嬉うれしかった。一緒になって危険を体験してくれたことが、とても嬉しかった。

　──信じられる、と思えた。

「隊長!?　本当に隊長かよ!?」

「あ、ルビー……」

　ざぶざぶと近づいてきたルビーは、真珠に抱きかかえられて横たわる《壺ボツト》と、その胸に立つ竜一郎を見ると、目を丸くした。

「なんだ、これ!?　こんなの隠し持ってたのか!?」

「本当は、まだ実戦に出せる段階じゃないんだよ。実働時間も一〇分程度だしな。多分、俺おれは大佐に大目玉だな」

「そりゃ、可か哀わい想そうに。──でもまあ、男じゃねえか。俺たちと一緒に戦おうなんてよ！」

「それはまあ……隊長だからな」

　そう言って、竜一郎は、はにかんだような、なんともいい笑顔になった。

　ルビーは何かに驚おどろいたように目を丸くすると、不意に顔をそむけ、鼻の頭を搔いた。

　真珠はそれを、見るとはなしに見てしまった。

「あ、おにいちゃん！」

「え？　あら、ほんとネ！」

　遅れてやってきた、レインとミルキィが、《シグルズ》を囲むように立ち、揃そろって上から竜一郎を見下ろすようにした。

「みんな、怪我はないか!?」

「うん！　ミルキィ、大丈夫！」

「ワタシも、へいきネ。ちょっと、あざできたけど、それだけネ」

「よかった」

　竜一郎は、全員をぐるりと見回した。

「みんな、よくやった！　周囲への被害もなくＧ・Ｏを殲せん滅めつすることができたことは、大勝利といっていいと思う。──胸を張って家に……《ヴァルハラ》に帰ろう！」

　皆の顔が、ぱっと明るくなった。

　家に帰る──それはなんだか、とても嬉うれしい、とても温かい言葉だった。

「おう。帰ろうぜ、家に！」

「ミルキィも帰るの！」

「そうネ、帰るねネ！」

「うん……皆で、帰ろう！」

　真しん珠じゆは、皆は、真っ青な空を、その向こうにある《家》を見上げ、そうして、何かを摑つかもうとするかのように、手を伸ばした。

　──真っ直すぐに、高く！




　オペレーターに向かって、回収班を向かわせることと、作戦の終了を告げると、ヘルガは、ため息をついて椅い子すに沈み込んだ。

「……やっぱり壊こわしたな」

「はい」

「……しかしまあ、Ｇジー・Ｏオーは倒し、周辺への被害もなし、巨人も無事なのだから、隊長としての初うい陣じんにしては、よくやった方だろう」

「それでは、お許しになられますので？」

「許す？　冗談はよせ。戻ってきたら、たっぷりと叱しかり飛ばしてやる。あいつのせいで、小言を言われる羽目になるんだからな」

「それでは、なんか罰をお与えになられては？」

「いい考えだ、カリウス。じっくりと考えるとしよう」

　フッフッフッ、というヘルガの血も凍るような笑い声に、作戦司令室の全員が竜りゆう一いち郎ろうの行く末を思い、震ふるえ上がると同時に、それが自分でなくて、本当に良かったと考えた。

「少し気分が良くなった。──部屋に戻るぞ、カリウス。喉のどが渇いた」

「では、良い葉が届いておりますので、それを淹いれましょう」

　頷うなずくと、椅い子すを蹴けるようにして立った。

　カリウスがすぐに、席の真後ろにある、専用エレベーターの昇降ボタンを押す。カーゴは待機中で、まったく待つことなく、中へと乗り込んだ。

　扉が閉じ、軽い震しん動どうとともにエレベーターが上昇を始める。

　ヘルガは、頭を後ろの壁かべにつけると、ふっと顔を曇くもらせた。

「……これからだな、カリウス」

「はい」

「全すべてはこれからだ。だが──」ヘルガは、どこか寂しげに微笑ほほえんだ「多分、私は酷ひどい女なのだろうな……」

　カリウスは聞こえなかったのように、背を向けたまま黙だまっていた。

　エレベーターを動かす微かすかな機械音だけが、沈ちん黙もくしたカーゴの中に、ただ響ひびいていた。




『少女たちの活かつ躍やくで、Ｇジー・Ｏオーは無事、倒されました！　関東は救われたのです！　素晴らしい連携！　素晴らしい作戦でした！　若き騎き兵へい隊長、天あま宮みや竜りゆう一いち郎ろう中尉は、自らも試作の兵器に乗り込み、少女たちを助けました！　人と巨人は手を取り合っていける──それを、行動で示したのです！　人類の未来は明るいと言えるでしょう！』

　レポーターの言葉に、《老人》は肉を震ふるわせるようにして笑った。

　誰だれも聞いてはいない。

　ひとしきり笑うと、《老人》は苦しげにため息をついた。それはまるで、命が抜けていくような、そんな音だった。

『《ご老人》』

　ふるり、と肉が揺れた。バイザーの中でＴＶは消え、グレースーツを着た男が映し出された。顔は切れていて見えない。

『ご満足頂けましたか？……それは、何より。あの中尉は、思っていた以上にいい若者でした。良い当て馬となってくれるでしょう』

　再び肉が揺れる。

『承知しております。……それでは、また次の夜に』

　男の姿は消えた。

《老人》は、再び、息を吐いた。

　いつの間にか森は夕ゆう陽ひに燃え立ち、木々の根元には、早くも夜が生まれつつあった。

「いずれ……」

　ごろごろと、何かがひどく絡まっているような声が、《老人》の口から発せられた。

「いずれ……ふさわしき花嫁を……選ぶ刻ときが……来る……それが……その刻が……」

《老人》は、肉という肉を大きく震ふるわせ、そして──呟つぶやいた。

「……黄昏たそがれの刻だ……」













　　　　　エピローグ







「カリウス、ちょっと待っていろ」

《ミドガルド》の通路を、首を捻ひねりながら歩いている風かざ花はな夏なつ美みを見つけたヘルガは、執事をエレベーターホールの前に残して、小走りで走り出した。

　夏美は、今日も今日とていつもの作業服姿で、少しも化け粧しようっ気がない。かといって、不ふ潔けつにしているというわけではなく、あくまで自然派なのだ。

　彼女は、軍属でないということもあるが、自分を特別扱いしないので話していて気が楽だった。近ちか頃ごろでは、『司令チャン』扱いである。

「っかしいなあ……どこ行ったんだろう、天あま宮みやクン」

「何をぶつぶつ言っている、ナツミ」

　ポンと肩を叩たたくと、

「あ、司令チャン」

　といつもの調子で言って、通りがかった連中をぎょっとさせた。

　それを見るもの、ヘルガにはまた楽しい。

「司令チャンなら知ってるかな？　天あま宮みやクンを捜してるんだけど……」

「リューイチロー中尉なら、地球にいるぞ？」

「地球？──あ、もしかして、この間《シグルズ》をぶっ壊こわした件でどっかに呼ばれたの？　あれはさー、うちも参ったよ。あんなに見事に《京》をぽっきり折ってくれるもんだから、材質から全部見直しでさあ。んで、Ｇジー・Ｏオーを斬きった時って、一体どんな手て応ごたえだったのか、それを聞こうと思って、彼を捜してたんだけど……そうかあ、地球かあ……」

「明日には帰ってくるが、それからではダメなのか？」

「そうなの？　じゃあ、それからでいいや。《シグルズ》の修理にはどうせあと二週間くらいかかるんだし──」

　夏なつ美みは、そこで急に声を顰ひそめた。

「──ところで、今度はどこの査問委員会なの？」

　ヘルガは目をぱちくりとさせて、それから苦笑した。

「ああ、違う。そうではない。……中尉は、休暇だ。南の島にバカンスだよ」

「バカンスぅ!?　──あの少年、人には仕事させといて──」

「ナツミ、うらやましいのか？　中尉は、《騎き兵へい隊》の連中を連れて行っているのだぞ」

「そうなの？」

「そうだ」

「……なんだ、仕事か」

「ま、そうだが……それでも、南の島は南の島だからな」

「あれ、司令チャン、ひょっとして一緒に行きたかったとか？」

　ヘルガは、大仰に片眉まゆを上げた。

「バカを言うな。私は、誘われたが断った」

「えー、なんで？」

　少し息を吞のみ、それからヘルガは呟つぶやくように言った。

「……人前で水着になるなど、恥ずかしい。私の体型は《真っ直すぐ》だからな」

「そういうのがいいって人もいるんだから気にすることないのに」

　いたって真ま面じ目めに言われると、少しこそばゆい。

「あー……それに、仕事がある」

　取ってつけたように言ったのがわかったのか、夏美はアハハと笑った。

「ま、無事に帰ってこれるといいけどね」

「玩具おもちやにされていそうだな」

　ヘルガと夏美は顔を見合わせ、ニヤリとすると、互いに軽く手を打ち合わせて別れた。

《ヴァルハラ》は今日も平和である。




「隊長さーん！　こっちに来ないんですかー！」

　沖の方から自分を呼ぶ真しん珠じゆの声に、竜りゆう一いち郎ろうは手を振ると、

「遠えん慮りよしておくよ！　もう少し体を焼きたいんだ！」

　と答えた。

　とはいえ本音は、誘われるままに行けば、そこは嵐あらしと同じだからだった。

　身長一六メートル弱～強の水着の少女たちが、膝ひざ下した辺りの間での水深（約四メートル）で、直径が三メートルもある特注のビーチボールで遊べば、小さな津波も発生しようというものだ。いくら泳ぎが達者な竜一郎でも、ボール遊びは一度で十分だった。

　ここは、太平洋の、マーシャル諸しよ島とうに近い無人島である。

　周囲一〇キロは、完全に立ち入り禁止になっていて、竜一郎と少女たち以外は誰だれもいない。《スレイプニル》はここから二〇キロほど離れた島に停泊していて、夕方になったら迎えに来ることになっていた。

　このバカンスを提案したのは、竜一郎だった。

　ヘルガはそれを聞いた時、何を言っているんだ、という顔をした。

「彼女たちの労をねぎらい、親しん睦ぼくを兼ねて、南の島で思いきり遊ばせてやりたいのです」

「奇妙なことを考えつくな、中尉は。《扶ふ吟ぎん》のＶヴアーチヤルＲリアリテイＳシステムではダメなのか？」

「ＶＲヴアーチヤルリアリテイはＶＲです。自分は、彼女たちに本物を楽しませてやりたいのです。観光地巡りなどはできなくても、自然は彼女たちにも雄大です」

　しばらく竜一郎の顔を見ていたヘルガは、ふっと息を吐くと、その提案に折れた。

「……いいだろう。ただし、連中は機密事項の塊でもある。場所の選定は私の方でするぞ」

「はっ！──それで、大佐もご一緒にいかがですか？　ぜひ、部下たちと親睦を図っていただきたいのですが」

「私か!?　わ、私は、行かん。……いろいろと仕事もあるしな」

「そうですか……それは残念です」

　とはいえ、断れるだろうと覚悟はしていたので、それほど気落ちはしなかった。元々、司令長官と親睦会をやろうという方が無茶なのだ。万が一に賭かけただけのことだ。

　許可が出たと話して聞かせた時の、少女たちの喜びようといったらなかった。

　すぐにその足で《扶吟》へ行き、生まれて初めての水着を新調したほどだ──出発は四日もあとだったのだが。

　選んだ水着は、真珠が腰のところに向日葵ひまわりがプリントされた青のワンピース、レインとルビーが赤と黄色のビキニ、ミルキィが腰にリボンの飾りがついたピンクのスカート付きワンピース、晶あきらは無地の白のワンピースだった。

　最初、竜一郎は、真珠の肩に乗せられて、皆と一緒に軽く泳いだりしていたのだが、正直、眼めのやり場に困って、退散したというところもあった。

　特にレインとルビーは、競い合うように布の小さいのを選んで、試着のたびに竜りゆう一いち郎ろうに判定を迫ったので、気絶しそうだった。

　何とか真しん珠じゆの説得で面積の大きいものを選んでくれたが、それでも、飛び跳ねたりするたびに、一〇メートル近い胸が、こぼれそうになっている。

　──楽しそうだからいいのだが。

　竜一郎は、隣となりをちらりと見た。

　そこでは晶あきらが、水着の上に長なが袖そでのパーカーを羽は織おって、巨大なパラソルの下で膝ひざを抱えるようにして、海の中で遊ぶ姉たちを眼鏡めがねの奥からじっと見つめている。彼女はこの島に着いてから、一度も泳ぐことなく、ずっとそうしている。

　真珠に言わせると、晶はこれで十分に楽しんでいるらしい。

「隊長さーん」

　ざぶざぶと波を分けて、真珠が海岸に戻ってきた。縛しばった髪から、ぽたぽたと滴が垂れている。陽ひに焼けたのか、それともたくさん動いたせいなのか、頰ほおがほんのりと赤い。本当に楽しそうに、微笑ほほえみを浮かべている。

　彼女は海岸に上がると、しゃがんで竜一郎を見下ろした。

「本当に来ませんか？　楽しいですよ？」

[image: ]

「君の姉さんに、胸の間に、挟まれたりしなければな」

「もうさせません。本当に姉さんたら……でも、本当は隊長さんも嬉うれしかったりしたんじゃないですか？」

「あのなあ……死にかけたんだぞ？　あんなところで窒息なんかしたら、ＳＳＤＦの仲間に顔向けができん」

「でも、今日のバカンスは、あたしたちのための慰い安あんなんですよね？　だったら、あたしたちが楽しくなるようにしてくれなくちゃ」

「なんか今日は強引だな。──わかった、行くよ」

「ふふ、やったあ」

　竜りゆう一いち郎ろうはサングラスを外して椅い子すに置くと、海に向かって歩き出した。真しん珠じゆは、たった数歩で、遥はるか沖だ。水へと入り、彼女たちの方へ向かって泳ぎ出した。と──

「えいっ！」

　真珠が、掌てのひらで海水をすくうようにして、竜一郎を目掛けてかけた。彼女たちにとってはただの水の掛け合いでも、竜一郎にとっては──

「わあっ！　がべっ！　がぼがぼばーっ」

　小規模な津波に飲み込まれ、海の中で三回転した竜一郎は、あっという間にもといた海岸へと押し返されてしまった。

　砂浜に、竜一郎は打ち上げられた死体のようにうつぶせになって横たわった。

「…………」

「ごめんなさーい！」

　地面を揺らしながら足音が近づいてくる。そう思った次の瞬しゆん間かんには、竜一郎は、ひょいと海パンを摘つままれ、真珠の顔の高さまで持ち上げられていた。

　高さ、一六メートル弱──パンツが脱げたら真っ逆さまである。硬く笑うしかなかった。

「大丈夫ですか？」

「はは、はははは……」

「あの、怒りました？」

　真珠の眉まゆが、巨大なハの字になる。なぜか、それで許せてしまえた。

「いいさこのぐらい。今日は泳ぎに来たんだから」

「はい！　──それじゃあ、行きましょう」

　真珠は、竜一郎を自分の肩に乗せると、そっと手を添えて落ちないように気を遣ってくれた。そうして、晶あきらを振り返って手を振る。彼女は、膝ひざの下で組んだ手を、わずかに振り返した。

（本当に楽しんでいるみたいだな……）

　なんとなく、わかった。

「ありがとうございます、隊長……本当に、こんなに楽しいの、生まれて初めてです」

　小さく言った真しん珠じゆの声には、真実があった。

「また、来ような、皆みんなで」

「……はい！」

　竜一郎はこの時、来て良かった、と心の底から思った。

「隊長ー！　早く来いよー！」

「ワタシ、もう、変なことしないネ！」

「おにいちゃーん！」

　遠くで、巨人の少女たちが楽しげに手を振る。

「いま、行くよー！」

　真珠が大きな声で応え、竜りゆう一いち郎ろうも彼女の肩で、大きく手を振り返した。

　海は果てしなく広く、空はどこまでも高い。

　その中に身を置けば、一八〇センチも、一六メートルも、たいした違いはない──そんな気がした。

　太陽はまだ高い。

　──黄昏たそがれは、まだ先のことだ。













　　　　　あとがき







　春ですね。

　日本では、春は始まりの季節。皆さんも、新しい学校、新しい学年などで、不安を抱きつつも、心機一転、ちょっと頑張ろうかな、と思ったり思わなかったりだと思います。

　どちらにしても、このおめでたい季節にお目にかかれて光栄です。

　はじめまして、ゆうきりん、と申します。

　あちこちで物語の発表の機会を頂いておりますが、この度、電でん撃げき文庫さんでも本を出させて頂ける運びとなりました。

　読者の皆様、どうぞ、よろしくお願いいたします。

　ちょっとどころか、パンクするほど頑張る決意でおりますので！




　この物語の原形を考えたのは、約一年半ほど前です。ほんの数行の走り書きで、




『人造巨人《ティターン》』

　国際紛争や異星人の襲しゆう来らい、悪の組織の巨大ロボットと闘たたかうために組織された国連軍の特殊軍隊。

　ギリシャのキプロス島で発見された巨人のミイラを参考に造られたクローン体で、オリジナルの特性を分離し、様々な超常能力に特化したタイプが造られた。




　というものでした。

　その後、内容や設定を徐々に煮詰めながら発表の機会を窺うかがっておりましたところ、電でん撃げきさんから執筆のお話を頂いて、こうして形にすることができました。

　巨人と国連以外、跡形もありませんね（笑）。ともあれ、竜りゆう一いち郎ろうやヴァルキュリアたちを気に入っていただけたら幸いです。




　ところで、映画『ギャラクシークエスト』はとても面白いです。ある意味ファンの夢だなあ……と思うのです。担当・三木様、『スパイダーマン』楽しみですね。




　それでは、また、次の夜に──


ゆうき　りん
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ゆうきりん

関東在住のガンダム好き。部屋にはＭＩＡがゴロゴロしている。アメコミヒーローではバットマンが最高。ミニョーラは素晴らしいよね。犬は可愛いです。
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イラスト／宮みや村むら和かず生お

12月10日生まれ。東京都出身。ゲーム会社を経て現在フリーにて活動中です。イラスト、デザインの仕事を行っております。http://www.din.or.jp/~abara/
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ヴァルキュリアの機き甲こう




～首くび輪わの戦いくさ乙女おとめ～








ゆうきりん
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